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第一章　強奪余波





　絶望は人間を『モノ』にする。

　呼吸はする。鼓動もする。命じられれば食事も摂とる。

　だが本格的な絶望に囚われた人間は自発的な意志による活動の一切を忘れる。まるで路傍に在る石の様に、ただ『在るだけ』の存在になってしまう。それは精神の枯死だ。飢餓の様に暴れない。悶もだえない。呻うめかない。ただひっそりと緩ゆるやかに活動が停止していく。希望という水を断たれた草花の如ごとく萎しおれて――やがて枯れる。

　まさしく今のメリニ・コードランはそういう状態だった。

「…………」

　此こ処こは秘密結社〈レネゲイド〉の中枢――聖せい廟びよう内の最深部とも呼べる第四階層南東第二区画。其そ処こに設けられた小さな密室である。

　いや……密室などと呼ぶのは、いささか回りくどい表現だろう。

　一切の調度品どころか、此処にはろくな光源さえ用意されていない。部屋というよりは単に四角いだけの空間。外界との間に閉ざされた扉には、外側にしか鍵かぎが無い。鉄格子さえ生ぬるいとばかりに、頑強無比な岩壁が全てから収容者を断絶する――それは牢ろう獄ごく。

「…………」

　淀よどんだ静寂の底で彼女はただ無為に時間を過ごしていた。

　否――厳密に言えば彼女の周りには僅わずかながらも音が在る。

　彼女自身の微かすかに漏らす呼吸の音は勿もち論ろんだが、何ど処こか遠くから断続的に響いてくる諸々の雑音が、分厚い壁や扉を通して空気を微かに揺らしているのだ。

　それはつまり――この『聖廟』の中において何か尋常ならざる事態が起こっている事の証でもあった。ちょっとやそっとの音では、この牢獄の内まで届かない。岩を穿うがち、煉れん瓦がを積み上げて作られた、硬く重い床や壁や天井を振動させる程の――途方もない質量を揺るがす程の大音量だけが、辛かろうじて減衰しきらずに、彼女の元に到達出来るのだ。

　だが……

「…………」

　彼女は特に反応を示さなかった。

　暗く冷たい部屋の片隅でただ膝ひざを抱えて座るのみだ。

　鮮やかな碧あおを湛たたえている筈はずのその双そう眸ぼうはただ気怠げに開かれ、視線は足元に落ちているだけ。視界には己の爪つま先さきが入っているものの、焦点は合っていない。半開きの唇から洩もれる吐息についても――それは肉体の生理機能が繰り返すだけの行動で、己が生きて呼吸しているという自覚すらもが彼女には無い。

　文字通り呼吸しているというだけで死体と――モノと大差ない状態だ。

『聖せい廟びよう』の一大事かもしれない兆候も、彼女の心を動かす事は出来ない。

　どうでも良い事だからだ。

　今の彼女に希望は無い。

　文字通りに明るい未来への可能性は絶無――少なくともメリニは今の自分が置かれた状況をそう把握している。これ以上、事態が悪化しようがないと考えている人間に、焦燥感や不安感など生じる筈はずも無かった。

　養父バルド・コードランの怒りを買った彼女は、姫ひめ巫み女この任を解かれ、今こうして軟禁されている。〈レネゲイド〉という組織の中で――その組織の筆頭たるバルド・コードランの権能下で養育され教育されてきた彼女にとって、バルドは世界の支配者であり、己の上に君臨する絶対者だった。理屈では勿もち論ろん、彼とて一個人に過ぎず、絶対でも万能でもない事は分かっている。だが物心ついた頃ころから徹底して行われた教育――否、調教は、彼女の本能的な部分に楔くさびとして食い込んでいた。

　バルドに否定されるという事は、ありとあらゆる未来を閉ざされるという事だ。

　それを理屈ではなく実感としてメリニは理解している。

　勿論……『救世主』ショウゴ・カシバを〈レネゲイド〉よりも優先すると決めたその時から、いつかバルドの支配を逃れねばならないという事は分かっていた。分かっていたが、だがこんなにも早くバルドがメリニを見限るとは思っていなかったのである。

　少なくとも現状においてバルドの決定を覆す力はメリニには無い。恐らく誰だれにも無い。それはメリニにとって愛いとしいショウゴ・カシバとの永遠の別れを意味した。

　バルドに否定され。

　ショウゴと引き離され。

　擬ぎ神しん杖じようも取り上げられた以上――今のメリニはただの無力な少女に過ぎなかった。ここで絶望を抱えて枯れ果てていく以外に、彼女の選び得る選択肢は無かった。

「…………」

　――不意に。

　部屋を淡く彩っていた雑音が、その質と量を変えた。

　同時にメリニの視界の中で色彩が変化する。

　それが扉の開かれた結果であるのだと――今のメリニは理解できても認識しない。音が変わったのは壁越しではなく、通路を反響してきた音が直接この牢ろう獄ごくに響いているからであり、色彩が変化したのは、通路内に設けられた電灯の光が差し込んできているからだ。

「…………」

　緩慢な動きでメリニは顔を上げる。

　それはしかし、半ば環境の変化に対する反射的な行動でしかなかったが――

「よう――お姫様」

　逆光の中に立つ人影。

　それは三つ存在していた。

　大柄な影が二つ。小柄な影が一つ。小柄な影はその手に棒状の物を握っている。まるで生首を掲げる槍やりの様な――先端部が歪いびつに膨らんだ異様なその形状に、しかしメリニは見覚えが在る。

　擬ぎ神しん杖じようだ。

「助けに来たぜ？」

「…………」

　メリニは答えない。

　まるでからかう様な馴なれ馴なれしい声に――しかしメリニは聞き覚えが無い。

　こつこつと、硬い靴底で石の床を踏む乾いた音が近付いてくる。

　ただし近付いてくるのは一人だけだった。大柄な人影の片方、それも真ん中に立っていた人物だ。恐らくはそれが声の主なのだろう。残り二つの影は開け放たれた扉の脇わきに衛兵然と残っている。

　逆光によって黒く塗り潰つぶされていたその姿が、メリニに近付くにつれ、次第に露あらわになってくる。その人物の――男の容姿にメリニは見覚えが在った。会った事は無いが資料で何度か写真は見ている。

　精せい悍かんな、しかし何ど処こかふてぶてしく不ふ遜そんそうな目つきの青年。

　メリニが写真で見た時に比べ、髪は伸びているし、無ぶ精しよう髭ひげも生えてはいるが、見間違い様が無かった。〈レネゲイド〉にとっては重大なる裏切り者。そして――先々代の〈救世主〉。

　その名は――

「……レオン……ササハラ…………」

　吐息の様な声をメリニは漏らす。

　驚きと呼ぶにはあまりに淡いが――それでも僅わずかに、メリニの憔しよう悴すいした顔に表情が動いた。この『聖せい廟びよう』内において、この人物と出会う――これはまず絶対と言って良い程に在り得ない状況だった。どうしようもなく定まっていた筈はずの未来が揺らいでいるのを、メリニは――彼女の生存本能は感じ取っていたのだろう。

　レオン・ササハラ・スプリングフィールド。

　とすると――小柄な、擬神杖を手に立つ人影の方は、アンジェリット・ルースポリテだろう。ルースポリテ家長パルマスの実の娘であり、セネカの実の姉。奇き蹟せき術から言語学、機械工学にまで秀でていた〈レネゲイド〉始まって以来の才さい媛えんであり――レオンと共に〈レネゲイド〉から逃げた裏切り者。

　彼等が今――どういう訳かメリニの前に立っている。

　まさかメリニと同じく囚われの身という訳ではなかろう。囚人ならばまず武器は取り上げる。そして奇き蹟せき術師にとって擬ぎ神しん杖じようは最強の武器だ。またレオンの腰にも拳けん銃じゆうらしきものが吊つられているのが見えた。

「……何故……？」

　ぼんやりと彼等を見つめながら――メリニの口から出たのはそんな問いだった。

　何が何だか分からない。長々と活動を止めていたメリニの意識では、考え得る可能性を並べて検証する事も出来なかった。

「王子様の御依頼でな」

　口の端を持ち上げて何ど処こか皮肉な笑みを浮かべ――レオンが言う。

　彼は招く様に片手を差し出してきた。

　だがメリニは動かない。ただぼんやりと彼の手を見つめるだけだ。思考が鈍磨しているという事も在るのだろうが、そもそもレオンが味方だという保証など何処にも無い。ずっと彼の事をただ『逃亡者』『裏切り者』としてしか見てこなかった――教えられ続けてきたメリニにとって、彼の手が『救い』をもたらすという発想がそもそも無かったのである。

「立てよ」

　端的にレオンは促す。

　だがそれでもメリニは動かない。

「…………ふむ？」

　レオンはむしろ面白そうにそんな彼女を見下ろしている。

　彼は手を引っ込めると――あっさりと踵きびすを返しメリニに背を向けて扉の所に戻った。その姿には何の逡しゆん巡じゆんも無い。わざわざこの敵地の真ん中にまで侵入し、助けに来たと口にし、手を差し伸べた事など……実は暇ひま潰つぶしの気紛れだったのだと言わんばかりに。

　だが――

「死ぬか」

　レオンは扉の前で足を止め――背を向けたまま言った。

「其そ処こで。絶望したまま」

「…………」

　メリニは無言。

　絶望は――モノでいる事は、実は慣れてしまえば楽だ。

　悩まずに済む。苦しまずに済む。足あ掻がかずに済む。だからそれに長時間慣れ親しんだ者はむしろ絶望から脱するという発想が先まず生まれない。モノは希望など欲しないからだ。

「まあ、それも選択肢の一つかもな」

　レオンの言葉は冷徹だった。

　残酷ではない。嬲なぶる様な響きは無い。だが労いたわる響きも無い。ただ事実を事実として何ら脚色を挟まず口にしているだけの口調であり、声音だった。

「省しよう吾ごの重荷も一つ減るってもんだ」

「…………」

　メリニは――身じろぎした。

　省吾。

　ショウゴ・カシバ。

　救世主。最強の兵器〈イコノクラスト〉の御者。

　そしてメリニの――最愛の人。

　その言葉が既に乾いて固まりつつあったメリニの、泥の様な絶望に亀裂を入れた。

「ショウゴ――様」

　呟つぶやきながらメリニは立ち上がる。

　長時間同じ姿勢で座っていた為にふらついた彼女は、壁に肩を打ち付けてしまい――だが倒れる事も再び座り込む事も無く、短い呻うめきだけを漏らしてそこから歩き出した。

　ショウゴ・カシバ。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼と共に在る限り、メリニにとって希望とは無限の彼方を意味しない。

　ならば――

「ショウゴ……様……」

　覚おぼ束つかない足取りでレオンの方へと――扉へと歩み始めるメリニ。

「……ふむ」

　扉の前のレオンが肩越しに振り向いた。

　よろよろと近付いてくる姫ひめ巫み女こを彼は束の間、面白そうに眺めていたが、やがて手が届く距離にまでメリニがやってくると、彼はおもむろに片手を挙げた。

「悪く思うなよ」

　すとん――とメリニの首筋に落ちる五指を伸ばした掌てのひら。

「…………」

　次の瞬間――メリニの視界は暗黒に染まった。

　傍はた目めには、それこそまるで奇き蹟せきの様に、手刀が触れただけでメリニが昏こん倒とうした様にも見えただろう。メリニが憔しよう悴すいしていた事を考慮してもなお、それは鮮やかに過ぎる程の体術だった。あるいは簡単な奇蹟術を併用していたのかもしれない。

「ぐずぐずしている暇は無いんでな」

　脱力してくたりと崩れ折れる彼女に素早く手を差し伸べると、レオンは続く動作でその身体を軽々と担ぎ上げた。確かに今のメリニを歩かせるより、担いで移動した方が早いのは間違いなかった。

「行くぞ。アンジェ。デュメ」

「はい」

「御意」

　レオンの言葉に頷うなずく娘達。

　そして――三人の侵入者はコードラン家の姫巫女を荷物の様に抱え、今なお『聖せい廟びよう』に満ちる喧けん噪そうの中へと消えていった。



　　　



　遠雷の如ごとき鈍い金属の轟ごう音おんが断続的に響いている。

　元より遮断する事も出来る類たぐいの音ではあるが――バルド・コードランは敢あえて縦穴に面するテラスの扉を開かせたまま、会議に臨んでいた。事態が如い何かに深刻であったかを他の五氏族会議の面々によく認識させる為である。

　聖廟内――『五氏族専用議事室』。

　響いてくる音の正体は、縦穴で行われている作業の音だ。其そ処こでは巨大擬神機〈イコノクラスト〉の分解作業及び、収容作業が行われている。またそれに平行して死傷者の収容作業や縦穴内部の破損箇所の修復作業も行われている。

　かつての〈エクノドラス真教会〉による『聖戦』――大規模な襲撃と比しても遙はるかに深刻な損害を『聖せい廟びよう』は被っていた。〈エクノドラス真教会〉の襲撃による被害も決して小さくはなかったが、それは主に周辺施設の被害であって、『聖廟』の機能的中核――即ち〈イコノクラスト〉の整備施設には殆ほとんど被害が出ていなかったのだ。

　この差は大きい。

『聖戦』時に〈レネゲイド〉が被った被害は外側からのもので――人間の怪け我がに喩たとえれば皮膚を切られた様なものだ。

　そして今回の被害はむしろ内側から、つまりは内臓から破壊された様なものだった。そして表面的な怪我の類たぐいには応急処置が効いても、内臓疾患や内臓破裂には殆どその様な手段が無い。それだけ深刻で――致命的だという事だ。

　だがそれも当然と言えば当然だろう。

　今回の襲撃者は『代行者パニツシヤー』だった。

　いや――正確に言えば『聖廟』内部で破壊活動を行ったのは『代行者』本体ではなく、『代行者』の端末と思おぼしき、少女達だった。同じ顔をした何十何百という少女達――いや少女の姿を借りた化け物共が、帰還する〈イコノクラスト〉の装甲の隙すき間まに潜り込み、この『聖廟』に侵入してきたのである。

　なまじ、か弱い少女の――しかも銃器も刃物も持たぬ全くの丸腰、衣服すらぼろをまとっただけの半裸だった――姿をしていた為に警戒心が鈍り、対応が遅れた。だが少女型の化け物達は、人間には在り得ない膂りよ力りよくと、一糸乱れぬ、まるで蟻ありの大群の如ごとき動きで『聖廟』を蹂じゆう躙りんし、大混乱に陥れた。

　最終的にどれだけの被害が出たのかは未まだ分かっていない。

　とりあえず現在は〈イコノクラスト〉関係の施設を最優先として修繕を急がせている状態だった。最低限の警備を除く、『聖廟』内の人間の殆どが、本来の所属部署に関係なくその作業にかり出されている筈はずだ。

　だが――

「見ての通り我々は非常に忙しい」

　バルドの猛もう禽きん類るいじみた眼差しは縦穴の方には向けられていない。

　五氏族筆頭コードラン家の長バルド・コードラン。

　そして残り四人の族長――パルマス・ルースポリテ、タイロイド・マブロ、ネロ・オトルチ、ゼブロン・インペラス。

　彼等はいつもの様に会議室の真ん中に設けられた円卓についている。

　だが彼等の視線は普段と異なり円卓の外側に向けられていた。

　円卓からやや離れた場所で静かに立つ一人の少年に。

〈レネゲイド〉の――五百年続いた秘密結社の最高権力者達の視線を集めるにしては、その少年は平凡に過ぎたろう。屈強な訳でもなければ優美な訳でもない。単にその容姿だけに着目すれば、単なる子供にしか見えまい。

　だが目下の所、その子供が〈レネゲイド〉の五氏族族長達にとっては最優先で対すべき重要人物である事は、間違いなかった。

　異世界人ショウゴ・カシバ。

　初めて〈イコノクラスト〉を駆って実戦に出た救世主であり――起動実験に使われた末に死亡した初代から数えると四代目にあたる。

　ショウゴは――省吾は背筋を伸ばしてそこに立っている。

　召喚したての頃ころの、逡しゆん巡じゆんと不安ばかりを漂わせた、いかにも頼りない雰囲気など、今の省吾には微み塵じんも無い。五人の族長を前にして堂々とした様子で立つ彼の双そう眸ぼうは、威圧的なバルドの眼差しをも正面から受け止めて抗している。

（……大した成長ぶりだ）

　バルドとしてもそう認めざるを得ない。

　だがそれも当然――ある意味で彼を此こ処こまで成長させてしまったのはバルド達だ。

　ケインパクスの街で『代行者パニツシヤー』による眼を覆わんばかりの虐殺風景を見せた。

　そしてラヴィゾンでの初陣を皮切りに、幾度となく〈イコノクラスト〉に乗せて『代行者』との死闘を強いてきた。また否も応もなく確実に彼を戦わせる為、共にソロンへと召喚された従姉妹いとこ――カリン・テシガワラを人質に取りもした。

　次々ともたらされる過酷な状況が彼を鍛え上げてきたのだ。

　勿もち論ろん――その途中で気力が尽き果てて折れてしまう事だって在り得ただろう。そうなれば彼はきっと従順な傀かい儡らいになってくれた筈はずだった。

　だがそうはならなかった。

　逆境は彼をふてぶてしいまでの精神力を持った人間に仕立て上げてしまった。

　結果――省吾は二度も〈レネゲイド〉の庇ひ護ご下から離れながらも、自ら『代行者』殲せん滅めつを目標に掲げ、舞い戻ってきた。これはつまり〈レネゲイド〉を――そして〈イコノクラスト〉を自分の『道具』として使う決意を固めたという事だ。その程度の省吾の思惑はバルドにも読める。

（むしろ気迫という意味ではルースポリテ卿きようやマブロ卿よりも上手ではないか？）

　姫ひめ巫み女こ達と体の関係を持つ事にすら、戸惑い続けていた初うぶな少年の姿は既に無い。姫巫女達を彼を繋つないでおく為の『鎖』とする思惑も――こうなってはむしろ失策であったかもしれない。

　メリニの体たらくを見れば尚なお更さらだ。たらし込む筈がたらし込まれてしまっては……むしろ行動を縛られるのはこちらである。姫ひめ巫み女こ達は〈レネゲイド〉の内で育ったが故に、その組織構造や施設といった部分には精通している。彼女等が揃そろって省しよう吾ごの側についてしまえば、かなり面倒な事になるだろう――かつてレオンにアンジェリットがたらし込まれた時と同じく。

（期待以上、予想以上の成長ぶり。但し――）

　バルドは省吾の瞳ひとみを凝視し続ける。

（いささか想定外に過ぎている）

「…………」

　バルドの視線を受け続けても省吾に怯ひるんだ様子は無い。

　あるいはそれは気力を振り絞って被った仮面であるのかもしれないが――何にしてもそれが出来るのと出来ないのとでは大違いだ。

『エクノドラス真教会』。

『血族』。

　コードラン家以外の四氏族。

　そして『代行者パニツシヤー』。

　それら諸々の『敵』を差し置いて――

（『救世主』ショウゴ・カシバ。あるいは、貴様こそが私の最大の障害となるのかもしれんな……）

　そんな感慨すらバルドには在った。

　だが勿もち論ろん、それを表情に出す様なコードラン家族長ではない。

　バルドはゆっくりと瞬きを一つしてから、努めて鷹おう揚ような口調で言った。

「用件は端的に願おう――ショウゴ・カシバ。何が望みか？」



　　　



『ショウゴ・カシバ。ソナタのノゾミは？』

　そう告げるのは何ど処こか涼やかな青年の声である。

　バルドの台詞せりふはオトルチ家の若き族長ネロによって、その場で日本語に訳され省吾に届けられた。彼は姫巫女でもあり実の妹でもあるアフィニエから学んだらしく、幾らか省吾の母国語を話せるらしい。ただし抑揚イントネーションに関しては、さすがに四六時中、省吾と日本語で会話している姫巫女達にはかなわないのだが。

　実を言えば……省吾に通訳は必要無い。

　彼はソロンの言葉を話す事が出来る。かつて〈レネゲイド〉を脱走した際、身柄を保護してくれた『エクノドラス真教会』の少女――モーリィに学んだのだ。

　だがその事を〈レネゲイド〉の者達は知らない。

　知っているのは姫ひめ巫み女こ――それも全員ではないが――だけだ。

　これは省しよう吾ごが敢あえて彼女たちに伏せさせているのである。『省吾がソロンの言語の会話が出来る事を〈レネゲイド〉の者達が知らない』という事実――これは切り札の一つとして使えないかと考えているからだ。少なくとも省吾がソロンの言葉を聞き取れないと思っている以上、彼等の警戒心にもつけいる隙すきは生じる筈はずだった。

　それはさておき――

（さあ……ここからが正念場だ……）

　表面的には冷静を装いつつも、省吾は鼓動が早まるのを感じていた。

　わざわざ、この『代行者パニツシヤー』側の襲撃の傷きず痕あとも癒いえぬややこしい時期に、五氏族会議に割り込んだのは――相手に余裕を与えない為だ。追い詰められた状況下ならば族長達も多少の事には譲歩せざるを得ない筈である。

　だが――それは一歩間違うと、彼等の不興を買って省吾自身が追い詰められる事になる。あくまで『その程度の譲歩なら、省吾を廃して新しい救世主を呼び出すよりもまし』と相手に思わせなければならない。

　微妙な駆け引きだ。

　だが――

「俺おれの望みはメリニと花か梨りんです」

　バルドの問いに省吾は日本語で答えた。

　即座にネロが訳す。

　パルマスとタイロイドは顔をしかめ――しかしバルドとゼブロンは表情を崩さない。ネロはむしろ楽しげな表情で省吾を見つめていた。

　ゼブロンはともかくバルドの視線は鋭い。

　ただ眼を向けられているだけでも不安を覚える様な――洗いざらい相手の内心を見透かしてしまう様な、双そう眸ぼうである。心に隠し事が在る者ほど、その視線を向けられると動揺せざるを得まい。

　だが――ここで怯ひるんでいる場合ではない。

　努めて冷静な表情と声音を取り繕って省吾は言った。

「ご心配なく。人質など居なくても俺は〈イコノクラスト〉に乗ります」

　ここで言葉を切ってネロの通訳と他の族長の反応を待つ。

　だがバルドは答えず、他の族長達もこの場の主導権は彼に在ると認めているのか、殊こと更さらに口を挟んでくる様子は無かった。

　沈黙は先を促されているのだと判断して省吾は続けた。

「折角――コツがつかめてきた所ですからね」

「……『コツ』？」

　分からない単語であったらしい。ネロが尋ねてくる。

「〈イコノクラスト〉を自分の思い通りに動かす事に、慣れてきた所だ、という事です」

「…………」

　ネロは束の間、何事か考える様な表情を示したが……特に意訳する様子も無く、省吾の言葉をそのままソロンの言語に訳してバルド達に伝えた。

「俺おれなりにこの世界にも愛着が出てきましたしね。また――既にお気づきでしょうが、『代行者パニツシヤー』に俺は完全に『敵』として認識されています。此こ処こで〈イコノクラスト〉を降りても俺は結局『代行者』に殺される」

「ソレハ、ドウイウ意味デスカ？」

「お気づきではないのですか？」

　省吾は少しずつ自分の持ち札を切っていく。

「今回、襲撃してきたあの少女達――あれは、俺が一時期、〈レネゲイド〉の庇ひ護ご下を離れ、〈エクノドラス真教会〉で保護されていた際に、俺を世話してくれていた少女です。もっと正確には彼女の姿を真ま似ねたものです。恐らく中身は〈落とし子〉かそれに類する存在なのでしょう」

「…………」

　族長達が顔を見合わせる。

　さすがにそこまでの情報は掴つかんでいなかったらしい。

　メリニ達が省吾を連れ戻しに来た事から、〈レネゲイド〉はモーリィ達についての情報も持っているかと思ったが――それが、今回の襲撃者達と繋つながっていないのか、それとも元々一信徒の顔など重要視していないので、記録されていなかったのか――何にしても、彼等には初耳である話なのだろう。

「どうしてそんな外見にしたのか？　それは勿もち論ろん、俺に揺さぶりを掛ける為でしょう」

「……ナルホド」

　ネロが頷うなずく。

「俺は既に〈イコノクラスト〉の御者として『代行者』に認識されている。〈イコノクラスト〉を直接無力化するのが難しいなら、その御者を殺せばいい――そう考えるのは当然です。勿論――この『聖せい廟びよう』を直接叩たたくという思惑の下に今回の襲撃は行われたのでしょうが、その戦力が全てモーリィの顔と身体を備えていたのは、間違いなく、俺に対する心理的な圧迫を掛ける為です」

「…………」

「また、一時的なものだったとはいえ、モーリィは共に暮らし、俺の命を救ってくれた恩人です。その彼女を冒ぼう涜とくする様な『代行者』のやり方に俺は個人的な憤りを覚える」

「ナルホド」

「以上の事から――俺おれは〈イコノクラスト〉を降りる積もりは在りません。そうなれば、むしろ安心して戦いに集中出来る様に、彼女等を俺の側そばに返して欲しいんです」

「…………」

　再び族長達が顔を見合わせる。

　ただバルドだけが真正面から省吾を見据えたまま微動だにしない。

　やがて――

「ショウゴ・カシバ。我々にとって君と君の駆る〈イコノクラスト〉は唯一にして最後の希望なのだ。『代行者パニツシヤー』に対抗できる唯一の戦力。だからこそ我々は確実に君を制御下においておきたい」

　バルドは言った。

　同時にネロがこれを日本語に訳してくるが――勿もち論ろん、省吾は訳を待たずともその内容を把握していた。

「必要な時に確実に君が戦ってくれるという保証は何ど処こにも無い」

「…………」

「何しろ君は二度ばかり我々の制御下から抜け出している。二度とも他者の介入による偶発的な事態ではあったが、君はその際、むしろ積極的に我々の制御下から逃げる様な行動を採っている」

　確かにそう見られて当然の状況ではあったろう。

　一度目の〈エクノドラス真教会〉の際は半ば以上、偶然であったが、二度目の『血族』襲撃の際には敢あえて省吾は〈イコノクラスト〉を使って抗せず、〈イコノクラスト〉ごと拉ら致ちされる事を容認する様な発言をしている。これは通信回線を使った会話だったから、恐らく記録も採られているだろう。

「はっきり言ってしまえば、口先だけ物わかりの良い言葉を並べられても、我々は君を信じ切る事が出来ない。保険を手放す気にはなれないな」

「…………」

　省吾は唇を噛かんで顔をしかめた。

　だが――実を言えばこれも演技だ。

　正直言ってバルド達がメリニと花梨を手放す積もりが無い事は予想がついた。根本的な所で彼等は省吾を信用していない。結局の所、ソロンの人間という意味でも、〈レネゲイド〉の人間という意味でも、省吾は部外者よそものだからだ。

「では――せめて面会を」

　省吾は言った。

「今回の襲撃で死傷者も大勢出た事でしょう。メリニや花梨だけ例外という訳でもない筈はずだ。俺おれとしては彼女等の無事だけでも確認したい――貴方達の言葉ではなく、自分の眼と耳で」

「ごもっともですな。救世主殿のお言葉は――失礼」

　ネロがむしろ朗らかな笑みを浮かべながらそう言った。

　彼は明らかにこのやり取りを愉たのしんでいる。それに対してパルマスやタイロイドは明らかに省吾の発言を不快に感じている様だった。自分達の傀かい儡らい、いや〈イコノクラスト〉の部品に過ぎない――と彼等は考えている――筈の省吾が、一人前以上の要求を突き付けてきたのだ。これを不ふ遜そんと考えているのはむしろ当然だった。

　だが共に余計な言葉を差し挟んでくる様子は無い。

　最初から最終的な判断はバルドに委ゆだねられているのだろう――これもまた予想出来た事ではあった。花梨はともかくメリニについてはバルドの管轄にならざるを得ない。一緒に語られれば他の四人が可否を決める事は出来ない筈だった。

「……ふむ」

　バルドは短く声を漏らして頷うなずいた。

　不意に自ら立ち上がって会議室の出入り口へと向かいながら、バルドは言った。

「ついてこられよ、救世主殿」

「……面会させてくれるのですか？」

「まずは――カリン・テシガワラからだな」

　とバルド。

　同時に機を見計らう様にしてネロが口を挟んでくる。

「では――とりあえずこの場は解散という事で宜しいでしょうか。コードラン卿きよう？」

「仕方在るまい」

　被害状況の把握、聖せい廟びよう内の復旧、防御態勢の立て直しといった各種作業等を引き続き行う事を確認した上でバルドは最後に一つ指示を出した。

　勿もち論ろんソロン語でだ。

　即ち――

「『血族』の本拠地の特定及び関連情報の収集も継続する様に」

「それは既に」

　タイロイドが言った。

「〈イコノクラスト〉の記録装置を調べれば大まかな位置は特定できる筈です」

（……そうか。その可能性は在ったな）

　試作兵器でもある〈イコノクラスト〉は出撃を経る度に、各種記録を採られ、細部の改良に関する資料として活用される。一見全く同じ機体に見えても細部は日々更新を重ねているのだ。

　言ってみれば〈イコノクラスト〉のそれは新陳代謝であり成長だ。

　勿もち論ろん――本来の記録は五氏族の飛行船が随行して採る。だが〈イコノクラスト〉本体にも幾つかの記録装置が取り付けられている。さすがに省吾が居た現代日本の様に、ＧＰＳは存在しないだろうが――加速度計や気圧計の情報を複合して判断すれば、大まかな『園ガーデン』の位置は特定出来るだろう。

（止めるべきか？　しかし――）

　間違いなく〈レネゲイド〉は『血族』に対して報復行動に出る。

（『血族』が俺おれの味方という訳でもなし……先に攻撃してきたのは『血族』だしな……）

　省吾の側そばに居る『血族』の少女――トリファスキアータには悪いが、今此こ処こで『血族』絡みの問題にまで首を突っ込んでいる余裕は無い。

　ただ……

（――うん？）

　ふと省吾は傍らに立つネロの表情が気になった。

　笑っている。文字通りほんの微かすかな――微笑。

　そこには何か余裕の様なものが感じられた。

　それは〈レネゲイド〉が『血族』に対して勝利するという事への確信から出たものか？

　それとも何か全くの要因によるものか？

　省吾が知る限り、ネロが余裕含みで意味ありげに笑っているのはいつもの事ではあるのだが――何故か省吾は妙にその笑顔に引っかかりを覚えた。

　ある種の憐あわれみさえ、そこには在る様に思ったからだ。

『血族』にではない。

　他の族長に対して――

「ドウカナサイマシタカ？」

　ふと省吾の視線に気付いてネロが尋ねてくる。

「いや……別に」

　あるいはそれは単に省吾の思い過ごしなのかもしれない。

　彼は首を振って曖あい昧まいに笑った。

　そして――

「――以上だ。私は救世主殿を案内してくる」

　じろりと省吾を一いち瞥べつしてバルドが歩き始めた。

「オマタセシマシタ、救世主殿」

　ネロが省吾を促す。

　彼も引き続き通訳として同行してくれるらしい。

　縦穴から絶え間なく響いてくる作業音を背に、ネロと並びバルドの後ろ姿を追って歩き出しながら――省吾はふと思った。

（あるいは……この〈レネゲイド〉の中で本当に厄介なのは、あのバルド・コードランじゃなくて）

　この自分の隣で柔らかに笑っているオトルチ家の若き家長ではないのか……と。



　　　



　特別区域――ネロは省吾に対してそう説明した。

　どうも『聖せい廟びよう』内部においても此こ処こは最深部に当たる様だった。

　此処に至るまで、延々と通り過ぎてきた複雑な通路を伝い、『聖廟』全体で行われている復旧作業の音が聞こえてくる。作業員達の指示や号令。鋼鉄の装置が発する駆動音。だが鋼と鋼の打ち合う音や殺伐とさえした声のやり取りは――いずれもひどく遠い。

　今……省吾達が歩いているその通路には、彼等三人以外にまるで人の姿が無い。

　壁を電気や通気の為の配管が何本か走っている以外には、ただ岩盤をくりぬき、煉れん瓦がで補強しただけの殺風景な場所だ。

　移動した距離と経緯から考えて、此処は恐らく縦穴の底よりも未まだ下だろう。頭上に存在する岩盤や〈イコノクラスト〉の事を思えば、ただ歩いているだけでも奇妙な圧迫感を覚えて息苦しくなってきそうだった。

（本当に――レオンはこんな所まで入り込めたんだろうか？）

〈イコノクラスト〉の整備格納庫にして出撃用の『砲身』でもある縦穴。

　其そ処こを中心にして蟻ありの巣状の広がりを持っているのが『聖廟』であると省吾はメリニから聞いた覚えが在る。それは〈レネゲイド〉五百年に及ぶ潜伏の歴史そのものであり、拡張に拡張を重ねたその内部構造は、余りの広大さと複雑さ故に、姫ひめ巫み女こ達ですら末端に至るまでの全ぜん貌ぼうを把握しているとは言い難いという。

（ひょっとして……）

　実を言えば省吾がメリニと花梨への面会を求めたのは、レオンの仕事ぶりの結果を見極める為だ。未だ五氏族の族長達はレオンの侵入や、人質の奪取といった事には気付いている様子が無い。

　あるいはそれは未然に失敗してしまったのか。

　そんな事を考えながら歩いていると――

「救世主殿」

　ふと思い出した様にネロが声を掛けてくる。

「予あらかじメ、オ伝エシテオキマスガ」

「……？」

「花梨様ハ、少々特殊ナ状態デス。驚カレヌ様ニ」

「特殊な状態？」

　省吾は反射的に自分の声が強こわ張ばるのを感じていた。

　まずい……と心の何ど処こかでもう一人の自分が発する警告は聞こえていたが、それでも省吾は己の口調と声音が尖とがるのを止められない。

「あんたら――花梨に何をした？」

「貴方達ニ理解シ易イ表現ナラバ」

　ネロはしばし言葉を探す様にして首を傾かしげていたが――

「冷凍保存デショウカ」

「――冷凍保存？」

　省吾の声に嫌悪感が滲にじむ。

　反射的に彼の脳裏に思い描かれたのは、業務用の冷凍庫でまっ白に凍り付いている牛やマグロの肉塊だった。少なくとも生きている人間に施す様な処置ではない。

　だが〈レネゲイド〉ならばやりかねない。

　ＳＦ小説や映画に出てくる冷凍睡眠のイメージが出てこなかったのは、恐らくこの〈レネゲイド〉の組織としての性格を省吾がよく理解している証拠とも言えた。

　だが――

「分カリ易ク言エバデス」

　ネロは省吾の嫌悪感を軽く受け流して言った。

「本当ニ冷凍シテシマウト、細胞ガ破ケテ死ンデシマイマス」

「それは……そうだろうけど」

　氷点下になると――氷結すると水はその体積を増加させる。結果として細胞の中に含まれる水分が氷結すると細胞膜が破壊され、細胞構造レベルで肉体組織は損壊する。冷凍肉を解凍した際に出てくる赤い血の様な液体はその細胞膜を破壊した後、溶解して流れ出た水分である。

　つまり人体をただ凍らせると、それは細胞レベルで殺している事になる。

　これでは人質も何もあるまい。

（考えてみれば――細胞組織とかの保存って意味ではこの世界は俺おれ達の世界より先を行っているのかも）

　そもそもこの世界の最先端技術は奇き蹟せき術だ。

　そしてその奇蹟術は神の細胞という極めて貴重で限られた資源に支えられている。

　どういう理屈か神の細胞は腐らないとはいえ……人間の手で神を殺せた以上、熱や乾燥、あるいは凍結、衝撃といった諸々の物理現象で劣化してしまう可能性は残る。貴重な資源をそのままの形で保存する事は奇蹟術の体系化と隆盛には必ひつ須すであったろう。

　まして奇き蹟せき術師達の割合が一般よりも遙はるかに高い〈レネゲイド〉ならば尚なお更さらにその手の技術には長たけているとしても不思議は無い。

「アクマデ彼女トソノ周リノ空間ノ時間ヲ止メテイルダケデス」

「それって後遺症とかは出ないんですか？」

「後コウ遺イ症ショウ？」

　首を傾かしげるネロ。

　彼が知っている単語にはひどくばらつきが在る様で、たまに当たり前の言葉が通じなくて苛いら々いらする事も在る。

「彼女の身体に、何か、不都合が生じたり、病気の様な状態が生じたりする可能性は無いのですか？」

「在リ得マセン」

　とネロ。

「彼女ノ時間ヲ止メタトイウ事ハ、術ヲ掛ケル直前ニ比ベテ、何モ変化シナイトイウ事デス。一切、肉体的ナ変化、変質ノ類たぐいハ在リマセン」

「…………」

　どういう理屈なのかはよく分からないが――だがこう自信たっぷりに言ってくるという事は、花梨に不都合が出る可能性は低いのだろう。

「詳シイ原理ニツイテハ、姫ひめ巫み女こ――マブロ家ノ、ハーチェッタ辺リニ、オ聞ニナルノガヨロシイカト」

「……分かりました」

　ここで気を揉もんでも仕方がない。

　とりあえず省吾は一端、気を落ち着ける事にした。

　オトルチ家の若き当主は薄い笑みを浮かべている。不快な笑みではないが、安あん堵ど感かんを得る笑みでもない。一種の愛あい嬌きようを湛たたえているが――何というか、抜け目の無い笑いだ。アフィニエの小悪魔的な笑みに通じるが、それ以上に何ど処こか得体の知れない部分が在る。

「何ニシテモゴ安心ヲ。会話スル事ハ叶かなイマセンガ、アノ美シイオ姿ニ傷ヲ付ケル様ナ真ま似ねハ、一切シテオリマセン」

「…………」

　そうこうしている内に――ふと先を歩くバルドが脚を止めた。

「どうなさいました？」

　ソロン語でネロが尋ねる。

　バルドはしかし答えず……ただ通路の奥を見据えて立っている。

　通路の奥、突き当たりの部分には一枚の扉が設けられており、その左右の脇わきには二つの人影が在った。一見して警備兵と分かる二人だ。共に警棒と拳けん銃じゆうを腰に提げている。武装が小銃や擬ぎ神しん杖じようの類たぐいでないのは、屋内であるからだろう。

　両者はやや俯うつむき加減でそこに立っている。

　元々そう明るい場所でない為に、表情までは分からないが――

（レオンは――失敗したのか？）

　そんな疑念が省吾の脳裏を過よぎる。

　だが――

（……なんだ？）

　省吾の脳裏を違和感がかすめる。

　警備兵達はまるで人形の様に微動だにせず立っている。英国の宮殿の門衛兵達は何時間も微動だにせずその職務を全まつとうするというが――それに通じる姿だ。だが様式美によって自らに不動を課している宮殿の門衛兵と異なり、こんな人気も殆ほとんど無い場所の警備兵が、此こ処こまで微動だにしないものだろうか。

　何よりバルドやネロを前にして全く無反応というのは……

「――開けろ」

　四メートルばかりの距離を置いてバルドが命じる。

　だが警備兵達は動かない。

　恐らくバルドもその異常に気付いていたのだろう。先の命令はむしろそれを確認する為のものであった。

「ふむ……？　警備兵のしつけがなっておりませんな」

　面白そうに言ってネロがすたすたと警備兵の方へと近付いていく。

　警備兵の側からは見えないだろうが、ネロが腰の後ろに回した右腕を小さく動かすのが見えた。袖そで口ぐちからするりと出てくるのは――細い短剣だ。恐らく護身用に持ち歩いているものなのだろう。

　ネロはごくごく自然な動作で警備兵達の前に立ち、その短剣を右の警備兵の鼻先へと突き付ける。

　だがやはり反応は無い。

　左の警備兵も同じだった。

　ネロは手品の様に手を振って短剣を再び袖口にしまい込むと、指先を警備兵の顎あごに添えてその俯き加減の顔を上げさせる。

　通路の明かりに衛兵の顔が照らし出された。

　青白く生気を失った顔――

「……！」

　息を呑のむ省吾。

　確認しなくても分かる。それは紛れもなく死人の顔だった。

　だが――バルドもネロも動揺する様子は無い。恐らく警備兵達が全く無反応だった時点で想像はついていたのだろう。

　ネロが指を離すと衛兵の顎あごががくっと落ち……反動で体が前に倒れた。

　その際にぷちりと何かが千切れる様な、小さな音が省吾の耳をかすめる。

　やや薄暗い照明の下できらりと光るものに気付いて――省吾は、警備兵達が死しても立ったままだった事の理由を悟った。ピアノ線の様にごくごく細い糸。それが彼等を何ど処こかにくくりつけて、立ち続ける事を強要していたのだ。

「原始的な方法ですね。ただし――」

　ネロはぞんざいな――遺体を扱うとは思えない仕草で警備兵の身体をひっくり返した。

　遺体の制服の胸元を開いて肌を露出させると――左胸の部分が若干、黒っぽく変色しているのが省吾の位置からでも見て取れた。

「相当な手て練だれの仕事ですね」

　感心した様に言いながら立ち上がるネロの顔には――むしろ警備兵殺しの犯人を称たたえるかの様な笑みが張り付いていた。

「奇き蹟せき術か」

　バルドが簡潔に訊たずねる。

「心の臓を一瞬で破壊――恐らく絞り込んだ衝撃波の類たぐいかと。胸の周りの毛細血管が破裂しております故」

　とネロ。

「詳しい検死ならばマブロ家に任せた方が早そうですね」

「後程手配しておこう」

「お願い致します」

　軽く顎を引いて会釈した後でネロは扉に手を掛ける。

　そこでまた彼はやや感心した様に「ほう」と声を漏らした。

「こちらも見事。鍵かぎ穴あなの内部だけが高熱で溶かされてます」

　身を屈め鍵穴を覗のぞき込んでネロは言った。

「必要にして最小限。警備兵を立たせたままだったのは――事態の発覚を遅らせる為でしょうね。いや全く……良い手際です。配下に欲しい位だ」

「オトルチ卿きよう」

　ネロのお喋しやべりを遮ってバルドが促す。

　オトルチの若い家長は「これは失礼」と簡単に詫わびてから扉を開いた。

　あるいは若干の焦燥がこの男にも在ったのか――バルドがネロを追い越す様に部屋へと足を踏み入れる。だが、すぐに彼は警戒気味に足を止め、明かりの無い部屋の中を視線だけを飛ばして様子を探っている様だった。

　バルドに続いてネロと省吾も部屋に脚を踏み入れる。

　そして――

「…………これは？」

　数歩進んだ所で、足元でシャリ……と音がした。

　反射的に視線を落とすと、床面で何かがきらきらと輝いている。硝子ガラスの破片が散らばっている様にも見えるが、何か違う。

　省吾の傍らで、まるで現場検証でもするかの様にネロが身を屈め、その輝いているもの――どうやら紙の様に薄い何かを拾った。

「聖光の残り具合からすると、時間は経ってしまってますね」

「その様だな」

　頷うなずくバルド。

　さっぱり訳が分からない省吾に――ネロが苦笑して解説を加えてきた。

　破片の正体は奇き蹟せき術によって創り出された『保存力場』の破片であるらしい。奇蹟術式による維持がされていなければ、次第に減衰して消えてしまうものであるとか。本来ならば人間一人分を覆い尽くす程の量が此こ処こには散らばっていた筈はずなのだが、既に時間経過と共にその殆ほとんどが失われたという事だそうだ。

「――あれは」

　改めて部屋を見回すと、どうやら奇蹟術機関らしき大型の機械が一つ置かれており、その脇わきには一人の男が倒れていた。どうやらこの奇蹟術機関を操っていた奇蹟術師であるらしい。勿もち論ろん――この男も死んでいるのは一目見て分かった。こちらは額の部分が大きく陥没して、目鼻から糸の様に幾筋かの血を流しているからだ。何か強烈な力を――恐らくは奇蹟術だろうが――食らったのだろう。

（とにかく成功したみたいだな――強奪には）

　間違いなくこれらはレオンの仕業だろう。

　とりあえず花梨はレオンの手によって保護されたという事だ。

　では――メリニは？

　当然の様に省吾の胸中に湧わいた疑問は……慌ただしい足音と共に飛び込んできた一人の男が解決してくれた。

　殺された警備兵と同じ格好をしている事を思えば、この男も別の何ど処こかで警備を担当している者なのだろう。

「ここに居られましたか……！　バルド様！　ネロ様！」

「どうした？」

　バルドが怪け訝げんの表情を浮かべて言った。

「ほ――報告致します！」

　酷ひどい慌て様の警備兵とは対照的に、バルドの態度は冷静だった。元より少々の事で動揺を露あらわにする様な人間ではないが、それ以上に、これから聞く報告内容について既に想像がついている――という事だろう。

「姫ひめ巫み女こメリニ・コードランの身柄を――何者かにより強奪されました」

「ふむ」

　バルドはやはり動じない。

　ただ静かな視線で省吾を一いち瞥べつしただけだ。

　花梨。そしてメリニ。

　まさしく省吾が解放を要求していた二人。

　彼女等が立て続けに奪われたのだ――省吾との関連を考えない方がおかしい。

　省吾はしかし素知らぬ顔を意識して取り繕っていた。五氏族会議の場に姿を現すまで、彼はイコノクラストの中に居たのだ。彼の現場不在証明アリバイが完全なのはバルド達もよく承知しているだろう。まして省吾が実は擬ぎ神しん杖じよう無しで奇き蹟せき術が扱える事――広い意味では彼も神の血を引く『血族』である事や、レオンと通じているという事については未まだ知らない筈はずだ。

「賊の正体は判明しているのかな？」

「いえ……それは……まだ」

　ネロの問いに、警備兵は申し訳なさそうに応じる。

　だが――

「承知した。下がって良い」

　バルドがそう指示を出した。

　警備兵はほっとした表情を浮かべて一礼し、部屋を出て行った。

「オトルチ卿きよう。貴公には賊の見当がついている様に見受けられたが？」

　試すかの様な口調のバルド。

　ネロは――案外と素直に頷うなずくと滔とう滔とうと語り始めた。

「衛兵の殺害方法とその後の処理、加えて鍵かぎ穴あなのあの手口。いずれも最小限の労で最大限の時間稼ぎが施されております。それを足場にして、メリニ・コードラン、カリン・テシガワラの連続強奪。目撃情報が無いとすれば、両件は余程の短時間で行われたのでしょう。となると、其そ処こで必要になるのは――『聖せい廟びよう』への精通、そして洗練された奇蹟術。この二つを併せ持つ者……否、者達と言えば限られてきましょう」

「…………」

　バルドが眼差しだけで頷く。

「ついでに言えば」

　ネロは笑みを深めて言った。

「メリニ・コードラン、カリン・テシガワラを拉ら致ちしたのは我等と同じく救世主殿への牽けん制せい――人質と考えれば、筋は通ります。最終的な目的が何なのかは分かりませんが」

「レオン・ササハラ・スプリングフィールド」

「そしてアンジェリット・ルースポリテでしょうな」

「……ふむ」

　バルドは小さく頷うなずく。

「ネズミが――柱を囓かじりに来たか」

　冷然と呟つぶやくバルド。

　だが――その声音には珍しく苛いら立だちが滲にじんでいる様に省吾には聞こえた。



　　　



　延々と広がる岩と砂の荒野。

　動くものなど何も無い。それどころか岩と砂以外には特筆すべきものなど皆無という風景が無為に横たわっている。辛かろうじて……岩の陰にこびりつく様にして生えた緑が、この一帯唯一の生命と言えた。

　ソロンの大地にはこうした草も生えぬ荒涼たる大地が多い。そも神に呪のろわれたこの地において、豊ほう穣じようを期待出来る広大な大地など存在する筈はずも無い。人々は僅わずかな実りに縋すがって生きるしか無く、それすらも奇き蹟せき術やそれに付随する幾つかの技術によって辛うじて支えられる生活でしかなかった。

　人類生存圏とは『面』ではなく……無辺の荒野の中に僅かながら散在する『点』の事を指すのだ。人々はそれを繋つないで『人間の世界』を維持しているだけに過ぎない。

　そんな荒野の――片隅。

　そこに異常が発生していた。

　元より昼夜の区別以外は変化など生じ様の無い場所なのだが……今朝ばかりはその様相が一変していた。

　地形に変化は無い。

　ただ――普段ならば暴力的な程の朝日を浴びて白く染まるその荒れ地は、まるでそこだけ夜の闇やみに取り残されているかの如ごとく、黒々とした領域に呑のみ込まれているのだった。

　実体無く大地に横たわる巨大な人影。

　それが荒野の片隅に張り付いて陽光の下でもなお消えぬ闇の領域を形成していた。

　影の正体。

　それは『代行者パニツシヤー』――正式には『神罰執行代行者』だ。

　滅びし神による呪いの具現。神の殺害という大いなる愚行に走った人間共を未み来らい永えい劫ごうに渡って苦しめ続ける事のみを存在理由とする呪じゅ詛その集合体。

　その『代行者パニツシヤー』は元来十六体から成る。

　十六体の『代行者』は途方も無く長い時間の中で、一定間隔を置きながら順次起動し、人間達にあらゆる絶望を見せつけてきた。そんな彼等――否、個別的な人格の無いそれらを『彼等』と呼ぶのは相応ふさわしくないのだが――は本来単独行動を基本とする。『代行者』はお互いにお互いが予備であり本体なのである。それは順次持ち回る巨大なシステムの一端でしかない。

　自我も無く。個性も無く。無論のこと名前すら持つ筈はずの無い十六体の『代行者』を識別するのは、まさに識別する為だけに機械的に振り分けられた個体番号のみ。

　そして今、此こ処こに存在するのは――『十一番体』であった。

『十番体』から送られて来た情報を受信、確認。

　その後『十二番体』から『十六番体』へと順次情報を送信する予定になっている。

　だがあくまで情報送付対象は五体のみ。

　既に『一番体』から『十番体』は存在しないからだ。

　五百年の永きに渡り十六体から成り、人類を苦しめてきた『代行者』も、今は最も早はやたったの六体を残すのみ。冒ぼう涜とくの黒き巨人〈イコノクラスト〉の力によって他の十体は葬り去られてしまった。

　どうやら『代行者』達は人類の蓄えてきた力を見誤っていたらしい。

　所しよ詮せんは五百年前に神が撒まいた災いの種――永えい劫ごうに渡って数々の状況変化に対応し切るには無理が在った様だった。たとえどれだけ情報を収集し相互に討論を繰り返しても、『代行者』達には『執念』や『意地』といった概念が無い。それが存在する事は理解出来ても実際にそれを感じた後に分析する事が出来ない。

　故にそれらが結果的にどれだけの事を可能にするのか――『代行者』達が知った時にはもう事態は彼等の制御しきれる範囲を超えつつあった。

　だがそれでも彼等は諦あきらめない。

　彼等は機械の如ごとくに自動的であり――またその動機において他動的だ。

　故に『代行者』達はただ与えられた目的の為に粛々と活動するのみ。

　情報を収集し。

　状況を分析し。

　作戦を遂行する…………

「〈イコノクラスト〉本体への侵入について――可能」

「『ショウゴ』と呼称される個体の有無について――有り」

「『ショウゴ』への直接攻撃について――可能」

「『モーリィ』と呼称される個体の外見を模した『攻撃体』の、『ショウゴ』への心理的有効性について――有り」

「但し有効性は九割三分より五割八分へ低下。尚も低下傾向に有り」

「『ショウゴ』の構成成分について――不明」

「『ショウゴ』の構成成分との同一性の高い成分候補の有無について――有り」

「成分候補――」

「――『神』」

「情報の受信作業及び確認作業――完了」

「続いて配信作業へと移行する」



　　　



　玄関の扉を開いて屋敷の中に脚を踏み入れる。

　その瞬間――何ど処こか心の片隅で安あん堵どを覚えるのは、此こ処こがもう省吾にとって帰ってくるべき『家』となっているからだろう。単に住み慣れたという事も在ろうが、そこに待っていてくれる人間が居るという確信は、何よりも確実に自分の居場所を定義してくれる。

「ショウゴ様……」

「ショウゴ様！　お帰りなさいませ」

「お帰りなさいませ、ショウゴ様」

　彼が屋敷に入るや否や、待ち構えていた様に――いや実際に待っていたのだろう――美しい少女達が出迎えてくれる。

　省吾に仕える姫ひめ巫み女こ達だ。

　ペルテア・インペラスは闊かつ達たつな笑顔で。

　アフィニエ・オトルチは蠱こ惑わくを含んだ笑顔で。

　ハーチェッタ・マブロは安堵を滲にじませた笑顔で。

　それぞれに戦いを――色々な意味で――終えて帰ってきた省吾を労ねぎらってくれる。

　以前に比べると姫巫女達の態度に僅わずかながら変化が在った。

　出会った頃ころの彼女等は、それぞれの属する氏族の期待と思惑を背負っていた為に、先まず省吾に取り入り、その寵ちよう愛あいを得るという事が屋敷における共同生活の中で、最優先事項になっていた。だが省吾がメリニを選び、その後、姫巫女達に〈レネゲイド〉よりも自分に協力してくれと持ちかけた辺りから、彼女等の競争心はあまり表面化しなくなった。

　今でも多少の軋あつ轢れきは在るのだろう。

　だがそれでも姫巫女達は今や――多少の自惚うぬぼれを覚悟して見たとしても――心の拠より所を省吾に定めている様に見える。故にこそむしろ彼女等は重責から解放されて、家族めいた連帯感すら発揮する様になっていた。

　もっとも、それには『部外者』の存在も影響しているのだろう。

　例えば……

「ショウゴ様。お帰りなさいませでする」

　姫ひめ巫み女こ達に混じってそう告げてくるのは盲目の少女だった。

　黒髪と揃そろいの、大きな闇やみ色の瞳ひとみは――しかし一切の光を捉とらえる事が無い。度重なる近親交配の結果として、生まれながらに彼女の眼は機能していないのだ。

　トリファスキアータ。

　省吾が隠れ里『園ガーデン』から連れ帰った『血族』の娘。

　神の血を引き――再び神を産む為の胎はらとしての役割を、それのみを期待された少女。

　彼女は姫巫女達にとって異物であったろう。

　トリファスキアータの屈託の無い性格のせいで、殊こと更さらに姫巫女達は彼女に辛つらく当たっている訳ではない様だが、それでも自分達以外に省吾の側そばに侍はべる異性の存在によって、姫巫女達は姫巫女であるという事そのものに、ある種の連帯感を感じる様になった。

　更に――もう一人。

　こちらは別の意味で姫巫女達の連帯感を強める結果となった人物が居る。

「みんな……ただいま」

　そう言って笑顔を見せつつも省吾はその人物の姿が今此こ処こに無い事を確認していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ところで――エシェンは？」

　エシェン・コードラン。

　メリニを姫ひめ巫み女この任から解いたバルドが送り込んできた、コードラン家の新姫巫女。

「まだ戻って来てないの？」

　省吾の質問に、姫巫女達が顔を見合わせる。

　エシェンに対し彼女等が決して良い感情を抱いていないのは、その表情だけでも分かる。

　ただ単にメリニの後任というだけでなく、エシェンは五氏族筆頭のコードラン家の権勢を明らかに意識しており――他の姫巫女達を自分より格下に見る様な態度を取る事が多い。

　これが先任の姫巫女達の勘に障ったのだろう。

　元々自分達の方が姫巫女としては先輩という矜きよう恃じがペルテア達には在る。元より各種技能に優れ、同時に競って省吾の寵ちよう愛あいを勝ち得たメリニを、筆頭として認める気持ちは在っても、後から彼女の居た座を奪う様な形で入り込んできたエシェンに対する拒否感は、トリファスキアータに対するものの比ではない。

　まして、エシェンは多分にバルドとの繋つながりが強すぎる。

　省吾としても迂う闊かつに心情を吐と露ろできる相手ではない。

　その結果として同じ姫巫女ながらエシェンは省吾からも他の姫巫女達からも一定の距離を置かれる存在となっていた。

「私達と一緒に戻っては来たのですが」

　最初に口を開いたのはペルテアである。

〈イコノクラスト〉の戦闘に支援役として参加するのは姫巫女達も同じである。だが省吾は先に五氏族族長会議に顔を出し、レオン達の『仕事』の結果を確認して帰ってきた。その分、省吾の方が戻るのは遅れる筈はずだった。

「その……」

「――放っておけばいいんだって」

　言葉を濁すペルテアの代わりに、アフィニエが冷ややかな口調で言った。

「何だ？　どうしたの？」

　アフィニエがこうも露骨に敵意や嫌悪感を剥むき出しにするのは珍しい。省吾はハーチェッタの方を向いて問うが――ハーチェッタも困惑の表情を浮かべるばかりで適当な言葉が出てこないらしい。

「部屋に閉じ籠こもりきりなんです。きっと初めての実戦で腰抜かしちゃったんですよ。情け無い。よくもあれでメリニの代わりが務まるなどと――」

「へぇ」

　省吾は――苦笑を浮かべた。

「な……なんです？」

　彼の反応が意外だったのだろう。アフィニエは――これまた珍しく気け圧おされた様に表情を強こわ張ばらせて尋ねてくる。

　省吾は笑いながらこの小悪魔の様なオトルチ家の少女に言った。

「アフィニエがメリニの肩を持つなんてね」

「え？　あ――いえその」

　そう言われるとは思ってもみなかったらしい。

　やや赤面してアフィニエは首を振った。

「あくまで比較しての話で――その。同じ張り合うにしても――」

　彼女が照れているのだと知って省吾のみならずペルテアやハーチェッタまでもが苦笑を浮かべる。そんな周囲の反応は益々アフィニエを慌てさせたが――

「――ですが」

　ペルテアがふと思い出したかの様に言った。

「今回に限って言えば丁度良かったと思います」

「…………そうだね」

　と頷うなずく省吾。

　一同の間に流れていた和やかな空気が一瞬にして緊張含みのそれに変わる。

　他の時ならばともかく、今回は単に省吾が戦闘から帰ってきたというだけではない。明確に省吾の方から〈レネゲイド〉に対して積極的な行動を取った直後だ。表面的にはメリニと花梨の返還を求める事――そして実際にはレオン達に依頼して二人を救出させる事。

〈レネゲイド〉にしてみればそれはやはり反逆であり裏切りであろう。

　姫ひめ巫み女こ達としても緊張せざるを得ない。

　だが――

「メリニと花梨の事だけど――」

「ショウゴ様」

　ペルテアが省吾の側そばに近付くと耳元で小さく囁ささやいた。

「彼女達の身柄に関する件でしたら既に〈レネゲイド〉本部より報告が届いております。どうやらレオンは成功した様です」

「うん、ひとまずね」

　省吾も囁き返す。

　恐らくペルテアはエシェンが奇き蹟せき術か何かで盗聴している可能性を考慮したのだろう。たとえ彼女の姿が見えなくとも、迂う闊かつに〈レネゲイド〉に対する反逆を臭わせる台詞せりふは口にするなという事だ。

「もっとも『代行者パニツシヤー』の侵入は計算外だったけど。『聖せい廟びよう』内部の被害もかなり深刻そうだったし」

「ええ」

　とペルテア。

「ですが――ショウゴ様。おわかりですよね？」

「無論」

　省吾は少し表情を歪ゆがめて言った。

　二人の『救出』を買って出たレオンだが二人を省吾の元へ『返還』するとは一切口にしていないのだ。勿もち論ろん――現状で二人を自分の元に返されても匿かくまいきれる自信は無い。だからこれは何ら不自然な事ではない。

　だが勿論、レオンは――そして省吾も理解している。

　これは単に人質の居る場所が変わっただけだと。

　省吾にしてみれば〈レネゲイド〉よりはレオンの側の方が未まだマシという程度の事に過ぎない。

「レオンの思惑が彼の言葉通りであればいいんだけど」

『ただアンジェリットと平和に暮らしたいだけだ』

　彼はそう言った。

　その為に取り得る方法は二つ。

　一つはこのソロンの世界から逃げ出し、レオンや省吾が元居た世界に戻る事。

　一つはこのソロンの世界を苛さいなむ『代行者パニツシヤー』達を全滅させてしまう事。

　もし省吾が『代行者』を全滅させる事が出来るのなら、人質は事実上の意味を失う。

「その事ですが――」

　ペルテアが更に声を潜めて言う。

「つい先程から連絡が繋つながっているんです」

「…………」

　勿論――此こ処こで『誰だれと？』と尋ねる程に省吾も愚ぐ鈍どんではない。

　姫ひめ巫み女こ達の中でセネカの姿だけが見えないのも符合する。このレネゲイドの内部でレオンと――正確には彼の側そばに侍はべる元姫巫女アンジェリットと連絡を取り合えるのは、アンジェリットの実の妹であるセネカだけだ。

「分かった。俺おれは通信室へ。――ハーチェッタとアフィニエは奇き蹟せき術でエシェンの監視を。もし通信室に来そうなら、どうにかして時間稼ぎをするか、何ど処こか別の場所へ誘導して。ペルテアとトリファは俺と一緒に」

「了解しました」

　姫巫女達は揃そろって頷うなずいた。



　　　



　エシェン・コードラン。

　メリニ代わりコードラン家を代表する姫ひめ巫み女ことして、バルドにより『救世主』ショウゴ・カシバの元に送り込まれた新たなる姫巫女。美しい白肌、輝く金髪、艶あでやかに伸びる四肢。知る者が見ればメリニを彷ほう彿ふつとさせる美び貌ぼうである。

　だが逆に言えば似ているのは容姿だけだ。

　明らかに――少し彼女と会話すれば、それらの中身の在り様が違うと分かるだろう。

　一言で言えばエシェンには驕きよう慢まんとさえ言える様な雰囲気が在る。

　本来、バルドの血族である彼女を差し置いて養女のメリニがコードラン家の姫巫女に選ばれたのは、まさにこの一点が問題であったからだろう。

　常に自分と他人とを比較し、自分より劣っている――劣っていると自分が判断した――相手には傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を採る。採らずにはいられない。そういう妙に幼稚なところがエシェン・コードランには在る。

「…………」

　薄暗い室内。

　閉めきられたカーテンの隙すき間まからは僅わずかに朝の陽光が差し込んでいるが――室内の全てを照らす程のものではない。部屋に凝こごる薄うす闇やみの片隅、壁際に置かれたベッドの上でエシェンは一人横たわっていた。

　普段のエシェンを知る者ならば、今の彼女を見て驚く事だろう。

　エシェンは両手でベッドのシーツを掴つかみ、四よつん這ばいの姿勢で震えていた。眉み間けんには幾筋もの縦たて皺じわが刻まれ頬ほおも微かすかに痙けい攣れんしている。何かを堪こらえ、何かに怯おびえるかの様なその姿は、いつも余裕を誇示していたエシェンとは殆ほとんど別人だった。

「私は……無難に……否、私はそれ以上に巧うまくこなした」

　思い出していたのは――コキチェの街での初陣についてだ。

　その一連の流れの中での自分。

　出撃前に行う『代行者パニツシヤー』の出現場所及び現場状況の情報整理、〈イコノクラスト〉発進に至るまでの正確な指示と姫巫女達の統括、実戦現場における〈イコノクラスト〉及び救世主の状態把握、飛行船からの奇き蹟せき術支援の判断及び指示の発信、『代行者』退却後の〈イコノクラスト〉収容作業の監督、『縦穴』に帰還した際の慎重且つ冷静な対応――。

「的確だった筈はず……！　落ち度は無かった筈……！」

　どれをとっても文句の付けようが無かった筈だ。

　だが戦いは予想外の展開を見せた。

〈イコノクラスト〉に取り付いて『聖せい廟びよう』内に侵入したバケモノ。

「あれは……あんなモノは想定外で……」

　だからこそ動揺した。

　逡しゆん巡じゆんし当惑して自分の成すべき事を十分に遂行出来なかった。

　それに比して他の姫ひめ巫み女こ達は――多少の混乱は在ったにせよ確実に自分達の責務を果たしていた。それは間違いが無い。

　では――もし。

　自分ではなくメリニがコードラン家の姫巫女の立場に居たら？

（メリニなら――どうしていた？　浮き足立つ他の姫巫女達をまとめ上げ、救世主殿を支援し、上う手まくやれたというのか？）

『屋敷』への派遣が決定した時――エシェンはメリニの『成績』について事前に記録を見せられていた。勿もち論ろんそれは『メリニ以上に巧うまく姫巫女の役割を果たせ』という意味だ。エシェンは最初からメリニを越える事を――越えなければ意味がないのだと、念押しされてきた様なものだった。

　メリニは――一見すれば不安定な存在にも見えた。

　決して剛胆ではない。冷静沈着という意味ではセネカに劣る。だがある時点を境に――救世主ショウゴが〈エクノドラス真教会〉から戻ってきた辺りから、細かな部分での逡巡が消えた。

　相変わらず万全とは言い難いまでも――最終的には帳ちよう尻じりを合わせるだけの行動は採ってきた。ぎりぎりの一線に留まって姫巫女の責務を果たしてきたのだ。

　その記録を――エシェンは鼻で笑った。

　自分ならもっと巧く姫巫女をこなせると思った。故にバルドがメリニの姫巫女の任を解き、自分を改めてコードラン家の姫巫女として任命した際、内心でエシェンは狂喜していた。ようやく自分の方が優秀なのだとバルドに認められたのだと。

　だが――結果だけを見れば自分はメリニに未まだ及んでいない。

『何故、気付かなかった？』

　脳裏を過よぎるのは通信回線越しに投げられたバルドからの叱しつ責せきである。

　バケモノ達は――『代行者パニツシヤー』の創り出した少女型の落とし子達は〈イコノクラスト〉の関節部分の隙すき間まに隠れて、『聖廟』侵入を果たした。最初から今回の『代行者』達の作戦はその為のものだったのだろう。コキチェの街を襲った『霧』に疑問を持っていれば、収容及び帰還作業の間に〈イコノクラスト〉の細部を調べていれば――事前に発見が可能だったかも知れない。

『勿論――確認指示は出したのだろうな？』

　出していない。

　そんな事は考えもつかなかった。

　あの巨大な鋼鉄の機械の隙すき間まに入り込んで侵入を果たすなど。人間の発想では在り得ない。迂う闊かつな所に潜り込めば、ただ〈イコノクラスト〉が手足を僅わずかに動かすだけでも、鋼鉄と鋼鉄に挟まれて押し潰つぶされる。無謀とも無茶とも言えない――狂気の沙さ汰ただ。

　だが相手は『代行者パニツシヤー』とその被造物だ。

　人間の常識が通用する相手ではない。

　そこまで分かっていたならば――

「わ、私は――」

　これだけ声に出して――しかし残りは喉のどに詰まった。

（上う手まく……上手くやった……）

　あんな襲撃法など想像できる筈はずが無い。

　自分に落ち度は無い。

　エシェンはそう言い聞かせる。

（『縦穴』中に私の号令を響き渡らせて出撃準備を牽けん引いんし、〈イコノクラスト〉を　勝利に導き、収容作業を滞り無くこなし、帰還作業だって上手くこなし、上手く――）

　呼吸を乱すエシェン。

（上手く、初陣を上手くこなして――）

『――失態だな』

　記憶の中でバルドの声が冷めた口調で呟つぶやく。

　通信回線越しという事もあり、相手の表情が見えないのが尚なお更さらに不吉な予感を煽あおる。

「……っ！」

　丸めた体が突如小刻みに震え出した。

　まるで――飼い主の叱しつ責せきに怯おびえる犬の様に。

（失態……）

　それは失脚に繋つながる。

（メリニの様に…………？）

　それは。

　それだけは。

「私は――エシェン……エシェン・コードランだ……！　あんな、拾われてきた野良猫とは違う！　私は五百年の伝統あるコードランの血を引き――」

　ベッドの上で彼女が漏らすその言葉は――まるで呪じゅ詛その様に低く低く床の上にこぼれていった。



　　　



　屋敷の一階最奥に在る一室。

　何の装飾も無い一枚の木製扉で仕切られた、そのぞんざいな外観は、一見すると倉庫か物置の類たぐいにしか見えないだろう。目立たず――ただ利便性だけを考慮して作られた実用本位の空間。

　だが其そ処ここそが、ある意味でこの屋敷の『中枢』であるとも言える。

　それは元々姫ひめ巫み女こ達が、密ひそかに省吾の状態や動向を〈レネゲイド〉上層部に告げる為の施設であり――この屋敷そのものが省吾を捕らえておく為の鳥とり籠かごであるからだ。

　通信室である。

　内装からはあらゆる調度品が排され、窓どころか光源さえ無い。音は元より光すらも出入り出来ないようにと、分厚い木の板で二重の壁が作られ、そこには砂を詰めて防音性を高めている。此こ処こでの会話を省吾に聞かれるのを防ぐ為だった。

　暗くら闇やみと静寂によって秘匿された場所。

　だが――今この部屋には朧おぼろな光が点ともっていた。

　聖光である。奇き蹟せき術通信の為に床に描かれた回路陣から放たれる青白い光が、この部屋を淡く薄く照らしているのだ。その光の中で省吾は、セネカの左手に、己の右手を触れさせていた。セネカの右手は擬ぎ神しん杖じようを握り通信用奇蹟術の展開を続けている。

　セネカを通信機代わりに介し、相手と聴覚及び視覚を繋つなげているのだ。

　勿もち論ろんその相手とは――

『まずはお姫様救出成功の連絡を、と思ってな』

　相変わらず何ど処こか斜に構えた口調と表情でレオンは言った。

　レオンも、恐らくは何処かの室内で同じ様な状態になっているのだろう。向こうの『通信機』役は恐らくセネカの実の姉――アンジェリットである筈はずだ。姉妹の絆きずなという訳でもなかろうが、それが通信だという事を忘れそうな位に、生々しい感覚が省吾の五感に流れ込んできていた。

　省吾はアンジェリットの眼と耳でレオンを捉とらえ、レオンはセネカの眼と耳で省吾を捉えているという状態だ。

　レオン達が居るのは何処かの廃屋なのだろう。薄暗い部屋には、あちらこちらの亀裂や破損部から光が漏れているのが見える。何処か寂れてカビ臭くなった空気までもが臭ってくる様だった。

「二人に会わせてください」

『未まだ無理だな』

　とあっさりレオンは省吾の要請を却下した。

「何故です？」

『二人ともまだ眠り姫さ。メリニ・コードランの方は体力が落ちて幾らか衰弱状態だったからな』

「衰弱状態!?」

　その言葉で焦燥感が省吾の中に渦巻く。

　今すぐ彼女の側そばに行って状態を確かめたい――そんな居ても立っても居られない様な気持ちに身体が震えた。

『落ち着け。アンジェが付いている。心配は無い。それと従姉妹いとこ――カリン・テシガワラの方だが、こちらは奇き蹟せき術の拘束が解けてまだまだ時間が浅い。とは言っても命に別状がある訳でもないからな。心配の必要は無いそうだ。ただしアンジェの見立てじゃ、少なくとも数日間は眠っている状態が続くだろうって事だから、それは承知してくれ。無理に起こすとそちらの方が危ない』

「それは…………」

　省吾は言葉を探したが適当なものは見つからなかった。

「……はい」

『理解して貰もらえて嬉うれしいよ』

　レオンは口の端をわずかに吊つり上げて笑った。

「ところで今後の二人の身柄については――」

『心配要らない』

　切って捨てる様な物言いだった。

『事が落ち着くまではこちらで保護しておくさ』

「…………」

　人質は押さえてある――忘れるな、という意味だ。

　そう。人質を取られ自由意志を制限されているという意味では、全く状況に変化は無い。勿もち論ろん、レオンは〈レネゲイド〉程に強引でも冷酷でもないとは思うが……彼がメリニと花梨に危害を加えないという保証は無い。この期に及んで仲間でもない人間の良識をアテにする様な甘さは、さすがの省吾にも無かった。

　理解はしている――その事を示す沈黙を僅わずかに置いた後、抑えた口調で省吾は言った。

「二人の事――お願いします」

『任せとけ』

　レオンは無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎を撫でながら頷うなずいてみせる。

　その言葉を最後に省吾とレオンの通信は終了した。

「…………」

　魔法陣から放射されていた聖光が消えて――省吾の五感に静まりかえった室内の情景が戻ってくる。

　省吾は一つ肩で息をした。レオンとの会話は疲れる。バルドやネロを相手にしている時とはまた別種の疲労だ。ついつい彼を仲間だと思いこんで甘えてしまいたくなる――そんな気持ちを抑え続けなければならないからだ。

　敵ではないのだろう。

　だが味方とも言い切れない部分がどうしてもレオンには残る。彼自身が全ての手の内をさらけ出していない様に思えるからだ。

　あるいはそれは省吾の杞き憂ゆうに過ぎないのかも知れないが――

「ショウゴ……様？」

　心配そうな表情のペルテアに顔を覗のぞき込まれて、初めて省吾は我に返った。

「……え？」

「大丈夫で御座いますか？」

「あ、ああ。大丈夫だよ」

　笑顔を取り繕いながら省吾は自分に言い聞かせる。

（とりあえずはメリニと花梨が〈レネゲイド〉の手を離れただけでも前進だと考えるべきだ。レオンの元で人質になっているといっても、直接的な要求を随時出してくる訳でもなし――今のところは大きな問題は無い）

　再び肩で一つ息をする省吾。

「うん」

　半ば強引に自分を納得させて省吾は姫ひめ巫み女こ達とトリファスキアータを振り返った。

「さあ――まずは朝食にしようか」

　一瞬、姫巫女達はきょとんとした表情を浮かべる。

　恐らく省吾がもっと悲壮な決意を露あらわに何か言ってくるだろうと思っていたのだろう。

　実際、現状は決して楽観できるものではない。だが此こ処こで省吾が悲壮感を漂わせていても事態は何も好転しない。

　ならば積極的に体力を付けて『次』に打つ手に備えねばならないだろう。

　省吾はそう考える様になっていた。

（俺おれは変わった？）

　かつての平和な日本で育った――ゲームが好きなだけの少年ではもうない？

　いや。恐らく省吾の根本的な所は変わっていない。メリニが好きで。花梨が大事で。何かあればすぐに動揺して。不安にいつも押し潰つぶされそうで。

　だが変わっていないからこそ――それを守る為に纏まとうものが、強く硬くなっていったという事なのだろう。

（大丈夫だ。俺おれは――俺のまま、未まだいける）

「『腹が減っては戦が出来ぬ』って諺ことわざが俺の国には在ってさ」

「戦――ですか」

　セネカが確認する様に言ってくる。

「そう。戦争だよ。どういう形であれ――これは」

　正義とか。道徳とか。是非とか。

　そういうのとは違う。

　こちらに向かえばそれで良い、などという明確な方向性はそこには無い。

　目的を果たす為の競争だ。

　省吾と、『代行者パニツシヤー』と、〈レネゲイド〉と、レオンと、あるいは『血族』と、その他諸々の勢力のせめぎ合い。

　だからこそ――

「とにかく腹が減ったよ」

　省吾は少女達を促して言った。

「さあ――食堂に行こう」



　　　



　姫ひめ巫み女こ達に優劣を付けよと言われれば、恐らく省吾はかなり懊おう悩のうするだろう。

　実の所――彼女達は個人としてみれば非の打ち所の無い少女達なのだ。エシェンやアフィニエなどは少々性格に難が在ると言わざるを得ないが、それは好みの問題にも絡んでくる。あくまで能力的な優劣というだけでいえば、特定部分だけで『より優っている』姫巫女は居ても『劣っている』とは――省吾の感覚からすればそれは標準よりも『マイナス』という意味だ――到底言えない少女達ばかりである。

　基本水準が高すぎるのだ。

　勿もち論ろん……個々の技能についての差は在る。

　奇き蹟せき術に関して言えば、ハーチェッタ、セネカが抜きんでているが――奇蹟術を趣味的な次元で好み、それ故に長じているハーチェッタと、あくまで道具としての使い勝手を究めているセネカとでは、微妙にその技能に差が在る。時間を掛けて奇蹟術の術式を微調整する様な作業はハーチェッタの独壇場だが、現場で幾つかの奇蹟術を組み合わせて即応的な対処が出来るのはセネカだ。

　また……最も奇蹟術の類たぐいは不得意と自ら明言するペルテアにしても、必要最低限の奇蹟術を扱う事は出来る。これは逆にペルテアが最も得意とする武術においても同じだ。

　ただし。

『得意不得意の差が非常に少ない』という意味ではメリニと――そしてセネカが最も優れていると言える。バランス型とでも言おうか。特にセネカは万能型だ。

　実際……

「――いつもながら美う味まいね」

　省吾は朝食の卓でそんな感想を述べた。

　脂肪の少ないあっさりとした味の肉や根菜類を煮込んだスープ。優しい味のドレッシングを掛けた新鮮野菜のサラダ。粉を練って焼いたいわゆるパンケーキの様な物。それに塗るための木の実や柑かん橘きつ類るいから作った数種類のジャム、等々……。

　食べ応ごたえが在るというのと同時に――実に見み応ごたえが在る。

　単に栄養補給というだけではない。

　彩りまで計算に入れて――食べる者の精神状態に与える影響まで計算の上で、食事を一つの作品に昇華しているのだ。

「お褒めにあずかり恐悦至極」

　無表情に――しかし丁寧な仕草でセネカは頭こうべを垂れる。

　今回に限らず、セネカの料理には実に感心する。

　食事という、最も基本的で日常的な行為であるが故に見落としがちであるが――こういった家事労働の部分でもセネカは全く欠点を持たない。配慮という意味でも食材の手配から栄養のバランス、果ては各姫ひめ巫み女この炊事の分担まで、基本的には彼女が過不足無く取り仕切っている。

　地味だが驚異的な能力だ。

　恐らくセネカは彼女が望めばどんな職にも就けるだろう。そして平均以上にそれを巧うまくこなす筈はずだ。多少の愛想の無さも、そう思えば個性の様に見えてくるから不思議と言えば不思議だ。

　それはさておき――

「――エシェン、出てこないな」

　帰還の安あん堵どに空腹感を刺激された事もあり、朝食は瞬く間に省吾の胃に消えた。

　だがそんな彼の隣の席には、一人分の食事が丸々手つかずで残っている。スープからはそろそろ湯気が消え――他の料理も冷め始めているのが分かる。

「ですから、放っておけばいいんですよ、ショウゴ様。セネカだって律儀にあいつの分まで食事の用意しなくたっていいんだから」

　食卓を挟んで向こうの方から反論の声が届く。

　アフィニエだ。

　どうもこのオトルチの姫巫女はエシェンの事がとことん気に入らないらしい。同じく省吾を積極的に誘惑している事への対抗心――という訳でも無さそうだ。案外、省吾の見ていない所で女同士、あるいは家同士の確執が在るのかもしれない。

　あるいは――

（不安もある……か）

　エシェンへの嫌悪を露骨に言葉に出すアフィニエにしても、彼女の言葉を止めない他の姫ひめ巫み女こ達にしても、エシェンの驕きよう慢まんな性格だけで嫌っているのではないのかもしれない。

　エシェンの存在は、五人の姫巫女という、良くも悪くも省吾が召喚されて以来変わらなかった集団を瓦が解かいさせた。彼女の仕業ではないにしても彼女が来た事がその象徴として姫巫女達の間では捉とらえられているのかも知れない。

　つまり――姫巫女達は自分の立場も安泰ではないという事をエシェンを見る度に思い知らされるのだ。『次のメリニは自分かも知れない』――いつか自分から姫巫女の座を奪うかも知れない未知の姫巫女がエシェンの姿に重なって見えているのかもしれない。

「気持ちは分からないでもないけど」

　省吾はアフィニエの方を向いて言った。

「そうもいかないよ」

「ショウゴ様――」

　意外そうにアフィニエが声を漏らす。

　恐らく彼女はエシェンについて一番疎ましく思っているのは省吾だと考えていたのだろう。何しろ最愛のメリニの『代わり』として送り込まれてきた姫巫女だ。メリニを愛いとしく思うのならば反動としてエシェンを嫌うのは当然とも言える。

　だが――

「いいかい、アフィニエ」

　諭す様に省吾は言った。

「メリニ不在の今、〈イコノクラスト〉を現段階における最高状態で運用しようとすればエシェンの力は不可欠だ――現実問題としてね。『聖せい廟びよう』での事態は異常だったとしても、実際初陣での様子に問題は無かった訳だし」

　一つ一つを確認するかの様な口調で言う省吾。

　それはアフィニエに教え諭すというよりも――彼自身が自分の中で確認する為のものだった。そもそもアフィニエとて言われずともその程度の事は分かっているだろう。

　だが――

「ただ単に無難なだけでしたけど」

　アフィニエが拗すねた子どもみたいに頬ほおを膨らませる。

　その表情が妙に可愛かわいらしくて省吾は思わず苦笑を漏らす。

「あ――なんですか、ショウゴ様、そのお顔は」

「いや。ごめんごめん」

　省吾は首を振って言った。

「意外に感情的というか……情が深いよね、アフィニエは」

「意外と思われるのが意外です」

　とアフィニエ。

「とにかく」

　省吾は表情を引き締めて言った。

「エシェンと仲良くしてくれって訳じゃない。ただ〈イコノクラスト〉を運用する上では彼女は必要な人材だ。そして〈イコノクラスト〉を正しく、最大効率で運用出来なければ、俺おれ達の目的は達成できない」

　勿もち論ろん……省吾は盗聴を警戒して言葉を選んでいる。

『俺達の』という単語は省吾や姫ひめ巫み女こ達にとっては『省吾とその仲間の』と聞こえるだろうが、盗聴者が居たとしても『〈レネゲイド〉の』という意味にもとれる。少なくともこの程度で『反逆、裏切りの意志在り』とは判断されないだろう。

（利用できるモノは何だって利用する。必要とあれば――なおさら）

　言葉には出さずとも省吾の表情を見て姫巫女達は悟ったのだろう。セネカ、ハーチェッタ、アフィニエ、いずれも表情を引き締めて頷うなずいてくる。

　ただ――

「ショウゴ様……」

　ペルテアだけがむしろ気遣わしげな声で省吾の名を呼んでくる。

　彼が無理をしていると思っているのだろう。

　確かに我ながら多少は気張りすぎているきらいもあるとは思うが――

「大丈夫だよ」

　省吾は微笑んで見せる。

「とはいえ――」

　省吾は傍らに残された手つかずの料理に視線を落とした。

　軋あつ轢れきを生まぬ様に振る舞う様、姫巫女達に念押しするのは良いとしても――エシェン本人が出てこないのではお話にならない。

（どうしたもんか……）

　胸の内で呟つぶやく。

　だが――ふと思い付いた。

　居る。姫巫女達と同じ場所にありながら姫巫女としての立場を持たない者。

　それは……

「トリファ」

「はいでする」

　唐突に名前を呼んでみたものの――トリファスキアータの返事はいつも通りの調子である。というより彼女は、省吾とその言動以外にはまるで注意を払っていない様にも思える。まるでその姿は飼い主の一挙手一投足を常に窺うかがい続ける忠犬を想わせた。

　だが……

「食事――届けてあげてくれないか？　エシェンに」

　さすがに省吾のこの頼みは彼女としても意外だったのだろう。

「私がでするか？」

　珍しく聞き返してくるトリファスキアータに省吾は続けた。

「うん。そのまま彼女とお話してきてもいい。何なら、今度からは此こ処こで皆と一緒に食べよう――って誘っておいで」

「ショウゴ様……？」

　意図が読めないとばかりに怪け訝げんの表情を浮かべるのはペルテアだ。

　勿もち論ろん――この組み合わせは省吾としても何か明確な効果を狙ねらったものではない。単に他の姫ひめ巫み女こを向かわせるよりはマシ――という程度の思いつきだ。

　だが――

『血族』の歪ゆがんだ野望の支配する世界で育てられたトリファスキアータ。

　バルドによって典型的な『道具』として育てあげられたエシェン。

　この両者を近づければどんな反応が出るのか。

（……正直言って想像できないんだけど……ね）

　何か良い方向に予想外の効果が出はしないか――そんな事を期待する自分が居る事に省吾は気付いていた。姫巫女達の協力の言げん質ちはとったが、それにしたところで、未まだ〈レネゲイド〉という巨大な組織に抗するには、省吾には力が足りない。

　何らかの――尋常なやり方では得られない何かが必要だ。

「という訳で、トリファ。お願いしていいかい？」

「はいでする」

　何ど処こか嬉うれしそうに返事をするトリファスキアータ。

　彼女はまるで危なげない動作で立ち上がると――両手で省吾の側そばに在った料理の皿に手を伸ばす。気を利かせたセネカが盆トレイを手渡してやると、やはり特にまごつく様子も無く『血族』の少女は料理をそこに載せて、歩き出した。

　ハーチェッタがとりあえずついて歩こうと腰を上げ――

「あっ……トリ――」

　歩き出したトリファスキアータの前に椅い子すが置かれているのを見て、ハーチェッタが声を上げる。だが彼女は当然の様に避けて通り――食堂の出入り口できょとんとした表情を浮かべて振り返ってきた。

「なんでするか？」

「あ……いえ……」

　少々戸惑った様に立ち止まって省吾の方を振り返ってくるハーチェッタ。

　省吾は苦笑して頷うなずいて見せた。

「なんでもないよ」

「左様でするか」

　頷いて歩き出すトリファスキアータ。

「まるで目が見えてるみたい」

「俺おれも最初はかなり戸惑ったけどね」

　困惑含みの口調で言うアフィニエに省吾も苦笑する。

「おそらく音の反響を利用しているので御座いましょう」

　食べ終わった食器を片付けながらそう告げてきたのは――セネカだ。

「音の反響――？」

　コウモリみたいに？――と続けそうになるが、省吾はその言葉を呑のみ込んだ。そもそもこのソロンにコウモリが居るかどうかも分からない。

「空間の形が変われば音の響き方も変わります故」

「それで空間把握が可能って事？」

「空気の流れ等も関係しているかも知れませんが。生まれながらに視覚が奪われていたのだとすれば、それ以外の四感――触覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、味覚の内のどれか、もしくは全てが人並み以上の発達を遂げた可能性は在ります。そうした触覚、聴覚を利用すれば、御屋敷の様な、閉鎖性の高い建造物内は彼女にとって逆に動き回り易いのかも知れません」

「音は反響し易いし、空気の流れも予測し易い――って事か」

　盆の上の食器が触れ合う涼やかな音とトリファスキアータの足音が遠ざかっていくのを聞きながら省吾は呟つぶやく様に言った。

「この後――ショウゴ様はどうされますか？」

　とペルテアが気遣わしげに尋ねてくる。

「少し休むよ。寝てないし。何かあれば遠慮無く起こしてくれ」

「分かりました」

　省吾の答えにほっとした表情をペルテアが見せた。



　　　



「――エシェン様。御食事でする」

　依然としてカーテンを閉め切ったままの薄暗い室内。

　そこに響いた意外な声に――ベッドで俯うつぶせに横たわっていたエシェンは身を起こす。

　振り返って見れば……鍵かぎを掛けてあった筈はずの扉を勝手に開いて、白装束に身を包んだ一人の少女が入ってくる所だった。

「…………」

　胡う乱ろんなものを見るかの様に眼を細めるエシェン。

　元より他の姫ひめ巫み女こですら蹴け落おとすべき対象に過ぎず、仲間とは認めていない彼女にとって……〈レネゲイド〉の人間ですらないこの盲目の少女は、異物以外の何物でもない。妙にのんびりしたその言動のせいで脅威こそ感じないものの、決して気を許す対象などではなかった。

『血族』の娘――トリファスキアータ。

「エシェン様。御食事でする」

　ベッドの側そばまで歩いてくると鸚おう鵡むの様な抑揚でトリファスキアータは繰り返す。その足取りには驚く程に乱れが無いが――大きな黒い双そう眸ぼうはまるでエシェン本人とは見当違いの場所を向いていた。

「どうやって鍵を……？」

「鍵……？」

　エシェンの疑問にトリファスキアータは首を傾かしげる。

　後にエシェンは知る事になるのだが――極めて全体主義傾向の強い『園ガーデン』においてはそもそも『個』を仕切る為の装置や制度が殆ほとんど無い。『園』の洞穴も言ってみれば規模が大きいだけの蟻ありの巣穴であって、扉の類たぐいも必要最小限でしかない。なので個室の出入りを禁じる鍵などは、そもそもその概念をトリファスキアータは知らないのだ。

　故にトリファスキアータは省吾に言われた目的を果たす為に、障害を――つまりは自分の移動を妨げる鍵を、奇き蹟せき術で破壊しただけなのである。

「ショウゴ様にお届けするよう頼まれたでする」

『鍵』の意味を考える事は早々に諦あきらめたのか――そう言ってトリファスキアータはエシェンのベッドの上に食事を載せた盆を差し出してくる。

「…………」

　エシェンはしかし無言。

　この少女を相手にかわす言葉などエシェンの側には無い。

　だが食事を届けるだけならベッド脇わきの卓に置いてさっさと部屋を出ていけば良いものを――トリファスキアータは何かを待つ様にその場に立っている。

「……何をしてるの？」

　眉まゆをひそめてそう問うエシェン。

　初めて彼女からの反応が得られたのを喜ぶかの様に、トリファスキアータは表情を僅わずかに輝かせて言ってきた。

「ショウゴ様はお話もしてきなさいとも言われたでする」

「…………」

　エシェンは此こ処こで初めて身を起こして『血族』の少女と真正面から相対した。

　これ以上無反応で居続けてもトリファスキアータには何の効果も無いであろうし――実の所、省吾の指示に興味も湧わいた。勿もち論ろん、大した意味など在るまいが、省吾の指示を受けたトリファスキアータを追い返したとなると、あまり良い印象を持たれまい。

「お話？　貴女と――私が？」

　改めてエシェンはこの『血族』の少女を見つめる。

「はいでする」

　こっくりと頷うなずくトリファスキアータ。

　エシェンは――無む垢くそのものといった彼女の仕草に若干の苛いら立だちを感じていた。

「何を話せと？」

　挑発的な口調でエシェンは問う。

「貴女は『血族』で――私は『敵』なのよ。何が狙ねらい？」

「…………敵？」

　トリファスキアータはただただ小鳥の様に首を傾かしげるだけだ。そもそも『敵』という概念すら理解できていない様にも見える。

「…………狙い？」

「貴女は何が目的なのかと聞いているのよ」

　愚ぐ鈍どんとも言うべき反応にエシェンは益々苛立ちを募らせる。一体省吾はこんな間の抜けたやり取りしか出来ない娘を寄越して何の話をさせようというのか。単に気晴らしというのならば一人放っておいてくれた方が何倍もましだ。

　だが――

「――ああ」

　何か得心した様子で微笑するとトリファスキアータは頷いた。

「私の目的はショウゴ様の子種を授かるでする」

「子種……子種ですって？」

「はいでする」

　言ってトリファスキアータは身に帯びた衣装の裾すそをまくり上げる。

「…………！」

　唖あ然ぜんとするエシェンの目の前にトリファスキアータの秘所が露あらわになる。恐らくは未まだ男を受け入れた事の無い――未成熟とさえ言える様な女性器。それを恥ずかしげもなくトリファスキアータは他人の視線にさらけ出している。

「此こ処こに。ショウゴ様の子種を」

　嬉うれしそうにトリファスキアータは言う。

　純真であるが故の無恥。無む垢くであるが故の妖よう艶えん。

　あまりに無防備な――そして倒錯的ですらあるその姿にエシェンはただただ絶句する。

　そんな彼女をどう思ったのか、何ら羞しゆう恥ちも動揺も示さぬ幼い声でトリファスキアータは続けて言った。

「それが〈長おさ〉の教えでする」

「……どうしてショウゴ様の？」

　省吾の話をまとめ姫ひめ巫み女こ達が〈レネゲイド〉に出した報告によれば――『血族』は神の血を引く一族であり近親交配を繰り返し、自分達の中の血を極限まで濃くする事で、再び神を産もうとしていたという。

　ならば彼等にとって外部の血を取り入れる事は禁忌ではないのか？

　それとも――濃くなりすぎた血を一度浄化する為に外部の者の血を欲したのか。しばしば家畜の品種改良においても近親交配による悪影響を防ぐ為に、全く違う系統を掛け合わせる事は在るのだという。

　だがそれがどうして省吾なのか？

　勿もち論ろん――エシェンは省吾が広い意味での『血族』であると知らない。その事は切り札の一つになると考えた省吾が、秘密にしていたからだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「『どうして』？」

　服の裾すそを戻し不思議そうに繰り返すトリファスキアータ。

「……私は教えに従うだけでする」

「考えるのは自分の役目ではないって事？」

「はいでする」

「…………」

　本能的な嫌悪感がエシェンの胸中に走る。

　だが――同時にある種の興味も彼女は感じていた。

　ある意味で〈レネゲイド〉よりも遙はるかに閉鎖性が高く非人道的な組織――『血族』。五百年間内向きに閉じて営々と血の濃度だけを上げてきたという彼等の思考と価値観。

　あるいはそれは……『自分達よりも更にいびつなもの』を見る事で安心したいという無意識の欲求であったのかもしれない。

「目的が叶かなわなければ――どうする？」

　エシェンは半ば無意識にそう尋ねていた。

　対してトリファスキアータは何の衒てらいも無く答えた。

「子を宿す力が無ければ、〈長おさ〉が『園ガーデン』の土に還してくれまする」

「……！」

　――『土に還す』

　ソロンにおいて最も基本的な葬儀法は土葬である。その意味ではエシェンはすぐにトリファスキアータの台詞せりふの意味を把握できた。

（殺される――と？）

　察知したが声には出さない。

（だがこの娘にその事に対する恐怖は――無い？）

　異様な価値観だ。

『園』の役に立たなければ死――その事についてこの少女は全く異存が無いらしい。生存本能ですらも否定する徹底的な教育の結果なのだろう。恐らくこのトリファスキアータという少女は自分が生まれてきた意味など考えた事もないのだ。

（なんて愚ぐ鈍どんな……）

　勿もち論ろん――歪いびつな価値観という意味では〈レネゲイド〉とて到底真っ当とは言えない。

　だが多くの者達がそうであるかの様に自分の拠よって立つ場所を先まず肯定しない事には何事も理解出来ない。人間の認識は常に相対的であるからだ。自らと比較して『違う』事を先ず『異様』と把握する。だからエシェン自身も第三者の――例えば省吾の視点からすればかなり歪ゆがんでいるのだという事を自覚していない。

　むしろ――

（……〈長おさ〉に……『園ガーデン』……そして『血族』……）

　歪いびつな笑みがエシェンの顔に微かすかに浮かんだ。

「話――そうね。話をしましょう」

「はいでする」

　素直にこっくりとトリファスキアータが頷うなずくのを見てエシェンは声もなくほくそ笑んだ。

（〈レネゲイド〉の『血族』に関する情報量は未いまだ乏しいままとか――）

　簡単な尋問は省吾立ち会いの下に行われたが……その際にもトリファスキアータは大した情報を持っていないと判断されている。そもそもずっと『園』で生まれ育った彼女は、外部の価値観や常識を知らない。その結果として〈レネゲイド〉の望む情報を引き出そうにも巧うまくいかなかったのだ。

　例えば『園』の正確な位置。

　例えば『血族』の平均的な奇き蹟せき術の能力。

　こういったものはあくまで周囲との比較でしか語れない。しらばっくれているのでもないので、拷問をしても無意味だ。この少女と長々と――気も遠くなる様な対話を重ねて情報を引き出すより、〈イコノクラスト〉の記録装置の分析を行う方が手っ取り早いと五氏族会議は判断したのだ。

　だが――

（じっくりと時間を掛ければ）

　この『血族』の少女から諸々の情報を引き出せるのではないか？

　価値観の断絶を少しずつ少しずつ埋めていけば……

「トリファスキアータ――だっけ？」

「はいでする」

　頷くトリファスキアータ。

「トリファって呼んで良い？」

「はいでする」

「じゃあトリファ。貴女の生まれ育った場所の話をしましょう」

「『園』の事でするか？」

　トリファスキアータはきょとんとした様子で首を傾かしげる。

「ええそう。私は貴女に興味が湧わいたわ。貴女という人間をもっとよく知りたい。その為には貴女という人間が育った場所や、貴女の親や、貴女の仲間の事も詳しく知りたいの。そういった諸々のものが集まって貴女という人間が出来ているのだから」

「…………？」

　彼女にとってはやや難しい言い回しだったのだろう。

　トリファスキアータはやはり首を傾かしげたままだ。

　一瞬――苛いら立だちで叫び出しそうになる自分を務めて抑え付け、エシェンは優しい声を取り繕って言葉を続けた。

「そうね。まず貴女のお母さんについて」

「『お母さん』？　『太母グレートマザー』の事でするか？」

「『太母』？　ええと――貴女を産んだ女性の事」

「それならば」

　トリファスキアータは言った。

「〈族長〉と聞いておりまする」

「…………」

　いきなり当たりくじを引いた気分だった。

　この少女は『血族』の『姫』なのだ。無論――近親交配を繰り返す血縁集団にどれだけ肉親の情が在るのかは謎なぞだが、〈族長〉の実の娘であるのならば、それなりに『園ガーデン』の中枢に居てもおかしくはない。

「そうね」

　出来るだけ声に喜色がでないようにと気をつけながらエシェンは言った。

「ではその〈族長〉の事から教えて。どんな方なのかしら？」



    

  
    
      
第二章　作戦誤算





　久方ぶりの快適な目覚めではあった。

　恐らくは身体が要求する睡眠量を完全に満たしたが故の事だろう。以前はなかなか落ち着いて眠る事も出来なかったが――メリニと花か梨りんの救出が成功した事によって多少なりとも心に余裕が出来た様だった。

　薄目を開けて部屋の中を見る。

　ぴたりと閉められた鎧よろい戸どの隙すき間まから幾筋もの朱あかい光が部屋の中に差し込んでいる。恐らく半日ばかり眠っていたのだろう。既に時刻は夕方らしい。

「……う……ん……」

　無意識の内に傍らを探っていた手が――無意味に空を掻かく。

　省しよう吾ごは一つ寝返りを打ってから改めて瞼まぶたを開いた。

「……ん？」

　代わりに――ベッドの脇わきに人影が在った。

　薄うす闇やみに眼が慣れるのを待つまでもない。それが誰だれなのか省吾にはよく分かっていた。

「…………ペルテア……」

　つい口をついて出そうになった『メリニ』の名を呑のみ込み、省吾の傍らで姿勢良く椅い子すに腰掛けているその少女の名を呼ぶ。だがインペラス家の姫ひめ巫み女こはむしろ目覚めた省吾を見てひどく申し訳無さそうな表情を浮かべた。

「……起こしてしまいましたか？」

「いや……そんな事ない……よ」

　ベッド上で寝転がったまま――改めて身体を賦活する様に伸びを一つ。

　それから省吾はペルテアに改めて微笑み掛けた。

「久しぶりにゆっくり休めた気がする」

「それは良うございました」

　とペルテア。

「あ……ひょっとして俺おれ……何か寝言でも言ってた？」

　折角、気を遣やって寄り添ってくれているのだ。全て一時的と承知の上での関係とはいえ、出来れば二人だけで居る時は、寝言でもメリニの名は出さない様にしないと――その程度の事は省吾も考えていた。

「いいえ。残念ながら」

　微苦笑して答えるペルテア。

　アフィニエに続いて小柄なこの姫巫女が――容よう貌ぼうも決して大人びている訳ではないのだが――こういう風にしていると包容力の在る姉の様にも見えるから不思議だ。

「とても穏やかそうにお休みしておりました」

　横顔に夕陽を浴びつつそう言い添えるペルテア。

　彼女の表情も実に穏やかなものだった。

「そっか……」

　仰あお向むけに横たわったまま省吾は天井に顔を向ける。

「何か変わった動きとか、なかった？」

「はい」

「そっか」

　そこで――会話は途切れた。

　重くもなく。硬くもなく。

　ただ透明な沈黙だけがそこに残る。

　だがそれは破られる事を期した静けさだった。それは省吾も――恐らくはペルテアも理解している。ただ今此こ処こに居ないメリニに対する、後ろめたさから置かれたそれは、ある種の儀式の様なものではあった。

「ペルテア――」

「……はい」

「おいで」

　言って彼は横たわったまま左手をペルテアの方に伸ばす。

「…………」

　ペルテアの顔に逡しゆん巡じゆんの色が過よぎる。

　既に何度か肌を重ねた後でも、やはり彼女は省吾との情事に若干の躊ちゆう躇ちよを示す。元々は彼女の側からの申し出ではあったが――それでも事が終われば親友であるメリニに対する罪悪感が残るのだろう。

　だからここで手を引いてやるのは省吾の義務だ。

　ペルテアは自分の上にのしかかる重圧感を共に背負ってくれた。だから自分も共犯者として罪の意識を共有する。それが――ペルテアにしてやれる唯一の事だと省吾は理解していた。

　ペルテアの膝ひざの上に置かれた指に自分のそれを絡める。

　俯うつむく彼女に構わず指を絡めたまま引っ張ると――あっさりとペルテアの小柄な身体は彼の胸の中に飛び込んできた。

「ショウゴ様――」

「ごめんよ」

　省吾は言った。

「何を謝られる事がありましょうか――」

　ペルテアは何ど処こか困った様に言った。

「姫ひめ巫み女こは身も心も救世主に捧ささげるのが本道。それはメリニも私も」

　覚悟の上――それはその通りだろう。

　だが覚悟という言葉に覆われて気付かない事も在る。

「だからさ」

　省吾は溜ため息いきをついて言った。

「ペルテア――自分で気付いてない？　喋しやべり方や態度が前と変わってきてるよ」

「…………」

　驚いた様に眼を瞬かせるペルテア。

「ひどく思い詰めた感じがする」

「それは――」

　戸惑う様にペルテアは眼を伏せた。

　初めて出会った頃ころの彼女はもっと明るく屈託が無かった様に思う。元々武芸に長じたインペラスの巫女という事で――あくまで救世主の寵ちよう愛あいを奪い合うのではなく、救世主の身を守る事に全力を尽くす事で己の職責を果たそうとしていた様子が在った。だからこそ彼女はメリニやアフィニエと違い一歩引いた所から、気楽に省吾の事を見ていた様に思う。

　省吾としてもそれが気安い女友達の様で――気持ちの良い関係だった。

　だが今のペルテアにその気楽さは無い。

「だからごめん。後悔させたね」

「…………それは」

　台詞せりふ半ばで言葉に詰まるペルテア。

「ショウゴ様は――後悔、されていますか？」

「してない」

　即答してから省吾はふと表情を苦笑の形に歪ゆがめて付け加えた。

「……って言ったら嘘うそになるかな」

「はい」

　ペルテアは真しん摯しな表情で頷うなずく。

　実直な少女だ。だからこそ求められた時――省吾も拒めなかった。安易な気持ちやその場の流れだけで身体を開く真ま似ねはまずしないと分かっていた。だからこそ拒めばどうしようもない位に深い傷を彼女に刻むと分かっていたのだ。

　抱けば……やはり別の傷を彼女に刻むのだという事も分かっていたが。



    

  
    
      



    

  
    
      「メリニに対する後ろめたさが無いなんて言ったら、それは本当に嘘うそだ。だけど、後悔しているって言ったら――それもまた嘘になる」

「ショウゴ様……」

「本当にごめんよ。こんな曖あい昧まいな言い方しか出来なくて。ただ――」

　せめて何か気の利いた一言を。

　そう思って言葉を探すが――出てこない。

「君はメリニの『代わり』じゃない」

「…………」

　言葉にならない呻うめきの様な声を漏らしてペルテアは頬ほおを省吾の胸に添える。

「誰だれでも良かった訳でもない。それだけは確かだから……」

「――はい」

　僅わずかにペルテアが微笑む気配が胸の上にわだかまる。

　彼女の黒髪を撫なでながら省吾は密ひそやかな息を吐いた。



　　　



　恐らくそれは余人の眼にはごく普通の食事風景に見えた事だろう。

〈レネゲイド〉から省吾に与えられた屋敷――その食堂において省吾と、姫ひめ巫み女こ達と、そしてトリファスキアータが夕食を採っている様子だ。

　殊こと更さらに騒がしい訳でもなく。殊更に静かな訳でもなく。

　傍はた目めからは――昼食時を寝て過ごした為に少々省吾がいつもよりも健けん啖たん振りを発揮している程度の事しか変わった点は見いだせまい。

　だがそれは装われた日常である。

　その証拠に注意してみれば時折、姫巫女達や省吾は何か言いたげに目配せをする事が在る。そして彼等がその前後に視線を向けるのは――決まって同じ相手だった。

　エシェン・コードランである。

「ショウゴ様――何か？」

　エシェンが食事の手を止め艶えん然ぜんたる表情を浮かべて聞いてくる。

　不用意に省吾が視線を向けて――眼が合ってしまったのだ。

「え……あ、ああ」

　咄とつ嗟さに頭の中で適当な言葉を取り繕う。

「朝食の時に出てこなかったし……昼食にも出てこなかったって聞いてるし。随分と疲労が溜たまってる様にも思えたからね。調子はどうなのかな、と思って」

　エシェンが部屋から出てきたのは、この夕食の直前だと省吾は聞いている。つまり昼食の時も彼女は出てこなかったのだ。ただしトリファスキアータもエシェンの部屋に入ったまま出てこなかったとも聞いている。

　どうやら二人して延々と話し込んでいた様だが――

「ショウゴ様の御お眼めにはどのように映っているのでしょう？」

「そうだね」

　これも無難な言葉を探す。

「まずは食欲が戻ったのは何よりかな」

　と省吾。

　エシェンは夕食を告げに行ったハーチェッタの前に、まるで何事も無かったかの様に平然と現れ、トリファスキアータを伴い、食事の席に着いた。

「お心遣い有り難う御座います。食欲も――気力も充実しております」

　そう言って微笑むエシェンの表情に憔しよう悴すいの色は見られない。

　初めて屋敷に現れた際の様な――全体的に慇いん懃ぎん無ぶ礼れいというか、丁寧な言動の裏に驕きょう慢まんさを押し込めて隠しているかの様な態度である。彼女らしいといえば実に彼女らしい。

（――彼女が『落ち込んでる』所は直接見てないけど）

　あくまで省吾が知っているのはエシェンが部屋から出てこなかった、という事実だけである。アフィニエが言う様に初陣の殺伐たる空気にあてられて、一時的に調子を崩しただけなのか、それとも他にも理由が在るのか。今のエシェンを見ている限りでは分からないが――

（トリファを行かせたのがやはり良かったのかな）

　そんな事を思いながら省吾はトリファスキアータに目を移す。

　彼女の様子には何ら変化は無い。元より『血族』として徹底した『園ガーデン』の教育を生まれた時から受けてきた上に、神を産むべき〈太母グレートマザー〉の一人として庇ひ護ごされてきた少女である。その内に育っている価値観や人格は多少の事では小揺るぎもしまい。そもそも省吾はこの盲目の少女が淡い微笑以外の表情を――激しい驚きや怒り、焦りや怯おびえといった表情を浮かべたのを見た事が無いのだ。

　影響を受けるとすればエシェンの方だろうとは思っていた。

　だが――

（それにしても――）

　と思いながら、省吾はエシェンに視線を戻した。

　彼女は再び食事に戻っている。

　その様子はやはり安定していて先程まで部屋に引きこもっていた人間とは思えない。

　感情的なものが原因ではないのだろうか？

　あるいは――

（感情的であればあるだけこっちは扱いやすいけれど……）

　そんな事を考える省吾。

　やがて食事の時間は淡々と過ぎていった。

　省吾と姫ひめ巫み女こ達は時折、他愛ない会話を交わしつついつもの様に出された食事を一通り平らげる。基本的にこの屋敷では、省吾が食事の終了を宣言すると姫巫女達も席を立つのが習慣になっていた。なので先に食べ終えた姫巫女達も両手を膝ひざにおいて省吾が解散の言葉を告げるのを待っている。

　だが――

「――ショウゴ様」

　エシェンがナプキンで口を拭ふいてからそう声を掛けてきた。

「なに？」

「御入浴はお済みですか？」

「い、いや。まだだけど」

「左様で御座いますか。では、私めが湯の支度をして参りますので」

「うん。頼むよ」

　咄とつ嗟さにそう答える省吾。

　エシェンはよく行き届いた躾しつけを思わせる優雅な物腰で椅い子すから立ち上がる。常ならばそのまま彼女は一人で食堂を出て行った事だろうが――

「トリファ、手伝ってくれる？」

　違った。

　彼女はトリファスキアータに声を掛けたのだ。

「はいでする」

　対してトリファスキアータも屈託の無い返事をして立ち上がる。

　それを確認してからエシェンは再び省吾に体を向けて一礼した。

「では、ショウゴ様。お先に失礼致します。湯の支度が済みましたらお伝えに参ります故、どうぞお部屋の方でくつろいでお待ち下さい」

「……ああ」

「ショウゴ様、お先に失礼致しまする」

　トリファスキアータもエシェンに倣ならう様にして一礼。

　そして――省吾は食堂を出て行くエシェンとトリファスキアータを無言で見送った。

　廊下を歩く二人の足音が遠ざかり、やがて消える。

　ふと気付いて食卓を見回すと、他の姫巫女達がやや呆あつ気けにとられた様子で顔を見合わせている。エシェンがトリファスキアータを伴って出て行った事には彼女等も驚いたのだろう。確かに愚ぐ鈍どんとも純朴とも言えるトリファスキアータならば、エシェンを呼びに遣やっても他の姫ひめ巫み女こより諍いさかいになる可能性は少ないだろうと、省吾は判断していた。だがまさか仲良く連れ立って行動する程になるとは思ってもみなかったのだ。

　やがて――

「『トリファ、手伝ってくれる？』――」

　止めていた息を吐き出すかの様に口を開いたのはアフィニエである。

「妙にあの『血族』の子を気に入ったみたいね。何か在ったのかな」

「……エシェンなら何でも一人でこなしたがりそうなのに」

　ハーチェッタも首を捻ひねりながら呟つぶやく。

「あの二人――まさか気が合ったって事？」

「どうなのかしら」

　アフィニエの言葉にペルテアも首を傾かしげる。

「トリファスキアータの方におかしな考えが在るとは思えないけど」

　とセネカ。

「じゃあ何か企んでるのはエシェンって事？」

「アフィニエ」

　窘たしなめる様に言うのはペルテアである。

　だが――

「――大丈夫」

　アフィニエではなくセネカがペルテアを制する様に言った。

「盗聴管、盗聴用奇き蹟せき術、どちらも調査済み。この部屋に入らない限り会話は外には漏れないわ」

　彼女のその台詞せりふで初めて、省吾は彼女の傍らに立てかけられていた擬ぎ神しん杖じようが僅わずかな光を漏らしているのに気付いた。エシェンが出て行ったその瞬間から、彼女が盗聴を防ぐ結界型の奇蹟術を展開させていたらしい。

　そして――

「そう彼女についてそう多くを知っている訳ではないけれど」

　セネカは無表情に――冷静に言葉を選びながら言った。

「彼女の様に、常に自分を主張していないと我慢がならない類たぐいの人間にとって、トリファスキアータの様な存在は、本来、嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつの対象でしかないでしょう」

「…………」

　歯に衣きぬを着せないセネカの物言いに省吾は差し挟むべき言葉が出ない。

「敢あえて自分の側そばに置く事で、自分が優れている事の確認をしたいだけなのか。それとも何かトリファスキアータに利用価値を見いだしたのか」

　身も蓋ふたもない分析だが、省吾としてもそれは正しい様に思えた。

「ショウゴ様」

　ふとペルテアが声を掛けてくる。

「――ん？」

「どうなのでしょうか――あの二人は」

「どうなのでしょうかって言ってもね……とりあえずはセネカの言う通りトリファにおかしな考えが在るとは考えにくいし、エシェンだってトリファに表立って何らかの手出しをする事は無いだろう。そう思ったからこそトリファを彼女の所に遣やったんだけど」

「良いのでしょうか？　二人を一緒にしておいて」

　懸念の表情でペルテアが訊きいてくる。

　エシェンは――いわばこの屋敷の中において唯一、省吾に対する忠誠を誓っていない存在である。また忠誠を求めても彼女が〈レネゲイド〉よりも省吾を優先する事は、少なくとも現時点では無かろう。そもそもメリニが〈レネゲイド〉への裏切りにも等しい入れ込み様を省吾に対して示したが為に、エシェンと交代させられたのだ。ならばメリニの轍てつを踏む様な人材は送り込んだりすまい。

　つまり――エシェンは獅し子し身しん中ちゆうの虫むしになりかねない存在だという事だ。

「まあ、トリファに身の危険は無いだろうからその点は大丈夫だと思う。彼女自身その気になれば奇き蹟せき術を扱える訳だし……」

『血族』として役立たなければ、太母として不適格であれば殺されて当然――そんな歪いびつな全体主義教育を受けてきて、自分の生命や肉体に対してあまり執着を覚えていないトリファスキアータが『身の危険』を感じるかどうかといった疑問は在った。

　だが逆に言えば今のトリファスキアータは、省吾の子種を貰もらうという目的を果たさない限りは自分が死ぬ事を良しとはすまい。命ではなく目的が果たせない事を惜しむ筈はずだ。

　そして簡単な戦闘用奇蹟術はハーチェッタが護身用として彼女に教えている。

　擬ぎ神しん杖じよう無しに奇蹟術の使えない姫ひめ巫み女こに比べると、素手での戦闘力は圧倒的にトリファスキアータの方が上なのだ。もっとも、そもそも戦意や闘争心といったものを持ち合わせていない彼女が、実際に戦えるかどうかは疑問でもある。

「……うーん……」

　やや間を置き、省吾は頭の中の言葉を整理する。

「元々トリファは族長達と交渉した上で共同生活をさせているんだよね」

「そうですね」

　とペルテア。

「エシェンと一緒に行動した為に、トリファにもしもの事があれば……考えようによっては俺おれの方が有利な立場になる。そうなればエシェンの責任になるだろうし。エシェンの性格を考えれば彼女が族長達に睨にらまれる様な行動を取る筈は無いと思う」

　そもそもどれだけ独裁色が強くとも、組織たるものは人間の集合体である以上、一定の『筋』を通す事が必要になる。あまりに上の者が理や法の通らない事を繰り返すと示しがつかない――組織の結束力自体にほころびが生じるからだ。

　それは〈レネゲイド〉でも同様だろう。

　既に省吾が『血族』の娘を連れ帰ってきたのは〈レネゲイド〉中に知られている為――何かあっても族長達が下の者に隠し通すのも難しい。

「しかしショウゴ様……」

　不安げな声をあげてきたのはハーチェッタである。

　最も長身で気が強そうな外見に反し――彼女は色々と気が弱いというか少々臆おく病びようとも言える部分が在る。だが臆おく病びようである事は必ずしも悪い事ではない。気が大きい人間は細かい事を見落として墓穴を掘る事も多いからだ。

「言ってごらん。ハーチェッタ」

　言い淀よどむマブロ家の巫女を省吾が促す。

「はい……トリファスキアータがエシェンに取り込まれるという事態は招かれませんでしょうか？」

「あの調子だと有り得なくも無いんじゃない？」

　とアフィニエ。

　その傍らでハーチェッタが続けた。

「万が一の話ですが――ショウゴ様。トリファスキアータを敵に回す様な事態に陥れば少なからず手を焼かれる筈はずです。先日よりショウゴ様の御指示で、彼女に奇き蹟せき術の効果的な使用法及び各系統術の応用又は併用の方法を教授致しております。結論から言えば、『血族』である彼女の潜在能力は言うに及ばず、純じゆん真しん無む垢く故の適応能力の高さは計り知れません。敵に回した上に場合が場合であれば、手に負えない状況も十分に考えられるかと」

「それはその通りだろう。でもトリファがエシェンに取り込まれる様な事態は無いとは思う。トリファの目的はあくまで俺おれの、その……」

　ここまで言っておきながら――何と表現したものか不意に穏当な言葉を探して台詞せりふに詰まる省吾。

「その……」

　一つ咳せき払ばらいをして続ける。

「アレだから」

「アレ……？」

「子種でしょ。言ってたじゃない」

　食卓に顎あごをついてアフィニエが言う。

　ハーチェッタが頬ほおを赤らめるのを見て省吾は苦笑し――そして咳払いを一つして話を元に戻した。

「けど忠告有り難う、ハーチェッタ」

「あ――いえ。出過ぎた事を」

「いや。そんな事は無い」

　とはっきり否定する省吾。

　単に気遣いだけで礼を言われたのだと思っていたハーチェッタは、少々驚いた様子で省吾を見つめ直す。そんな彼女に省吾は殊こと更さら言い含める様な口調で言った。

「考えられる懸念を一つでも解消しておくのに越した事は無いよ。それに――その懸念も、全て一人で思い付くものでもないしね。意見は必要だ。出来るだけ多く、それも多角的なものが。研究においてもそれは同じだろう？　これからも意見を頼む」

「あ……はい！」

　嬉うれしそうにハーチェッタが頷うなずく。

　省吾は頬ほおを掻かきながら――付け加える様に言った。

「ま――トリファは俺おれが確実にこちら側に繋つないでおくよ」

「確実に、で御座いますか？」

　省吾の言葉に敏感に反応したのはペルテアである。

　勿もち論ろん――トリファスキアータを省吾の側に繋ぐ方法は一つしかない。その事はペルテアだけではなく他の姫ひめ巫み女こ達も分かっているだろう。

「……うん」

　省吾の返答に姫巫女達は顔を見合わせる。

「それって――」

　アフィニエが眼を瞬かせて尋ねてくる。

「メリニ、ペルテア以外の子も望めば抱いて貰もらえるって事ですか？」

「あ――いやその」

　アフィニエの彼女らしい直接的な物言いに省吾は団体で血が頭に上るのを感じる。

　既にトリファスキアータに対しては姫巫女達の前で『いつか子種を授ける』という言葉で彼女の忠誠を確保する言葉を交わしている訳だが――具体的にいつとは言及していない。姫巫女達に囲まれながらメリニ以外に自分から手をつけようとしなかった省吾の様子を見て、彼女等も『トリファスキアータへの言げん質ちは方便』と考えている様な節が在った。

　だが――

「色々と問題は在ると思うんだけど、他に方法が無い場合は――」

「じゃあ」

　アフィニエが挑発する様に小こ狡ずるそうな笑みを浮かべて畳み掛けてくる。

「私って未まだ『ショウゴ様に忠誠を誓う対価』って言ってませんでしたよね？」

「あ――うん」

「…………」

　姫ひめ巫み女こ達は顔を見合わせる。

　当然アフィニエはここぞとばかりに『対価』を指定してくるかと思われた。

　だが――

「なるほど。分かりました」

　肩を竦すくめてアフィニエは言った。

「……要求しないの？」

　セネカがぼそりと尋ねる。

　しかしアフィニエはむしろあっけらかんとした口調で答えた。

「それって女の魅力じゃないじゃん」

「…………」

「交換条件でショウゴ様落としてもあんまり嬉うれしくないのよね」

「嬉しい嬉しくないでやってたの？」

　呆あきれた様子で尋ねるハーチェッタにアフィニエはちろりと舌を出して言った。

「まあ元々使命感より興味の方が強かったしね。姫巫女の役も」

「はあ……」

「『対価』はそのうち考えますけど。それとは別に諦あきらめてはいませんので」

　と横目で省吾の方を見つめるアフィニエ。

　幼い容姿ながら、それは熟練の娼しよう婦ふを想わせる途方もなく艶つやっぽい眼差しだった。思わずぞくりと背筋を――寒気とも微妙に違うものが駆け上がるのを省吾は感じる。ペルテアの時とは別の意味で何やら罪悪感も感じたりした。

（なんだかんだいって俺おれも男だよなー……）

　ふとそんな事を考えていると。

「ところでショウゴ様」

　セネカが珍しく自ら省吾に話し掛けてくる。

「ん――何？」

「何故エシェンに対しトリファスキアータを？」

「理由は説明――……ああ。何か狙ねらいが在るのかって事？」

「はい」

　頷うなずくセネカ。

　文学少女然とした姫巫女の、眼鏡の奥の瞳ひとみは……一見すると眠たげに潤んでいる様にさえ見える。だがこの少女の観察眼や分析力が尋常でないのは省吾もよく知っていた。感情や偏見――自分の身に染みついたそれらさえ、一端、第三者的な位置に置いて――に惑わされる事無く事の本質を突こうとするのはセネカの特質だ。

　そしてその為ならば平然と危険な賭かけに出る大胆さも。

「…………うん」

　自分の中で考えを整理してから省吾は言った。

「何ど処こか似てるんだよ――あの二人」

　短い言葉だったがセネカはすぐにそれと察した様だった。

「なるほど」

「え？　似てる？　エシェンとトリファスキアータが？」

　むしろ他の姫ひめ巫み女こ達が――特にハーチェッタが言葉の意味を理解できずきょとんとした表情を浮かべている。

「ああ。正反対って実は鏡の裏返しみたいだろ？」

「…………」

「〈レネゲイド〉と『血族』」

　省吾はゆっくりと噛かみ含める様に言った。

「価値観や思考の根本まで縛られているって意味じゃ――あの二人はよく似てる。縛られている事すら分かってない点がね。だからひょっとしたら、あの二人、互いを見る事で何か変わるんじゃないかって思った」

「…………」

「ついでに言うと――現時点で、俺おれがエシェンだけこちら側に引き入れようとしていないのも、その為だよ」

「絶対に――裏切……いえ、ショウゴ様を〈レネゲイド〉より優先させる事は無いという事ですか？」

　言いかけてさすがに抵抗が在ったのだろう。ハーチェッタは言葉を言い直す。

「多分ね」

　省吾は溜ため息いき混じりに言った。

「エシェンは最後まで〈レネゲイド〉を……いや、バルドさんを離れられないだろう、って。そう思うんだよ。そしてトリファスキアータの『血族』としての思惑は今の所俺の目的と矛盾しないけど、〈レネゲイド〉の思惑は俺の望みと微妙にずれる」

　極論……トリファスキアータは『血族』としての俯ふ瞰かん的な目的すら持っていない。ただ〈長おさ〉に命じられて省吾の子を産む事、それだけを短視的に見ているだけだ。

　だが――

「ぶっちゃけ――エシェンは俺の事なんか多分、見てない」

「――え？」

「メリニの事を敵対視してるみたいだけど、多分、それすらも――メリニ個人をどうこう思っているのとは違う様な気がするんだよ。彼女の言動を見てると。なんて言うのかな、彼女にとって他人は自分が如い何かに〈レネゲイド〉の優秀な構成員であるかどうかを示す為の、指標や道具に過ぎないって事」

「あ……」

　眼を瞬かせて口元を押さえるハーチェッタ。

　ようやく――今までのエシェンの言動と照らし合わせて合点がいったのだろう。

　メリニに優っているか否か。

　省吾を籠ろう絡らくできるか否か。

　彼女にとってはメリニも省吾も〈レネゲイド〉という組織の中の価値基準に照らし合わせて存在している。それだけに彼女は縋すがり付いている。だから他の姫ひめ巫み女こや省吾の感情など殆ほとんど頓とん着ちやくしない。五氏族族長達――それもバルドの自分に対する評価だけが彼女の中の絶対的価値基準なのだ。

　本来それは姫巫女としては求められた資質ではあるだろう。

　だがエシェンの場合は〈レネゲイド〉への忠誠心が高い余り『それ以外』を面倒な事として下に見る傾向が在る。極端に過ぎるのだ。だから協調性が無い。

　当初――最初の姫巫女にメリニが選ばれたのはその為だろうが、恐らくエシェン自身は理解していまい。教えられた所で今更、自分の中に根を下ろした価値基準を修正する事も出来まい。

　何はともあれ――

「エシェンに関しては様子見。トリファをぶつけたのはあくまで『何か変化が在れば』程度の期待でしかないよ。今のままだと――正直、かなり扱いにくいし、君達としても色々動き辛づらいだろうから」

　既にエシェンの存在は他の姫巫女にかなりのストレスになっていると省吾は思う。

「了解しました。とりあえず経過を観察しておきます」

　とセネカ。

「うん。とりあえず効果が曖あい昧まいでも、危険性が少ないなら、打てる手は全て打っておく。俺おれ達に出来る事はそう多くないから――出来る事は全てやり尽くして、後は良い結果が出るのを待つしかないだろ」

　元より分の悪い賭かけなのだ。

　更にそこに可能性の低い賭けを上積みしていく訳にはいかない。小さく確実な――あるいは失敗しても危険性の少ない手を幾つも積んで、大本の可能性を高めるしかない。

「とにかく」

　――ぱん、と一つ手を叩たたく。

　そして省吾は姫巫女達を見回した。

「とりあえずみんな――今は普段通りの生活を心掛けて」

「はい」

　姫ひめ巫み女こ達は一斉に頷うなずいた。



　　　



　湯煙の中――エシェンは浴槽の縁にしゃがんで湯に手を触れた。

　軽く撫なでる様に掻かき混ぜると、ふわりと新たな湯気が立ってエシェンの顔を覆う。

　濃霧めいた湯気に包まれて気が緩ゆるんだのか。意識して控えめに抑え込んでいた笑みが自然と崩れそうになる。

　濡ぬれた指先で己の頬ほおに触れてエシェンは自分の表情を確認した。

　余りに嬉うれしそうでは怪しまれる。

　無論、背後に立つトリファスキアータにはエシェンの顔は死角であるし、そもそも彼女は眼が見えない。ちょっとやそっとの表情の変化が分かるとも思えない。

　とはいえ彼女の振る舞いを見ていると……眼が見えない事がそのまま『感覚が鈍い』事にはならないのだと分かる。どうやらエシェンが見る限り、トリファスキアータは、視覚と引き換えに常人以上の発達を遂げた聴覚や触覚によって、音の反響や空気の流れから空間を把握したり、人の息遣いから相手の状態を判断している様子がある。

　ならば表に自分の本心を顕あらわすのは――たとえ相手が盲目だろうと得策ではない。表情とは必ずしも顔の状態だけではないが、そこが基点となっているのは間違いない。哀かなしい表情を取り繕っていれば、表層的には哀しい気分になってくるのと同じだ。

　もっとも……それは取り越し苦労なのかもしれない。

「――兄様と姉様は沢山いらっしゃったでする」

　トリファスキアータは先程から珍しく饒じよう舌ぜつで――会話に夢中になっている様にも見える。

　やはり生まれ育った場所を離れていて、ある種の不安と郷愁が在ったのか、少し辛抱強く促せば彼女は自分から諸々の事を喋しやべり始めた。

　もっともその殆ほとんどは――〈レネゲイド〉の尋問者達がすぐに彼女から有益な情報を得る事を諦あきらめた事からも分かる様に――益やく体たいもない『お喋り』の域を出なかったが。

　トリファスキアータの故郷。

　それはつまり『神の末まつ裔えい』の隠れ里。

　通称――『園ガーデン』。

「十七番目の兄様はとても力が強いのでする。十五番目の姉様は――」

　延々と語られる彼女の『家族』。

　だがそれは果たして何人に及ぶのか。近親婚を繰り返してきた『園』の中では全員が親族――まさしく『血族』だ――の様なものである。放っておけばトリファスキアータは自分の知る限りの全ての『兄様』や『姉様』の事を語り続けるだろう。

　だがそれでもエシェンは好きにさせていた。

　少なくとも語り尽くせば『園ガーデン』の大まかな人員構成は把握できる。

「御神様の御力を沢山賜ったのは二十六番目の弟でするが、すぐに土に還されたでする。二十六番目の弟は、お務めをする力が無かったので」

　つぶさに聞いていれば恐ろしい内容の話もちらほら混じるが――つまり二十六番目の『弟』とやらは、奇き蹟せき術の力は強いが、生殖能力が無かったので、それが分かった時点で用無しとして殺されたという事だろう――トリファスキアータはむしろ嬉き々きとしてそれを語っている。

　忌まわしい話なのだという認識が無いのだろう。

　彼女にとっては故郷の家族について思いつくままに喋しやべっているだけの事なのだ。

　やがて――

「――貴女の故郷、『園』は遠いの？」

　適当に話が途切れたのを見計らってエシェンはそんな風に尋ねる。

「…………『遠い』？」

　首を傾かしげるトリファスキアータ。

　ずっと『園』の中で育ってきた彼女には距離の概念すら曖あい昧まいなのだろう。

「歩いていける様な所ではないんでしょう？」

「いけまする」

「そうなの？」

「でも時間がかかりまする。何日も何日もかかりまする」

「…………それを遠いと言うのよ」

　この進まない会話にうんざりする事もしばしばだが――それでもエシェンは根気良く情報を引き出していった。

「――でも、ショウゴ様でしたらすぐに行けまする。陽が昇り、陽が沈む以上には掛からないでする」

「ふうん……」

『ショウゴ様だったら』とは、つまり『〈イコノクラスト〉だったら』という事に違いない。無論わざわざそれを指摘したりはしない。エシェンの興味は〈イコノクラスト〉がおよそ半日の飛行でどれ程の距離を移動できるか――という所に在る。当然、各部故障や姫ひめ巫み女こ達の支援無しにという情報等も加味した上でだ。

（…………すると）

　大まかな地図を頭の中に思い浮かべながらエシェンは『園』の存在しそうな範囲に丸を付けていく。それは途方もなく大きなものではあったが――

「とにかく『園ガーデン』っていうのは随分と遠いのね」

　努めて優しく砕けた口調を装うエシェン。

「はいでする」

　トリファスキアータの口調は一貫して屈託無いままである。

　エシェンは慎重に言葉を選んで続ける。

　ようやくトリファスキアータとの会話でも情報の引き出し方が分かってきた感じだ。

「貴女がふと会いたくなっても会えないわね」

「はいでする」

「同族の人間が――『園』のお兄様やお姉様達が、恋しくなったりする事は無いの？」

「……こいしく？」

「会いたいって思ってたり、連絡を取りたいって思ったりする事よ」

「…………」

　光を捉とらえぬ眼を瞬かせるトリファスキアータ。

　連絡を取るという事の意味が分からないのだろう。

「此こ処こに来てから、お兄様やお姉様や〈長おさ〉や――『園』の人達と、お話ししたいと思った事は？」

「御屋敷に来てからはショウゴ様のお言いつけがありまするので。ですが〈長〉には奇き蹟せき術を使えばいつでもお話できまする」

「便利なものなのね」

　相あい槌づちを打ちながら――エシェンは自分の頬ほおに触れてつり上がりかけた唇の端を押さえた。

　勿もち論ろん、エシェンは奇蹟術の心得が在る。なので奇蹟術通信に関しては双方が同時に相手と時間を指定して術式を起動させなければ、双方向通話は出来ないと分かっている。こちらの送信準備と共に、相手にそれを受信する準備が居るのだ。

　勿論……一方通行の手紙の様なものならばまた別だが。

　何にしても『いつでもお話できる』という事は、トリファスキアータと〈長〉の間にはそうした〈レネゲイド〉側の奇蹟術の常識とは異なる体系の通信方法が確立されているのか――さもなくば予あらかじめ『連絡の時間』が決められているのかの、どちらかという事になる。

（新しい奇蹟術を解析して報告するか、あるいは直接『園』の〈長〉との通信手段を確保するか――何にしてもバルド様に褒めて貰もらえるだろう）

　苛いら立だたしいのを我慢し、トリファスキアータと一緒に浴槽や床を洗ったり、湯船に湯を張ったりしながら、エシェンは彼女と親しげでさりげない会話を続けてきた甲か斐いが在ったというものだ。

『聖せい廟びよう』から『園』までの大まかな距離。

『血族』達の住居たる穴蔵の内部構造。

〈長〉と呼ばれる人物の性格と能力。

　日常的な奇き蹟せき術の使用状況とその技術体系

　――等々。

　エシェンは根気良く――幼児に語りかけるかの様にして既に幾つかの大まかな情報を引き出しつつある。無論、どれもトリファスキアータの記憶や感覚を頼りにした曖あい昧まいな情報ではある。正確な数字の算出や検証はまた別の手間を用いる必要が在るだろう。

　だがこういった情報の引き出しは一度相手に『癖』をつけてしまえば楽だ。

（さて次は――）

　殆ほとんど機械的に――半ば無意識に湯を撫なで回し続けていたエシェンに、ふと気付いた様子でトリファが声を掛けてきた。

「――お湯加減はどうでするか？」

　エシェンは思わず自じ嘲ちようの笑みを漏らした。

　情報を引き出すのに熱中する余り、此こ処こに来た目的を忘れていた。

「ええ。丁度良いわ」

　言って立ち上がるエシェン。

「そろそろショウゴ様にお知らせしましょうか」

「私が知らせて参りまする」

　エシェンが言うとトリファスキアータが買って出る。

　本当にこの少女は何の疑問も無く省吾に思慕を寄せているのだろう。それが〈長おさ〉に命じられた『お務め』から、自動的に導き出された感情でしかないという事は――彼女自身理解してはいまいが。

「じゃあ頼むわね」

「はいでする」

　トリファスキアータが踵きびすを返す。

　彼女の軽い足音が湯煙の向こうに消えていくのをエシェンはじっと見送った。やがて扉が開き――閉まる音と共に完全に足音と気配が途絶える。

「――まるで赤ん坊。いえ……人形ね」

　自分でものを考えず。

　自分でものを決めず。

　ただ言われたままに生きる。自分が操られているという事さえ分かっていない。思考ですらもが『園ガーデン』の教え一色に染められていて――自分が歪いびつだという事にすら気付いていない。

　心の底まで『園』の奴隷。

　価値観も感情も全て『園』という組織を基準にしていて――他が無い。

　どこまでも愚ぐ鈍どん。どこまでも単純。

　だがそれはまるで……何ど処こかで見た様な。

「…………」

　ふと気付いてエシェンは自分の顔に触れる。

　指先は――己の眉み間けんに刻まれた縦たて皺じわの感触を伝えてきた。



　　　



　年季の入った扉がぎいぎいと軋きしんだ。

　思いの外大きな音がした事で思わず身を竦すくめて動きを止める。

「…………」

　音は――連鎖する事も無く、また静寂が戻ってきた。

　口の端から半ば無意識に漏れる溜ため息いき。

　ただ一歩を踏み出すのにも恐ろしく神経を使う。既に人が住まなくなってどれ位経つのかは分からないが――この廃屋は、床も壁も扉も、中の人間の僅わずかな動きに反応して、いちいち呻うめき声の様に軋みをあげるのだ。忍び歩く身としては警報機だらけの重要施設を歩いているのと大差無い。

　深呼吸を一つ。

　そして今度は出来るだけ音を立てないようにと、じっくりと時間をかけてじりじりと扉を押し開いていく。

　だが――

「待てよ」

　奥の暗くら闇やみから投げ掛けられた声にメリニは動きを止めた。

　驚きよう愕がくと焦燥のせいで鼓動が激しさを増す。咄とつ嗟さに幾つかの言い訳が脳裏に浮かんだが、恐らく口にするだけ無意味だろう。仕方なくメリニはもう一度深呼吸をしてから肩越しに部屋の奥を振り返った。

　待っていたかの様に、ぽつんと点ともされたランプの光が闇を駆逐する。

　荒れ果てた室内の様相が、朱あかい光の中でぼんやりと浮かび上がる。

　壁や床は思った程には痛んでいないが――あちらこちらに開け放しにされ、あるいは打ち壊された家具が散乱している。床板を剥はがした跡もある。単に経年劣化で痛んでいるのではなく、明らかに人の手で荒らされた状態だ。

　恐らくこの廃屋は――『代行者パニツシヤー』の脅威によって滅んだ廃はい墟きよの一部なのだろう。

『代行者』の力で住民全員が死に絶えた後、狙ねらい澄ましたかの様にやってくる屍し肉にく喰ぐらいの如ごとき連中がいるという話は、メリニも聞いた事が在った。持ち主の居なくなった金品を漁って根ね刮こそぎ持ち去っていくのだとか。少なくとも『代行者パニツシヤー』は床板を剥はがして住民の蓄えを捜したりはすまい。

　そして……

「何ど処こに行く？　――って聞くまでもないか」

　皮肉げな笑みを浮かべてそう言ってくるのはレオンだ。

　彼は半ば傾いたベッドの上に腰を下ろし、足を組んでメリニを見つめている。彼の足下では寝袋にくるまったアンジェリットの姿が在るが――彼女が起きているのか眠っているのかは、光が足りず判別できない。

「私は――」

「省吾の足を引っ張りたいのか？」

　メリニの台詞せりふに覆い被せる様にしてレオンは言った。

「……！」

　びくりと身を震わせるメリニ。

　まさしく彼女が考えていたのは省吾の事だ。一刻も早く彼の元に戻って彼を安心させたい。早く彼に会いたい。優しい彼はきっとひどく心配してくれているだろう。

　また彼は今がとても大事な時期だ。

　自分が側そばに居て支えなければ――という気持ちも在る。

　だからこんな所で無意味に時間を浪費している訳にはいかない――

「私はショウゴ様の姫ひめ巫み女こです。何があろうとあの方の側が私の居場所――」

「見上げた心意気だが」

　レオンは再び覆い被せる様に言った。

　まるでメリニの台詞などいちいち聞くまでも無いと言っているかの様である。

「戻って――どうする？」

「…………」

　メリニは言葉に詰まった。

　まるで途方もなくつまらない、幼児でも分かる道理を語るかの様な、ひどく醒さめたレオンの声に――焦燥感に煮えたぎっていたメリニの意識が急速に冷える。

「また〈レネゲイド〉に捕まるのか？」

「…………」

「二度も同じ真ま似ねを許す程、〈レネゲイド〉の面々も馬ば鹿かじゃなかろう。次はもう助けには行けない。そしてお前はまた省吾の足あし枷かせに戻る訳だ」

「……っ！」

　勿もち論ろん――そんな道理が分からないメリニではない。

　だが今の彼女は冷静さを欠いていた。省吾恋しの念が募る余りに、今の彼女には正常な判断力が無いのだ。単なる衝動だけで動こうとしていたのだから。

　その証拠に……

「それに省吾の従姉妹いとこ――カリン・テシガワラは置いていくつもりだったのか？」

「そ……それは……！」

　そう。

　省吾にとってもう一つの足あし枷かせ――勅て使し河が原わら花か梨りん。

　レオンは彼女もあの騒ぎのどさくさで救出してのけた。

　だが長期間奇き蹟せき術で『停滞』させられていた彼女は、即座に目が覚める事は無く、現在も隣の部屋で眠ったままだ。簡単に診断したアンジェリットによると、きちんと意識が戻るのには五日から十日はかかるだろうとの事だった。

　勿もち論ろん……メリニに花梨を背負ってレオン達の所から逃げる力は無い。意識の無い人間を運ぶのは――同じ重さの砂袋を運ぶよりも厄介だ。ぐにゃぐにゃと正体が無い状態なので担ぎ上げても一歩歩く毎に平衡バランスが狂うのである。

　何にしても――

「もう一度言うぞ」

　レオンは念を押す様に言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「今お前が戻ってもまた省吾の足あし枷かせになるだけだ。省吾の為を思うのなら堪えろ」

「…………」

　メリニは睨にらむ様にしてレオンを見つめる。

　彼の言う事は間違っていない。その程度の事はメリニにも分かる。

　だがそもそもレオンは本当に省吾と通じているのか。省吾の依頼で動いたというが、それは本当か。本当にレオンは省吾の味方なのか。

　メリニには、レオンはレオンの都合で勝手に動いている様に見える。

　最悪、自分の都合を優先して省吾の敵に回る事だってあるのではないのか。

　ならば自分や花梨がレオンの所に居るのは――単に人質の居場所が変わっただけで、省吾の足枷になっている事に違いは無い。

「メリニ・コードラン」

　そんなメリニの内心を見透かしたかの様に、笑みを消してレオンが言ってくる。

「悪いようにはしない。今のところ俺おれと省吾の目的は矛盾しない。お前を人質として何かを強要する様な事には先まずなり得ないよ」

「……ショウゴ様とは……」

　落ち着いた口調でメリニは訊きいた。

「連絡は？」

「半日前に。元気そうだったぜ」

「…………」

　メリニはほっと安あん堵どの息をついた。

　あの騒ぎの中で省吾が傷ついていたりしないか――その事が何より心配だったのだ。あの『聖せい廟びよう』で何らかの騒ぎが起こるとすれば、間違いなく外部から何かが侵入した場合である。そして外部から侵入する者の目的はこれまた間違いなく〈イコノクラスト〉絡みであろう。

　省吾が危険にさらされている可能性は少なくなかったのだ。

「……分かりました」

　メリニは自分の手に視線を落とす。

　右手の白く細い指は、食い込むほどの強さで自分自身の左の肘ひじを握っていた。

「私は私に出来る範囲でショウゴ様の助けになります」

「――ほう？」

　レオンが面白そうに声を上げる。

　メリニは彼にというよりも自分に言い聞かせる様な口調で言った。

「ショウゴ様に代わって今の私に出来る事は――カリン様のお側そばに付いている事です」

「納得してくれたのなら幸いだ」

　レオンは組んでいた足を解いて立ち上がった。

「じゃあ――ちょいとカリン・テシガワラを頼む」

「……え？」

　さらりとそう言ってくるレオンにメリニは驚いて眼を瞬かせた。

　レオンはベッドの上に投げ出してあったベルトを手に取ると、腰に巻く。銃や短剣やその他諸々が括くくり付けられている代物で――いかにも何ど処こかに出掛けるといった風情だ。

　メリニのそんな印象を証する様にレオンは言った。

「俺おれ達はちょいと出掛けてくる」

「出掛けるって――」

「銃はそこ。擬ぎ神しん杖じようはアンジェの予備がそこにある。食料と水はカリンの部屋だ」

　レオンはそう言って部屋の隅を指さす。眼を凝らせば確かにそこには銃と弾薬、そして小型の擬神杖らしきものが置かれているのが見えた。

「どういう事ですか？」

「――アンジェ」

　問うてくるメリニには答えず、上着を羽織りながらレオンは足下の寝袋で横になっている娘に声を掛ける。

「はい」

　即座に身を起こしたところを見ると、やはり単に寝たふりをしていただけだったのだろう。よく見れば擬神杖も握ったままだ。メリニがレオンの説得を受け入れなければ、気絶させる積もりだったのかもしれない。

「どういう事ですか、レオン・ササハラ・スプリングフィールド――」

　改めて問い質ただすメリニ。

　レオンは簡単に出掛ける用意を終えてからようやく彼女を振り返り、そして言った。

「デュメの姿が見あたらないんでね」

「デュメ？」

「デュメリリエ。俺と一緒に行動していた『血族』の娘さ。一応、俺の味方って事になっているが、ま……実際は『血族』が俺に付けた監視役って所か」

「…………」

　そこでメリニは思い出した。自分を牢ろう獄ごくから連れ出した際にレオンの脇わきに居た、アンジェリット以外の人影。あれがそのデュメという人物なのだろう。

「その監視役が何の断りも無く居なくなるってのは変だろう？」

「…………」

「あいつが居ないと『血族』の連中とも連絡がとれない。『血族』も最後の一線では何を考えているかよく分からないところがあるからな。動向くらいは把握しておかないと、意外な所で足をすくわれかねん」

　そう言ってレオンはメリニを押しのける様にして扉を開く。

　そして未まだ状況がよく分からずに困惑の表情を浮かべて立ち尽くしているメリニを振り返り――彼は言った。

「とにかく今は大人しく眠り姫と留守番しててくれ」



　　　



（『あの日』からもう十日……か）

　一人ベッドの上で仰あお向むけに横たわり、省吾はそんな事を考えていた。

　毛布は被らず両手を頭の後ろで組んで枕まくらにしている。

　鎧よろい戸どとカーテンを開け放したままの窓からは月光が差し込み、室内をぼんやりと照らし出していた。明る過ぎず。暗過ぎず。静かだが、耳が痛くなる程でもなく――時折、屋敷の何ど処こかで姫ひめ巫み女こ達がたてる物音が床や壁越しに伝わってくる。

　一人考えに耽ふけるには悪くない環境だった。

（『代行者パニツシヤー』は――次にどう出てくるのか）

『あの日』とは代行者の端末による『聖せい廟びよう』襲撃の日だ。

　その日から十日――屋敷内では当たり障りの無い生活が続いている。

　例えそれが表向きの話だとしても鋭気を養うにはこうした日々も必要だ。中も外も常に緊張状態を維持したままだと何も無くても疲弊してしまう。

　だが……

（向こうはもう俺おれを敵として認識した。モーリィの似姿を出してきたのがその証拠だ。では次にどういう方法で来る？　より搦からめ手てを使ってくるのか？　それとも――）

　省吾としては『代行者』による次回の襲撃は近いと踏んでいた。

　既に『代行者』は一定間隔で起動し災いを振りまくだけの――自然災害に近い存在ではなくなっている。明らかに〈イコノクラスト〉を標的と定め作戦を練って襲撃してくる『敵軍』だ。少なくともそこには敢あえて省吾の知己の姿を兵器として使う様な、極めて高度で――しかも悪あく辣らつな――思考が在る。台風や洪水は人間心理の弱い所を突いてきたりはすまい。

　だとすれば――〈レネゲイド〉の整備が追いつかない程に間隔を詰めて襲撃してくると考えるのは自然な事だ。

　だが現に『代行者』の襲撃は未だ無い。

（いや――そもそも『代行者』が何を考えているのかは分からないって話だっけ）

　ただ人類を苦しめる為だけに存在する自律型高濃度呪じゅ詛そ。

　明らかに知性らしきものは備えている様だが――それが人間のそれと同じとは限らない。

　そもそも省吾の事を――いや〈レネゲイド〉ですらも〈イコノクラスト〉の部品程度にしか考えていない可能性も在る。省吾や〈レネゲイド〉を認識してはいても、全く違う知性に掛かれば、省吾達の常識や論理とは別の結論や結果を導き出しかねない。

　相手は人間ではないのだ。

「本当……不気味だよな」

　敢あえて声に出して呟つぶやいてみる。

　だが心の中の不安感は消えない。基本的に起動していない『代行者パニツシヤー』は奇き蹟せき術を使っても探知出来ないそうで――あくまで省吾の側からすれば敵が襲ってくるのをひたすら待つしかない。しかしこれがひどく辛つらい。

　時間があれば、余裕があれば、余計な事を考える。

　悪い想像などを無意味に巡らせてしまう。

　あるいは――

「これも『代行者』の計算の内……？」

　考え出すときりがない。

「…………」

　省吾は顔を横に向けて窓の外に視線を投げる。

　暗い空には白い満月が見えた。

　昼と夜が在るという事は――そして月が見えるという事は、このソロンの世界も省吾の世界と同じく惑星の上に在って、その外側には宇宙が在るのだろうか。

　改めて考えた事も無かった。

　姫ひめ巫み女こ達が日本語を喋しやべって接してくれた事や、基本的なものの考え方は違わない事から、あまり意識はしなかったが……異なる世界に育った以上、言語はおろか、基本的な価値観や道徳倫理の類たぐいまで異なっていてもおかしくない。意志の疎通すらまともに出来ない可能性だって在ったのだ。

　いや――あるいは初代救世主や、レオンの頃ころは実際にそういう状況だったのかもしれない。彼等の試行錯誤があってこそ、と考えれば、むしろ省吾は恵まれているとも言えるだろう。

　ふと『園ガーデン』の〈長おさ〉とのやり取りを思い出しながらそんな事を思う省吾。

　彼等との会話は――言葉は通じても根本的な所でズレを意識せざるを得なかった。

　価値観や文化や倫理が違うとはああいう事なのだろう。

「……『血族』か。そういえば――」

　意識を遊ばせていると思考が次々と別の方向へ跳ぶ。

「トリファは――」

　エシェンとトリファスキアータの仲は相変わらずである。

　いや――むしろ表面的に見れば更に仲良くなっている様にさえ思える。

　食事の支度や省吾の部屋の掃除などをエシェンの誘いで二人で行う事があるし、他の姫ひめ巫み女こ達の話では、頻繁に互いの部屋を行き来している様子さえあるとの事だ。アフィニエなどはかなりこの様子を危険視しているという。

　省吾でさえ、トリファスキアータがエシェンに丸め込まれてしまうのでは、と不安になる事がある程だ。無論、今の段階でトリファスキアータが省吾の元を離れてエシェンに利用される事になったとしても大した損害ではない。少なくともエシェンが姫巫女である事に変わりはないのだ。省吾や他の姫巫女に正面切って敵対し危害を加えるといった可能性は殆ほとんど無い。

　ただ――トリファスキアータは省吾の〈レネゲイド〉に対する叛はん意いを知っている。

　彼女の知識でどれだけ理解しているかは疑問だが、情報として知っているという事は、それをエシェンが引き出して理解してしまう可能性は在るのだ。

「『確実に繋つないでおく』――か」

　自分が数日前に口にした台詞せりふをやや自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいてみる。

　聞きようによっては、極めて突き放した様な――冷たい言い方だ。

　だが自分がそういう考え方でトリファスキアータを抱けないのは分かっている。

　あの少女には本当の世界を、本当の幸福を、本当の人生を、見せてやりたいと思った。あの閉鎖された異常で狭きょう隘あいな世界ではなく、もっと、様々な可能性に満ちて、その気になれば自分の幸せを自分の意志で追求してもはばかる事の無い自由な世界を。

　だからこそ『園ガーデン』から連れ出したのだ。

　ならば――自分も駆け引きだけで彼女を抱いてはいけないと思う。

　そしてまた健気に自分についてきてくれたトリファスキアータを愛いとしいと思う気持ちは確かに在るのだ。

「……ってこれも言い訳なのかな」

　苦笑する省吾。

　男が異性と見ると欲情するのは出来るだけ多くの子孫を残そうとする本能だが、だからといって開き直って良い訳でもなかろう。少なくともそういう価値観の世界に省吾は育ってこなかったし――それが絶対ではないと知っていても、それに縛られる事を是とする自分が居る以上、やはり言い訳なのだろう。

「…………でも」

　約束は約束。目的は目的。

　ソロンをあの『代行者パニツシヤー』から解放する為に打てる『手』はどんな小さな事からでも打つ。

　不安要素は確実に排除して、たとえ遅くとも着実に目的に這はい寄る。

　そう決めた以上――他に選択肢も在るまい。

「よし――」

　呟つぶやいて省吾は身を起こした。



　　　



　時ならぬ繁盛ぶりに老夫婦は大忙しだった。

「こんな時期にねえ……」

　老夫婦が生計の道として営むのは宿屋である。

　もっとも宿屋といっても特に名所旧跡が在るでもない様な、田舎の町や村ではただ宿泊施設の経営だけでは満足な収入にならない。自然と宿屋の設備を活かした副業――例えば食堂や酒場など――を行う事になる。

「それにこんな真夜中に出発とは……」

　白髪を結い上げた妻が、前掛けで手を拭ふきながら言った。

　今――老夫婦が経営する宿屋の食堂では、十数名の男達が旅支度を調えていた。

　格好からすれば彼等は隊商キャラバンか何かの人間に見える。

　軽装だがいずれも旅装束を着ている。仕立てはいずれも同様のものである事を思えば全員が同じ隊商の仲間なのだろう。表には大型の蒸気式自動車が何台か停とめられているのも見えた。

　商人としては愛想が無いというか――全体的に無骨で逞たくましい男達が多い様にも思えたが、夜盗や『落とし子』が徘はい徊かいする荒野を荷を守りながら移動する隊商にはこういう、商人というよりは兵隊の様な印象の連中が居てもおかしくはない。

　ただ……

「一体こんなに大勢で何ど処こへ行きなさるのかねえ」

　首を傾かしげる妻。

　実を言えば――この村に寄っている隊商の人間は、この老夫婦の宿屋に居るだけではない。あくまで隊商の中でも立場が上の者がたまたま休憩を取る為にやってきているだけで、多くは通りや村の周辺に停めた蒸気式自動車の脇わきで休みながら、持参の乾燥食料等で食事をしている。

　総勢――百名以上。

　小さな村では、彼等全員に食事の席を用意する事など到底不可能だった。

「何でも更に北へと向かうらしい」

　側頭部に僅わずかな白髪を残すだけの痩やせ気味な夫は、見るからに温厚そうな面めん貌ぼうも手伝ってか――酒を持っていく度に隊商の中の数人から話し掛けられていた。

「此こ処こから更に北ですって？　山を越えて？」

　妻が驚いた様に声を上げる。

　夫が顔をしかめて首を振ると――妻は慌てて口元を押さえた。たとえ身内同士といえども商売の途中で知った客の事情を大声で話すものではない。その客が未まだ側そばに居るなら尚なお更さらの事だ。

「随分立派な蒸気式自動車だ」

　窓の外から近くに停とめられた大型の蒸気式自動車を眺めつつ夫が言う。

「道を選べばもう山越えも無理な時代ではないんだろう」

「ですけど――山の向こうに町なんて在るんですかね」

「…………ふむ」

　夫は首を傾かしげた。

　この老夫婦に限らず――この村で生まれ育った者達は殆ほとんど村を離れた事が無い。恐らくこの村で生涯を終えるのだろうと彼等は思っている。あまりに小さ過ぎる村である為か、『代行者パニツシヤー』の標的になる事もなかった。

　まして荒野には前述の様に脅威が多い。村からは出ない方が安全なのだ。

　故に彼等はずっとこの辺りに住んでいるが、周りの地理にはあまり明るくない。

　ましてや彼等の村の北にそびえるのは恐ろしく険しい岩肌を晒さらした山脈である。これを越えていこうなどと考える酔狂な人間はこの村には居らず――故にその向こう側について知る者も居ない。

　ただこの数十年、宿屋をしている関係上、村の外の人間には度々会ってきたが――老夫婦は山脈の向こう側から着たという人間と出会った事が無い。たまたま山脈を越える為の道がこの村から離れていて、山越えをする人間が寄りつかないだけの事なのかもしれないが……いつしか彼等はこの山脈が世界の端を意味する境界線であるかの様な印象を持っていたのだ。

　山脈の向こう側。

　未だ見ぬ北の地。

　老いた夫婦にはまるで想像のつかない世界ではあった。

「おやじ――世話になった」

　隊商キャラバンの一人がそう言って金を置き出て行く。

　他の者もそれに続き――見送る老夫婦の視線の先で、彼等は複数の蒸気自動車に分散して搭乗した。

　その際、荷台の上の幌ほろがめくられ、老夫婦の前に中身がさらけ出される。

　どうやら彼等の運んでいるのは大量の木箱の様だった。何やら小さな文字が焼き印されている様だが、既に視力の落ち始めた老夫婦は、殊こと更さらにそれを読んで中身を詮せん索さくしようとは思わなかった。

「何にしても道中、御無事であればそれで良いですが」

　両手を組んで妻が言う。

　様々な旅人を受け入れ、もてなし、出発の際にはこうして手を組んで無事を願いながら見送る。その繰り返しをもう何十年続けてきた。再び出会う者も居れば二度と出会わぬ者も居る。何にしてもこの村から出た事の無い――出る積もりも無い彼等には、立ち去る者達のその後を知る術すべは無い。

「さて――」

　夫は首を傾かしげて動き始めた蒸気式自動車の群れを眺める。

　老夫婦や他の村人達に見送られ――その何ど処こか奇妙な隊商キャラバンは悠然と村を出て行った。



　　　



　勿もち論ろん――老夫婦は知らなかった事ではあるが。

　時ならぬ隊商の訪れに賑にぎわっていたのは彼等の村だけではなかった。

　月が雲に見え隠れする中……荒野を行く蒸気式自動車の一団。

　その姿が山間に消えるか否かといった辺りで――幾ばくかの間隔を置いて別の一団が姿を現す。更に別の方向からまた別の一団が現れる。

　続々と現れる幾つもの隊商。

　まるで示し合わせたかの様に、あちらこちらから同規模の、極めて大きな隊商が集まりつつあるのだ。しかもそれらはやがて支流が合流して大河になるが如ごとく、一本化され、より巨大な集団になりつつあった。

　殊こと更さらに何か打ち合わせが在った様には見えない。

　ごくごく自然に彼等は合流して山越えの道を進んでいく。

　常識在る者ならばまず考慮に入れない深夜の道行き、しかも山脈の隙すき間まに出来た天然の山道を――岩山の亀裂を縫う様にして何十台、いや百台をも越える蒸気式自動車が連なって進んでいく光景はある種、殉教者の列を想わせ、一種異様な雰囲気を醸し出していた。

　一体彼等は何者なのか。

　勿論――この光景を見ても未まだ彼等を商人だと思う人間は居るまい。

　街や村の存在とて怪しい北の山脈の向こう側へ、こんな大量の商人が連れ立って向かう理由は無い。そもそも荒野を渡る危険な仕事とはいえ、どう見ても兵士としか想えない様な、屈強な、しかも何処か殺気立った男達ばかりで構成されている――それ以外の人間が見あたらない――隊商というのもまた在り得ない。

　そう。どう見てもこれは軍隊だ。

　それも戦地に向かう行軍中の。

　やがて――

　蒸気式自動車の列の先頭は、山道の途中、やや開けて広場状になっている辺りで動きを止めた。数名の男達が即座に荷台から飛び降り、後続の車に指示を与える。

　勿もち論ろんそこが目的地という訳ではなく、此こ処こで一度、態勢を整えようという考えなのだろう。次々にそこへ流れ込んでくる蒸気式自動車の列は整然と並び、エンジンを停とめた順に荷台から降りた男達が木箱を次々と降ろしていく。

　木箱は即座に釘くぎを抜いて開けられ――

「――こいつは」

「最新型だな。凄すげぇ」

　それを見た男達はやや興奮気味に中身を手にとって頷うなずき合っていた。

　彼等が手にしているのは銃だ。

　それもこのソロンで主流となっている手動装填式レバーアクションのものではない。銃のガス圧で自動的に遊底ボルトが動き、銃自身が次の弾を薬室に込める自動装填式オートローダー――更に言えば引き金を引きっぱなしにすれば切れ目無く連続射撃が出来る全自動射撃フルオートスイッチもついた代物である。

　つまりは機関銃だ。

　未まだソロンではその概念すら一般的でない最新兵器である。

「この箱が全部そうなのか？」

「よく揃そろえられたな……」

「確か未だ『聖せい廟びよう』防衛隊にも十分に行き渡ってないと聞くが」

　男達は感心した様子で言う。

「大規模な実戦投入は今回が初めてになる訳か」

「あっちの部隊が持ち込んだのは連発式の迫撃砲だそうだぜ？」

「巣穴退治にはもってこいだな」

　男達が向けた視線の先では――やはり最新鋭の兵器を木箱から取り出している者達の姿が在った。

　迫撃砲は言ってみれば銃弾がそのまま爆弾となっている火器である。ソロンにおいてそれは単発の、それも基本的に地面に据え付けて撃つ兵器の事を指しているが――男達が手にしているのは、六連発の輪胴弾倉シリンダーを備えた小型の代物だ。移動しながら通常の銃と同じ様に連続発射出来る。それまでの迫撃砲とは殆ほとんど別の兵器だった。

「いざとなりゃこれだけのものが揃えられる訳か」

「凄すさまじいな」

「まあ表向きは自動車工場だが――でかい工場も在るしな」

　男達は木箱を眺めて言う。

　その木箱にはいずれも――諸々の注意書きの文字と共に『リヴィス』の文字が焼き付けられていた。

「『リヴィス社』……オトルチ家か」

　誰だれかが呟つぶやく様に言う。

「今は末席だが、その気になればオトルチ家がこの武器を独占――」

「馬ば鹿か野郎ッ」

　別の誰かが低く――潜めた声で窘たしなめた。

「今回はルースポリテの人間ばかりじゃねえんだぞ」

「……そうだったな」

　そう。

　最も早はや改めて語る要すら無かろうが――彼等は〈レネゲイド〉の人間だ。それもルースポリテ家の私兵を中心として各氏族からの増援を加えた大規模な戦闘部隊である。

　ルースポリテ家の関係者が中心となって編成されているのは、元々情報操作や資金調達の為に用いられていた隊商キヤラバンを基にしているからだ。彼等は〈レネゲイド〉ではあっても『聖せい廟びよう』に詰めている者達と異なり、ソロン全土の地理に詳しい。今回の『討伐』には適任であった。

「さて――」

　男達は更に木箱から弾薬やその他の装備を降ろすと――着ていた服を脱ぎ捨てる。簡素な旅装束の下から出てきたのは、幾つものポーチが直接胸や太ふと股ももの部分に縫い付けられた野戦服であった。

　男達は手慣れた動作で装備を身につけながら誰からともなく言った。

「穴あな熊ぐま狩りの始まりだ」



　　　



〈レネゲイド〉は〈イコノクラスト〉の各種記録装置の分析を終え――かなりの精度で『園ガーデン』の位置を割り出していた。

　勿もち論ろん、『園』の規模や人員構成といった情報は〈イコノクラスト〉の記録装置から得られる情報では直接的に知る事は出来ない。だが『園』の位置が判明した時点で大まかな事は予測がついた。

　そもそもあまりに規模が巨大であれば、それが隠れ里として成立する筈はずが無いのだ。少ないとはいえ飛行装置――飛行船や気球――が存在するこのソロンでは地上に街や村といった人工の区域を構築した時点で、ほぼ間違いなく存在が露呈する。

　逆に言えばそれまで、存在が知られていなかった以上、『園』は上空から発見し難い程に規模が小さいか、あるいは『聖せい廟びよう』の様な地下施設になっているのか、さもなくば気流や気圧の関係から飛行船や気球が上空を飛べない様な場所に在るか――という事になる。

　大まかな位置と、この条件を照らし合わせて考えれば、自然と『園ガーデン』の規模や――更にはそこで生活可能な人員構成は割り出せる。

　更に――姫ひめ巫み女こエシェンの報告が決め手となった。

　彼女がトリファスキアータから引き出した諸々の情報は、〈レネゲイド〉の分析をはっきりと裏打ちする形になったからだ。どちらも片方だけでは少々心こころ許もとないものだが、共に同じ結果を出したとなれば信しん憑ぴよう性せいは一気に高まる。

　結果、〈レネゲイド〉は更に諸々の情報から『園』を制圧するのに必要な兵員と装備を算出し……『園』の討伐隊を送り出す事を決定した。

　一度敵対した勢力を放置しておく程に〈レネゲイド〉は寛容ではない。

　いつまた『血族』が〈イコノクラスト〉強奪を企てないとも限らない。その前に叩たたいておくというのは自然な発想ではあった。

　まして――『血族』はいわば生きた『聖体』産出工場である。

　神のそれよりは劣るかもしれないが、それは量で補う事も可能だろう。つまり現時点では限られた『聖体』という資源をソロン中で取り合っていたものが、無尽蔵に生産できる事になる訳だ。これを黙って見逃す〈レネゲイド〉ではない。確実に彼等を『養殖』出来れば間違いなく『代行者パニツシヤー』殲せん滅めつ後の世界支配はより堅実なものになる。

　故にこの『討伐戦』は割ける兵力の全てを投入する大規模なものとなった。

　五氏族族長会議の中でマブロ家は〈イコノクラスト〉の投入すら提案してきたが、これは却下された。作戦中に『代行者』が現れる可能性は――『代行者』が〈イコノクラスト〉を敵として認定している以上――小さくなかったからだ。『血族』と『代行者』の双方を敵に回しての三つどもえの戦いは決して得策ではないという判断だった。

　そして――



　　　



「討伐隊は予定通り。『巣穴』の南西部に展開中であります」

　時刻は早朝。

　五氏族会議が『聖廟』にて開かれていた。

　勿もち論ろん――定例のものではない。『血族』討伐隊の作戦行動に関する報告会だ。相手が相手であるだけに〈レネゲイド〉も油断はしていない。作戦行動は逐次、奇き蹟せき術によりこの『聖廟』に報告され、五氏族会議の俎そ上じように載せられていた。必要とあれば即時に最高権力者による作戦変更や指示が出せるようにとの考えからだ。

「リヴィス社供給の最新装備も順調の様です」

　会議の進行役を務めているのは珍しくパルマスである。

　これはルースポリテ家が討伐戦の主導的役割を果たしているからだ。

「天候不順は見られず――」

「奇き蹟せき術部隊はともかく」

　やや不機嫌そうに口を挟んできたのはタイロイドである。

　マブロ家の長はネロ・オトルチの方を一いち瞥べつして続けた。

「未まだ習熟訓練も済んでいない兵器を大量投入というのは、いささか無茶が過ぎないかね。急ぎ作らせたものとなると、精度や安全性も心配だが。自分達の装備が原因で敗北しては笑うに笑えない」

「御心配なく」

　ネロはむしろ、タイロイドの言は予想できたとばかりに慌ても焦りもせず応じた。

「いずれもリヴィス社の内部で検査済みで、精度、品質に問題はありません。習熟に関しても既存の武器との併用ですし、操作法も複雑なものではありません。先に習熟訓練を終えている者も編成に加わっておりますし――そう問題は無いかと想われますが」

「…………」

　そこまで言い切られてはタイロイドも黙るしかない。

「斥せつ候こう部隊によって得られた『園ガーデン』の情報から詳細な地形図とそれに沿った作戦の微調整も済んでおります」

　言ってパルマスが壁際に佇たたずんでいる奇蹟術師に頷うなずく。

　奇蹟術師が短く聖句を唱えると――族長達が囲む円卓の上に『園』を示す立体的な縮尺図が浮かび上がった。

「おお。既に此こ処こまで」

　さすがにタイロイドも驚いた様子で呟つぶやく。

　まるで手で触れそうな立体縮尺図は極めて精せい緻ちなもので――『園』の中心部とも言える『神殿』やその他の洞穴も手に取る様にその位置が把握できる。勿もち論ろん、深部に関しては斥候部隊の調査程度では分からないものの、比較的浅い部分は、奇蹟術による探査によって、内部構造までくっきりと描き出されていた。

「『血族』側はこちらの存在に気付いているのか？」

　そう問うのはバルドである。

「今のところ――『血族』側からの反応は在りません」

　とパルマス。

「ただ――『血族』の者と思おぼしき人影も確認されておりません。生活排水、排煙の類たぐいも未確認です」

「……まるで廃はい墟きよだな」

　ぼつりと呟つぶやくのはゼブロンである。

　だが――

「さすがに相手は奇き蹟せき術を能よくする『血族』。恐らくこちらの存在は気付かれているのでしょう。出来るだけ偽装して兵力を集中させたとはいえ――」

　千人近い武装兵士が終結すれば、いくら隊商キャラバンに偽装していても気付かれて当然だ。

　パルマスの言葉をバルドの声が引き継ぐ。

「奥に潜って息を潜めている――か」

「ですが『血族』側に迎え撃つ準備は未まだ出来ていないでしょう。出来たとしても籠ろう城じようの構えくらいのもの。部隊の配置が終わり次第、すぐにでも突入を」

「……ふむ」

　バルドは束の間考える表情を見せたが、すぐに頷うなずいた。

「良かろう。ルースポリテ卿きよう――卿の采さい配はいに任せる事に私は異存が無いが」

「異存ない」

「異存ありません」

「異存ない」

　タイロイド、ネロ、そしてゼブロンが頷く。

　そこへ先の奇蹟術師が言った。

「御館様。討伐隊の指揮官から報告が。『展開完了。いつでも作戦開始可能』と」

「おお。では早速――」

　パルマスは満足げに笑うと奇蹟術師を振り返って言った。

「指揮官に伝えよ――『開始』と」



　　　



　すぽんすぽんと間の抜けた音が立て続けに響く。

　岩壁の壁面に穿うがたれた無数の穴――そこに兵士達が迫撃砲の榴りゆう弾だんを打ち込む音である。緩ゆるやかな放物線を描きながら弾は『園ガーデン』の洞穴へと飛んでいき……入り口から少し入った辺りで一斉に爆発した。

　強烈な爆音が『園』に咲き乱れる草花を揺らす。

　勿もち論ろん――榴弾は衝撃波による破壊力よりも発煙量に主眼を置いた型である。兵士達の目的は『園』の制圧であって虐殺ではない。皆殺しや生き埋めにしてしまっては『聖体』生産装置としての血族を利用出来なくなる。

　兵士達の言う通り――要は穴あな熊ぐま狩りと同じである。

　迫撃砲はあくまで燻いぶり出す為のものだ。苦し紛れに出てくれば機関銃の掃射で足を撃って動きを止める。たとえ立て籠こもっていたとしてもすぐに酸素欠乏で彼等は身動きが取れなくなる筈はずだった。

　勿もち論ろん、討伐隊は、真正面から奇き蹟せき術や破壊力をぶつけ合う様な頭の悪い戦い方をする積もりなど最初から無い。盆地状の『園ガーデン』の地形を利用し、山肌の斜面から距離を取り、迫撃砲や機関銃で狙ねらいながら『血族』側が疲弊するのを待つ戦術である。

　だが――

「…………妙だな」

　討伐隊の指揮官は『園』を見下ろす斜面から戦況を眺めつつ――ふと呟つぶやいた。

　彼等の視線の先にはもうもうと煙を噴く斜面の洞穴が見える。穴という穴に迫撃砲の榴りゆう弾だんが撃ち込まれた結果だ。だが逆に言えば動くものといえばその煙だけだった。

　白煙の向こう側には人影一つ見えない。

「籠ろう城じようするにしても……あまりに反応が無い」

「こちらの物量と装備に怯おびえきっているのでは？」

　副官が楽観的な物言いをしてくるが――指揮官は慎重だった。

　元々〈レネゲイド〉では、これだけの大規模な作戦が実行される事そのものが珍しい。つまり武勲を立てる機会もそう多くは無いのだ。

　だからこれは好機である。

　この作戦が成功すれば、彼の武功は確かなものとなり〈レネゲイド〉内部での地位も上がる。失敗する可能性は極力排したいと彼は考えていた。

「強行偵察隊を立てる」

　彼は言った。

「奇蹟術師と――軽装の歩兵をそれぞれ十名ずつ。それを二隊。まず『神殿』の中に突入させて内部の事情を探らせろ。状況は随時報告。『神殿』探索終了後は『巣穴』の方へ突入させる。確認出来た領域から更に本隊を侵攻させ、拠点を押さえていく」

「はっ――」

　副官は頷うなずいて近くに居た伝令役の兵士にその旨を告げた。



　　　



「報告のあった『神殿』に関して強行偵察隊による偵察を実行中。今のところ『神殿』内部に人の気配は無し。『血族』は『巣穴』深部に籠城と判断――」

　奇蹟術師が戦況を伝えてくる。

　五氏族の族長達の表情に変化は無い。ここまでは予測も出来た状況だ。

「ここまで全て順調と言う訳ですね」

　とネロが言う。

　彼の発言に眉まゆを顰しかめたのはパルマスだった。

「オトルチ卿きよう。まるでこれから何か問題でも起こると言いたげだな？」

「いえそんな事は――ただ」

　ネロは肩を竦すくめて言った。

「相手は我等と同じく、世間より隠れ住み、営々と自らの目的の為に活動を続けてきた者達です。独自の価値観。独自の方法論。それらは我等の予想を裏切る事も在るかと。故に油断は禁物と――」

「勿もち論ろん、油断などする積もりは無い！」

　パルマスは苛いら立だたしげにネロの台詞せりふを遮った。

　恐らくネロの言葉は彼の胸中に在った一抹の不安を逆さか撫なでしたのだろう。

　そう。パルマスに限らず誰だれもが思っている筈はずだ。

　順調に――過ぎる。

　そもそも作戦が開始されてから既に二時間近く……一度の交戦も無いのだ。いやそれどころか討伐隊は『血族』の一人すら確認出来ていない。確かにそこには人が暮らしていたと思おぼしき構造物――『神殿』や『巣穴』――が在るのに、それはもう打ち捨てられた廃はい墟きよの如ごとく一切の人影が絶えているのだった。

「それにしても」

　険悪となった場の空気を変えようとでもいうのだろう――珍しく神経質なタイロイドが明るい表情を取り繕ってバルドの方を見た。

　否――正しくは彼の脇わきに立つ少女を。

「コードラン家の新しい姫ひめ巫み女こは大層優秀な様だ」

　タイロイドの賛辞にエシェンは静かに一礼した。

　彼女のもたらした情報が今回の討伐戦の引き金になったのは間違いない。これで討伐戦が成功すれば、彼女もまた功労者として評価される事だろう。

「姫巫女本来の仕事ではないがな」

　とバルド。

　彼の脇でエシェンがほんの僅わずかに力を込めて右手を握り締めたが――それに気付いた者は居ない。タイロイドも首を振り笑顔を取り繕って言った。

「いやいや。メリニを姫巫女から外された時は驚かされました故、今になってコードラン卿の先見の明に感服している次第で御座いますよ」

「エシェンの働きが無くとも、ルースポリテ家の情報網やマブロ家の分析が同じ結果を引き出していただろう」

　世辞には乗らぬとばかりにバルドが淡々と言う。

　だが――

「とはいえ複数の情報による相互補完が出来た事は大きい。よくやった――エシェン」

「はっ……光栄の極みにございます」

　エシェンは表情を輝かせて頭を下げた。

　バルドは笑うでもなく、しばし無表情に己の配した姫ひめ巫み女こを見つめていたが……やがて視線を円卓に戻して言った。

「だが問題はこれからだ。我々が送り込んだ討伐隊は実際に未まだ一度も『血族』と交戦していない。先の〈イコノクラスト〉強奪の際の手際を見れば、連中とて臆おく病びような羊という訳でもあるまい。地の利は先方にある事を想えば――」

　そこまで言って。

「……どうした？」

　バルドは言葉を切ってパルマスの背後に侍した奇き蹟せき術師に声を掛けた。

「あ――いえそれが」

　奇蹟術師はバルドと、そして直接の主であるパルマスを見比べながら困惑した様な表情を浮かべている。僅わずかに漏らした驚きの声にバルドが耳ざとく反応した為、族長達の視線を集中して浴びる事となったからだ。

「良い。申せ」

　パルマスが促す。

「指揮官より報告が――……」

　そこでまた奇蹟術師は困惑したかの様に口をつぐむ。

「なんと？」

　苛いら立だちを滲にじませて更に促すパルマスの声に――奇蹟術師はおそるおそるといった様子で口を開いた。

「『見あたらず』――と」

「……なに？」

　意味が分からずパルマスは更に強い口調で問い質ただす。

　奇蹟術師は救いを求める様に円卓の族長達を見回すが――勿もち論ろん、彼等は沈黙して先を促すのみである。奇蹟術師はやがて呻うめく様な口調で言った。

「『当該地域を隈くま無なく捜索するも一人の人間も見つからず』――と」

「…………」

　パルマスは眼を丸くして絶句する。

　他の族長達も言葉は無い。

　重く硬い沈黙が会議室の中に満ちて――数分。

　ふと思い出したかの様な口調でゼブロンが言った。

「もぬけの殻――か」



　　　



「一体どういう事なんだ……？」

　指揮官は――途方に暮れていた。

　最初は違和感が在った。次に感じたのは焦燥感だった。そして今はどうして良いのか分からず空っぽの『園ガーデン』を見回す位しか彼に出来る事は無かった。

　彼の周りには陽光に照らされた『園』の大地が露あらわになっていた。

　見渡す限りに一面の花の海。

　色とりどりの花が山肌を降りてきた風にそよぐ様は、まるで御お伽とぎ噺ばなしか伝説に謳うたわれる楽園の光景だった。鮮やかな色彩が波の様に揺らめいて――風はそこを過ぎると艶あでやかな香りを帯びる。

　だが……そこに在るのはそれだけだ。

　その花を植えたであろう者達は何ど処こにも居ない。

　勿もち論ろん――現在も兵士達が『巣穴』の方を隈くま無なく捜してはいるが、未まだ一人の『血族』も見つかってはいない。明らかに最近まで――少なくとも数日前まで――此こ処こに暮らしていたと思おぼしき痕こん跡せきは幾つも見つかっているのだが、肝心の住人は影も形も無い。

　勿論……奇き蹟せき術師達を動員して探索系の奇蹟術で周辺を調べた。

　たとえ隠し扉や抜け道が在ろうと、音波系の探索奇蹟術を使えば近くに在る空間は把握できる。だが隈無く『巣穴』の中を調べたものの、それらしきものは見つからない。

　代わりに見つかったのは……

「――おい!?　これ……！」

　花の群生地に分け入った兵士の一人が悲鳴じみた声を上げる。

「どうした!?」

「それは――」

「……狂ってやがる！」

　集まった兵士達が口々にそう言う。

　指揮官は怪け訝げんの表情を浮かべて彼等が騒いでいる所に近付き――そして彼等が驚いたものの正体を知った。

　悠然と風にそよぐ花の群れ。

　その下に所々、何か白っぽいものが見える。長く土にまみれていたせいか黄ばんでいるものの――それがかつては白亜の色彩を備えていたらしい事は容易に想像がついた。

　骨だ。それも人間の――頭ず蓋がい骨こつ。

「…………まさか」

　指揮官は戦せん慄りつに震える声で呟つぶやいて辺りを見回す。

　花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。花。

　艶あでやかにうねる色彩の洪水。

　咲き誇るそれらの根本に埋まっているのは――

「これが全部、そうなのか……!?」

　自分達がどれだけ異質な価値観の持ち主を相手に戦おうとしていたのか……ようやくその片へん鱗りんを垣かい間ま見みた指揮官は、ゆるゆると背筋を這はい登る寒気を感じた。



　　　



「ば……馬ば鹿かな！」

　喘あえぐ様に口を開閉させながらパルマスが言った。

「一体……一体どういう事だ!?　情報が間違っていたのか!?」

「いや。『神殿』が在り、『巣穴』が在り、生活の痕こん跡せきや、処分されたと思おぼしき遺体も残っていた。そこが『血族』の隠れ里である事は間違い在るまい」

　タイロイドが思案の表情で腕を組む。

「しかし――」

「現に『血族』は居ない」

　ネロが歌う様な口調で言う。

「これは――してやられましたかな」

「どうやって!?」

　パルマスが叫び、彼はまるでネロがその『血族』であるかの様に、憎悪すらを含んだ視線を突き立てる。この状況下で尚も涼しげな態度を崩さない若造が、余程に腹立たしいらしかった。

「さて。それは私にも分かりかねますが」

　ネロは平然とした様子で言った。

「居ないとなれば何ど処こかに移動したのでしょう。何らかの突発的な事情が発生したのか、あるいは――」

　オトルチ家の若長は横目でバルドの傍らに立つ少女を一いち瞥べつした。

「情報が漏れていたのか」

「――わ、私からとおっしゃるのですか!?」

　悲鳴じみた声でエシェンが叫ぶ。

「情報を引き出すつもりが、自分も引き出されていた――まあよくある話ですが」

「そんな事は……！」

「黙れ――エシェン」

　バルドの一言を受け――まるで冷水を浴びせかけられたかの様に、青ざめて沈黙するエシェン。言葉を重ねる事を禁じられた彼女は、ただ唇を噛かんで俯うつむき、身を震わせた。

「必ずしもエシェンから情報が漏れたとは限るまい」

「勿もち論ろん――先にも言いました通り突発的な事態が発生して、何ど処こかに移動してしまったのかもしれません。あるいは〈イコノクラスト〉がこちらの手に戻った時点で、もう逃げ出す算段をしていてもおかしくはない筈はず」

「しかし――」

　タイロイドが言う。

「何百年とこの地に隠れ住んできたであろう者達が――今更何処へ？　エシェンからの情報では連中はろくに外の事も知らない様だが」

　そもそも『血族』がレオン達と手を組んでいたのは、『園ガーデン』の外部の事情に精通した協力者が必要だったからだという。そんな者達がまさか一族全員で避難するあてが在るとも思えない。

「さて……さすがにそれは」

　とネロは苦笑を浮かべる。

　そして――会議室にはまた静寂が満ちる。

　タイロイドは円卓を指先で叩たたいており、ゼブロンは眉み間けんに皺しわを寄せて一段と険しい表情のまま固まっている。今回の『主役』であったパルマスに至っては顔面蒼そう白はくのまま頬ほおを痙けい攣れんさせている。ネロはやはりいつもの通り淡い微笑を浮かべたままだ。

　バルドは両肘ひじを円卓上につき――両手を組んで口元に当てた。

「――居ないものは仕方あるまい」

　バルドに族長達の視線が集中する。

　彼は一同を見回してから淡々と告げた。

「探索範囲を広げて調査を続行――何か手掛かりが在り次第、報告。こんな所か」

「それは……」

　何か言いかけてパルマスが言葉に詰まる。

　現状――確かに他に採り得る策は無い。

「どうでしょう――」

　ふとネロが片手を挙げて言った。

「ただ此こ処こで待っていても仕方ありますまい。折角お集まりいただいた以上――今は他の懸案事項に関する議論を押し進めるのが有意義ではないかと提案致します。懸案事項は『血族』だけでは御座いません」

「――例えば？」

　尋ねるバルド。

「先日の『聖せい廟びよう』での一件。『代行者パニツシヤー』の戦術が変化してきております」

「……ふむ」

「〈イコノクラスト〉の直接破壊ではなく、救世主殿への心理攻撃、及び〈イコノクラスト〉運用に必至たる施設への攻撃――今後、『代行者』の攻撃は更に複雑化、間接化する恐れがあります。故にこれに対する方針を予あらかじめ定めておく事が肝要――これがまず一点」

　ネロは人差し指を立てて言う。

　彼は中指を加えて更に続けた。

「更にもう一点。先日御報告しましたレオン・ササハラ・スプリングフィールドによると見られるメリニ・コードラン及びカリン・テシガワラの強奪の件。これが彼等の単独行動なのか、それとも――別の者の意志が働いているのか」

「……『血族』の仕業だと？」

　と尋ねるタイロイド。

　だが――

「そうとも限りますまい」



    

  
    
      



    

  
    
      　ネロは薄笑いを浮かべて言った。

「例えば――そうですね。救世主殿とレオン達が我々に隠れて密通している可能性も在り得るでしょうな」

「……！」

　愕がく然ぜんとネロを見る族長達。

「それは――」

「勿もち論ろん、可能性です。あくまで」

　やはり涼しげにそう言うネロ。

「何にせよ――考えねばならぬ事、打たねばならぬ手、幾つもございますれば。無為に報告を待っているよりも有意義かと」

「…………」

　バルドが眼を細めてネロを見据える。

　ネロは――その視線に気付いていない筈はずも無かろうに、ただ余裕含みの笑みを浮かべたまま族長達を順に見回しているだけだ。

「あるいは――」

　バルドが呟つぶやく。

　それは傍らに居るエシェンですらもまともに聞き取れない様な小さな声ではあった。

「我等の中の裏切り者の可能性も――な」



    

  
    
      
第三章　呪詛蔓延



「――では。お先に失礼します」

　そう告げて立ち上がったのはエシェンだった。

　夕食の席の事である。

　彼女は静かに一礼するとそのまま踵きびすを返して食堂から退出する。本来ならば主人である省しよう吾ごの許諾を得ねばならない筈はずだが――実際その点においてアフィニエやペルテアはエシェンの行動に不快の念を示してはいた――省吾はその事を殊こと更さらに取とり沙ざ汰たする積もりは無かった。元々必要以上に傅かしずかれるのは性に合わない。

　むしろエシェンが早々に出て行ってくれるのは有り難い位だ。

　彼女を除いての姫ひめ巫み女こ達で合議が出来る。改めてエシェンだけを外しての席を設けるとむしろ不自然に思われてしまうだろう。エシェンの盗聴が行われていないのは毎回セネカが確認してくれていた。

「――何かここしばらく様子がおかしいですね」

　エシェンの出て行った食堂の出入り口を振り返りながら――ふと思い出したかの様な口調で、ハーチェッタがそんな事を言ってくる。

「何となく元気が無い感じですけど」

「そういえばトリファスキアータの事も――」

　言ってペルテアが『血族』の娘の方を振り返る。

　トリファスキアータ本人は名を呼ばれても別段、表情や態度を変えるでもなく、きょとんとした様子でそこに座っている。

「あまり構わなくなりましたね」

「まあそれはそれで好都合だけど」

　と省吾。

　正直な所――エシェンの様子が変化した原因と思おぼしき事については、省吾も姫巫女達も想像がついていた。

『園ガーデン』に対する〈レネゲイド〉の討伐戦が行われた事――そしてそれが事実上の失敗に終わった事については、事後ながら省吾達も聞き及んでいる。事前に省吾達に知らせられなかったのは、トリファスキアータを擁する省吾が反対するのを懸念しての事だろう。

　そしてエシェンの様子が変わったのはその討伐戦の行われた日からだ。

　そこから逆に考えればエシェンがトリファスキアータと親しくしていた理由も想像がつく。彼女はトリファスキアータから『園ガーデン』や『血族』の情報を引き出し、バルドに報告していたのだろう。省吾の寵ちよう愛あいを得るという事でペルテアに遅れをとったエシェンにしてみれば、他の何かで功績をあげたかったのだ。

　だがそうして得られた情報も役に立たなかった。討伐戦そのものが空振りに終わったのならば当然である。エシェンの情報に誤りが在ったかどうかはさておき――彼女にとってトリファスキアータの利用価値は一気に下がってしまったという事なのだろう。

　だが流石さすがにトリファスキアータの前でその話をするのは憚はばかられた。

　ただ――

「――トリファ」

　省吾は姿勢を正して『血族』の少女に話し掛ける。

「はいでする」

　トリファスキアータはいつもの如ごとく純じゆん真しん無む垢くな口調で応じてくる。

　姫ひめ巫み女こ達の視線が集中するのを肌で感じつつも省吾は真っ直ぐにトリファスキアータを見つめて言葉を続ける。

「――後で俺おれの部屋においで」

「ショウゴ様のお部屋にで御座いまするか？」

　トリファスキアータが聞き返してくる。光を知らない彼女の遠い瞳ひとみが――きょとんとした様子で瞬きを繰り返していた。

　溜ため息いきが出そうになるのを堪こらえ――努めて冷静な口調で省吾は続ける。

「今夜、君の望んでいたモノを渡す」

「…………」

　視線はトリファスキアータに焦点を合わせたままではあったが、自分の周りで姫巫女達が顔を見合わせるのが気配で分かった。

　トリファスキアータが望んでいたもの。

　それはつまり――省吾の子種だ。

　予あらかじめトリファスキアータを抱くという事に関しては姫巫女達の前で宣言はしていたものの……それでも彼女等にしてみれば、いざ耳にすると驚きを禁じ得ない省吾の発言ではあったのだろう。省吾が、何の抵抗も無く何人もの女を抱く様な性格でないのは、それこそ姫巫女達が一番よく知っている。

「ショウゴ様――」

「約束は約束だ。やはりトリファは確実に俺達の側に居るという自覚を持って貰もらわないとまずいだろう」

　ペルテアの声に若干の後ろめたさを感じつつも省吾は努めて決然たる口調を維持した。

　続けて彼はトリファスキアータに視線を戻す。

　省吾の言葉を理解するのに最も時間が掛かったのは彼女だったかも知れない。当初から姫ひめ巫み女こ達よりも尚、それを明確に望みつつも、ずっと待たされ――はぐらかされてきたのだから。勿もち論ろん、省吾の表現が直接的でなかった事もあろうが。

　しばし彼女は不思議そうに首を傾かしげていたが――

「ショウゴ様の子種で御座いまするか」

　ふと気付いた様子で満面の笑みを浮かべて、トリファスキアータは言った。

「ああ。君が俺おれの子を身ごもる手伝いをする」

　いざ口に出すととんでもない事を言っている様な気がしたが、今更後には引けまい。

　そもそも――トリファスキアータをこちら側に確実に繋つないでおく必要が在るのは明確だし、色々な意味で価値観の異なる『血族』のこの娘に、通常の交渉の余地は無かろう。金銭も名声も――そして恐らくは愛の言葉でもこの娘を動かす事は出来ない。ただ『血族』としての務めを果たすという事以外に何の価値基準も持たないこの少女に、他の交渉材料など存在しないのだ。

「ところで」

　省吾は言った。

「エシェンと『血族』のお話はしたかい？」

「はいでする」

　トリファスキアータは何の躊ちゆう躇ちよも示さずに頷うなずいた。

　エシェンも殊こと更さらに口止めはしていなかったのだろう。あるいは口止めの意味が――どうしてそうしなければならないのかという事情についてが――トリファスキアータには理解出来なかっただけかもしれないが。

「そうか。でもこれからエシェンと『血族』の話をしちゃいけない」

「はいでする」

　トリファスキアータはこっくりと頷いた。

　何故？　とも問わない。省吾が何を思ってそういう命令を下しているのか――この少女にとってはどうでも良い事であるのだろう。

「トリファは『血族』の〈長おさ〉と連絡は取っているの？」

「いいえでする」

　トリファスキアータは首を振った。

「取ろうと思えば取れるんだね？」

「…………それが」

　珍しく困惑と躊躇が滲にじんだ表情でトリファスキアータは言った。

「出来ないのでする」

「出来ない？」

「出来なくなったのでする。先日もエシェン様にお願いされて〈長おさ〉に話し掛けてみたのでするが、〈長〉からの返事は無かったでする」

「…………」

　姫ひめ巫み女こ達が顔を見合わせる。

　つまり――既にエシェンは居なくなった『血族』を捜す為にトリファスキアータを利用したのだ。だがそれは成果を上げられなかった。彼女がトリファスキアータを見切ったのはこの為だ。

　それはさておき――

「〈レネゲイド〉は『血族』の捜索に躍起になっているんだろ」

　省吾はセネカを振り返って確認する。

「はい。勿もち論ろん」

　セネカは頷うなずいた。

　この姫巫女は姉へ情報を送る必要性も在って、〈レネゲイド〉全体の動向を常に――自身は組織の内部に在りながらも第三者的に、あるいは俯ふ瞰かん的に把握している。

「どう考えても『血族』は〈レネゲイド〉にとって脅威だ。居なくなりました、で放置する訳にはいかないだろうし」

「御意」

　頷くセネカ。

「エシェンとすれば、トリファスキアータから『血族』の居場所を引き出したかったんだろうけど……」

「何ど処こに行ったんでしょうか？」

　とハーチェッタ。

「トリファスキアータも知らされていなかったという事は――」

「事故の様な――突発的な何かか」

　アフィニエが指を折りながら言った。

「そうでなければ、〈レネゲイド〉の情報が『血族』に漏れていたか？」

　ちろりと彼女は物問いたげな視線をセネカとトリファスキアータに投げる。

　確かに……セネカは姉のアンジェリットと通じており、アンジェリットやその情夫であるレオンは『血族』と協力関係に在る。この経路で『血族』に〈レネゲイド〉の計画が漏れる可能性は在った。

　また――直接的というのならばトリファスキアータが密告したと考える方が単純な構図にはなる。そして事実とは往々にして根は単純なものだ。

　だが……

「口頭での釈明にどれだけ信しん憑ぴよう性せいが在るかは疑問だけれど」

　セネカは言った。

「私ではないわよ。それから先程――姉からの問い合わせが在った。姉の側でも『血族』と連絡が取れなくなっているみたい。一緒に行動していた『血族』の娘も行方不明になっているとか。一方通行の『手紙』型なのでまだ返事はしていないけれど」

　通常――会話をするには同時に双方が奇き蹟せき術を起動していなければならない。

　だがこれでは不測の事態に対処しにくい。この為――会話は成立しないが、一定の情報を相手に送りつける郵便の様な方法の連絡用奇蹟術も存在する。

「…………」

　姫ひめ巫み女こ達が顔を見合わせる。

　密告者である可能性は――実を言えばセネカの方が高かった。トリファスキアータはそもそも討伐戦やその顛てん末まつを知らされていない。セネカは前述の通り逆に自ら情報収集している為に〈レネゲイド〉の内部の動向については詳しい。事前に討伐戦の情報を流すならセネカの方が立場的にも能力的にも容易たやすい。

　だが……

「何が在ったのか――これが俺おれ達にどう影響してくるかだな」

　省吾は呟つぶやく様に言う。

　姫巫女達は無言。彼女等としても想像がつかないのだろう。

「トリファ。定期的に――一日に一回か二回、エシェンには内緒で、〈長おさ〉と連絡を取ってみて。駄目ならいちいち俺に言う必要は無い。ただ――もし連絡がとれたら俺に教えてくれるかな」

「はいでする」

　トリファスキアータは頷うなずいた。



　　　



　窓の鎧よろい戸どを開き夜空に浮かぶ月を見上げる。

　最近は寝る前に月明かりを浴びるのが何となく習慣じみてきている省吾であった。

　特にそれが習慣化した事に理由は無い。強いて理由を挙げるならば、それは精神的なものだろう。ゲームもテレビも無いこの世界では部屋に引きこもると、もうする事が無い。勢い――考え事をする事になる訳だが、暗くら闇やみの中でのそれはあまり気持ちの良い想像を引き出さない。明るいだけの場所ではまた落ち着かない。だからこそ適度に弱い天后の光の中で眼を閉じて黙考する癖が省吾にはついたのだった。

「…………」

　省吾は短く溜ため息いきをついて鎧戸を閉める。

　いくら彼が月光を好もうとも――流石さすがに今はそれを無防備に招き入れるのはまずい。トリファスキアータは気にしないだろうが省吾は気にする。正直言って……自分の身体がそんなに逞たくましい訳でも美しい訳でもないという自覚が在るからだ。

　振り返ればベッドの上に仰ぎよう臥がするトリファスキアータの姿が目に入るだろう。

　だが省吾はなかなかその決心がつかないでいた。

　言い訳をする訳でもないが――ペルテアの時は彼女の方から押し切られた様な印象も在ったが、トリファスキアータの場合はそういう訳でもない。省吾が抱くと決めたのだ。

　しかも好意が無い訳ではないが……少なくとも省吾とトリファスキアータの間に辞書的な意味での『情愛』は無い。トリファスキアータは純然と義務感から省吾に抱かれる事を望んでいて、恐らく、省吾に対して異性としての魅力を殊こと更さらに感じている訳ではなかろうし――省吾も可愛かわいらしいとは思うが、他の姫ひめ巫み女こ達を差し置いてまで、となるとそこまでの情欲をトリファスキアータには感じない。

　はっきり言ってしまえば『必要だからする』それだけの事だ。

　だからこそペルテアの時よりも更に罪悪感が募る。

　トリファスキアータに、人間として当然の権利と喜びを教えてやる為に、『園ガーデン』から連れ出した筈はずが――これでは『園』の者達と変わらない。彼はあくまでトリファスキアータを道具として自分に所属させる為に彼女を抱こうとしている訳だ。

「ショウゴ様？」

　背中にそっと触れるトリファスキアータの声。

　それは何ど処こまでも透明で静せい謐ひつで――この後訪れるであろう情事に対する高揚も無ければ不安も無い。『園』では誰だれもが当たり前の様にする事をするだけの事だ。とても破は瓜かを前にした乙女の態度には思えない。

「ショウゴ様。トリファスキアータはいつでも良いでする」

「あ……ああ」

　意を決して省吾は振り返った。

（……せめて風情というか……此こ処こまであからさまな格好で待ち構えられたらな……）

　一糸纏まとわぬ姿で仰あお向むけに横たわるトリファスキアータ。

　背中の半分以上はある漆しつ黒こくの長髪が、今は花を思わせて扇形に広がっていた。

　両脚はすらりと伸び、それでいて新雪の様に白い肌と溢あふれる弾力感を同居させている。

　美しい。未まだ汚れを知らぬ処女の美だ。

　だが――それと相反する様にトリファスキアータの両足は開かれている。娼しよう婦ふが客を誘うが如ごとくにその太ふと股ももから爪つま先さきまでを開いているのだ。膝ひざこそ立てていないが陰部は惜しげもなくさらけ出され、男のものの侵入を待っている。

「ショウゴ様？」

　なかなかベッドに――否、自分に飛び込んでこない省吾を不思議がる様にトリファスキアータが声を掛けてきた。ただし身を起こしたりはしない。彼女の両眼はぼんやりとベッドの天てん蓋がいを見つめたままで――両手も死体の様にただ身体の脇わきに力なく投げ出されたままである。

「…………」

　省吾は途方に暮れていた。

　どうして良いのか分からない。

　まず愛あい撫ぶするのだったか。それとも口づけが先か。愛撫するならするで胸からか――それとも。メリニやペルテアの時は半ば自然な欲求に身体が動かされたものだが、今度ばかりは彼女等との情事がまるで夢であったかの様に、身体が動かない。

　勿もち論ろん……好きな様に抱けばいいのだ。

　ただ股こ間かんで節操なく勃ぼつ起きしているものを、挿入して腰を振るだけでもいい。

　トリファスキアータも文句など言ってこないだろう。

　そもそも今夜限りの事でもない。一度で妊娠するとは限らないのだから、トリファスキアータが妊娠したと分かるまでは――少なくとも彼女自身がそう自覚を得るまでは行為を繰り返す必要が在る。

　それは分かっている。

　分かっているのだが――

「……ショウゴ様？」

　もう一度促す様にトリファスキアータが声を掛けてくる。

　省吾は深呼吸してから言った。

「ごめん――待たせたね」

　省吾は身体に羽織っていたローブを脱ぎ捨てるとトリファスキアータの上に覆い被さる。

　そっと掌てのひらを彼女の胸に触れさせると――トリファスキアータの白い身体は震えた。柔らかに撫なでさする様にして胸から掌を滑らせて太ふと股ももへと移る。冷静に見えてもそれなりに興奮しているのか――トリファスキアータの肌が胸といわず脚といわずわずかに火照っているのが触れていて分かった。

　戸惑いとは裏腹に省吾の身体が雄の反応をより強く示す。

　彼は指先を太股の付け根へと――

「――!?」

　行為は突然中断された。

　扉がいきなり開かれたからだ。

「誰だれっ……!?」

　トリファスキアータの体勢は変わらなかったが――他者に行為を見られる事など『血族』にとっては当たり前だ――省吾は反射的に彼女の上から飛び退のいていた。

　省吾の誰すい何かに答える声は無い。

　代わりに荒々しいとも言える足取りで歩み寄ってくる人影が在った。

「その様な卑しい娘にまで手を付けておきながら――」

　ベッド脇わきで人影は立ち止まる。

　薄うす闇やみに慣れた省吾の眼はようやく――そこに立っているのが誰だれなのかを認めた。

「エシェン……」

　省吾は足下にわだかまっていたローブを拾い上げて素早く羽織る。トリファスキアータはきょとんとした表情でベッドの上に仰ぎよう臥がしたままである為――省吾は続く動作で毛布を引き上げて彼女の上に被せた。

「野蛮で原始的な――穢けがれた血を宿すその様な娘にまで……！」

　嫉しつ妬とと焦燥に満ちた声が言う。

　エシェンは引き裂く様にして己の身を包んでいた薄衣を脱ぎ去る。

　彼女は恥じるでもなく、その肢体を薄闇にさらけ出したまま――更に数歩進んで、見せつける様に省吾の前に近付いてきた。

　元々メリニとも優劣を競える美び貌ぼうの持ち主である。細かな事情抜きでならば――普通の男ならば先まず情欲を感じずにはおれまい。瑞みず々みずしく張りの在る肌は闇の中ですら光を放つ様で――つんとわずかに上を向いた乳首がエシェンらしいとふと省吾は心の何ど処こかで思ったりもした。

　だが――

「何故……私を拒まれるのです？」

「その話は前に終わっただろう？」

　そう告げる省吾の声はひどく冷めていた。

「メリニやペルテアはショウゴ様を見ていた――」

　エシェンが表情を歪ゆがめる。

「そう仰おつしやいましたね」

「ああ」

　溜ため息いき混じりに省吾は頷うなずいた。

　だがそんな彼の態度が尚なお更さらに腹立たしいのか――エシェンは次第に声を荒げ始めていた。

「ならば、何故その娘を抱かれるのですか。『血族』のその娘にはショウゴ様どころか光さえ見えていない筈はずなのに！」

　確かにエシェンの言葉は正しい。

　省吾は――以前、エシェンを抱かない理由として、彼女が省吾自身に好意や興味を持っているのではなく、あくまで自分が第一位の姫ひめ巫み女ことしての立場を確固たるものにする為だけに、迫っているという点を指摘した。

　その意味では確かにトリファスキアータも同じだ。

　省吾という個人の人格に彼女は興味が無い。あくまで神の遺伝子を引き継いでいるというその一点のみが、彼女が省吾に身体を開く理由であり――更に言えばそれすらも『血族』の理由であってトリファスキアータ個人の理由ではない。彼女はただ〈長おさ〉にそう言われたからそうしているだけの事だ。

　誰だれでもいい。たまたまその相手が省吾だっただけ。

　その意味ではエシェンとトリファスキアータに差は無い。

　彼女等は共に『香か芝しば省しよう吾ご』という人格など見てはいない。

　だが――

「エシェン。君はトリファを間近に見て、何も感じなかったかい？　トリファと言葉を交わして、何も感じなかったかい？」

　ひどく冷静な口調で省吾は訊たずねた。

「私は――……」

　激情に任せて何か言葉を投げてくるかとも思ったが――エシェンはふと笑みを見せた。

　ただし余裕の笑みではない。慈愛の笑みでも勿もち論ろんない。

　ひどく歪ゆがんだ……己自身にすら虚勢を張る為の様な笑顔だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「私は――憐あわれみを感じました。何も知らない。何も出来ない。何も見えない。『園ガーデン』という名の閉ざされた世界に見えない鎖で繋つながれ、此こ処こまで年月を消費してしまった。彼女は――トリファスキアータは哀れな少女です」

「色々と、聞いたみたいだね」

「ええ。色々と」

　三度溜ため息いきをつく省吾。

（君にこそ憐れみを感じてしまうよ、エシェン）

　誰だれかと出会えば自分の役に立つか立たないかでしかものを見ない。

　エシェンは――きっと永遠に独りだ。

　彼女の世界に他人は居ない。彼女という世界の中心を飾り立てる為の『環境』がそこに在るだけだ。その『環境』の一部が彼女と同様に、生きて、喜怒哀楽を持った人間であるなどと――考えもしない。相手の気持ちを推し量ろうとも悟ろうともしない。

　たとえ群衆の中に在ろうと組織の中に在ろうと――誰と肌を重ねようと、誰と手を繋ごうと、彼女は誰とも分かり合えない。その必要すら彼女自身が感じていない。

　同じ様な――特異な立場に在り、その『環境』に実は縛られ振り回されている少女達。

　エシェンとトリファスキアータを会わせる事で、エシェンがトリファスキアータに自分の鏡像を見てくれるのではないか、そんな期待が省吾には在った。

　だが無む駄だだった様だ。

「彼女にとって唯一の幸運。それはショウゴ様に出会えた事で御座いましょう」

　省吾の内心など恐らく想像も出来ないままエシェンは言葉を続けた。

「そもそも『血族』なる忌まわしくも愚かしい集団の中に育った彼女は、肉体的のみならず、精神的にも『ものを見る眼』が在りません」

（……君がそれを言うか、エシェン）

　ひどく醒さめた気持ちでそんな事を思う省吾。

（ならば君はどうなんだ。〈レネゲイド〉という忌まわしくも愚かな組織の中に生まれ育ちその中での地位を固める事にしか興味が無い君は――『ものを見る眼』が在るのか？）

　勿もち論ろん――言ってもエシェンは否定するだろう。

　ここで省吾の言葉に納得出来る様な視野の広さがあれば、トリファスキアータの存在から翻って、自分自身の在り方に疑問を抱く事だって在った筈はずなのだから。

「彼女は所しよ詮せん――」

「――ショウゴ様!!」

　エシェンの台詞せりふを遮る様にして叫び声が飛び込んできた。

　ペルテアのものだ。省吾が振り返るのとほぼ同時に、彼女の姿が開かれたままの扉の向こうに見えた。

「――！」

　眼を見開いて立ち竦すくむペルテア。

　ベッドに横たわるトリファスキアータと。

　全裸で立つエシェンと。

　そして彼女と向き合う半裸の省吾。

　ペルテアでなくても呆ぼう然ぜんとする様な光景ではあった。

「どうした――ペルテア？」

　エシェンの脇わきを通り過ぎ省吾はペルテアの元に歩み寄った。

　何事も無かったかの様に話し掛けたのが功を奏したのだろう。ペルテアはすぐ気を取り直した様子で頷うなずくと姿勢を正して報告してきた。

「ショウゴ様、御連絡が。父上――ゼブロンからの御連絡が入っております。どうぞこちらへ。御案内致します」

「インペラス卿きようから？」

　と――口にしてから省吾は気付いた。

　ペルテアが何事か言いたげな様子で目配せしてくる。彼女の視線は省吾と、そして彼の肩越しに見えるエシェンとの間を往復した。

（――なるほど）

　つまりは彼女が居る場では口に出来ない相手からの連絡だという事だ。

「トリファ」

　省吾はベッドの方を振り返った。

「急用が入った。続きは明日にしよう。今夜は部屋に戻るんだ」

「ショウゴ様は今夜と仰おつしやったでする」

　身を起こし、珍しく拗すねた様にトリファスキアータが言ってくるのは、やはりそれだけ期待も在ったのだろう。省吾の子を宿す事は彼女にとって唯一の目的なのだから。

「本当に御免。この通りだ、トリファ。明日だ。約束する」

「分かりましたでする」

　それでも本来の素直さを示してトリファスキアータは頷いた。

「エシェン――君も部屋へ」

　省吾は厳しい口調で言った。

　だが――

「私も参ります」

　何かを感じ取ったのか、単に省吾に対する反発からか、そう言ってくるエシェン。

　だがきっぱりと省吾は首を振った。

「駄目だ」

「…………」

「君は今、冷静さを欠いている。部屋に戻れ。感情に振り回されている様な女に姫ひめ巫み女こは務まらない」

　意識して厳しい口調と言葉を選び省吾はそう言い放つ。

　エシェンは――一瞬、まなじりをつり上げて何か言い返そうとしたが、しかしさすがに仕えるべき主への強い反はん駁ばくは得策ではないと気付いたのか――筆頭姫巫女は俯うつむいて小さく『はい』と答えてきた。

「行こう、ペルテア」

　省吾はインペラスの姫巫女を振り返る。

　恐らく――わざわざペルテアが呼びに来た様子からしても、緊急事態かそれに準じる事情が在る筈はずだ。ぐずぐずしていると機を失う可能性が在る。

「ゼブロンさんを待たせるのも悪い」

「は――はい！」

　頷うなずくペルテアの背中を押す様にして省吾は部屋を出た。



　　　



　とある宿屋にレオンとアンジェリットは居た。

　いや――だが厳密な意味ではもう宿屋とは呼べまい。経営する主人の居なくなった建物は既に廃屋だ。未まだ無人となって半日と経過していないので、汚れてもおらず――一時的な休憩場所としては十分以上の場所ではあったが。

「『血族』が消えた事については聞いているな？」

　通信系奇き蹟せき術の漏らす聖光の中でレオンは顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながら、通信相手に告げる。

『ええ。数時間前に――セネカから』

　視界の中で――勿もち論ろんそれはレオン自身の眼によるものではなく、奇蹟術によってセネカ・ルースポリテの五感と直結された状態だ――彼と向き合うのは第四代救世主ショウゴ・カシバである。

「詳しい事は？」

『それは未だ』

「ふむ――」

　レオンは数秒間、黙考してから言った。

「まあ要するに〈レネゲイド〉の連中は『園ガーデン』の位置を突き止めて大量の兵隊と兵器を送り込んだらしいんだがな。実際に突入してみるとまるで手て応ごたえが無い。で――いざ神殿や穴蔵の中に入り込んでみると、抵抗や反撃どころか、『血族』が生活していた痕こん跡せきは在るが、一人の姿も無かったそうだ」

『…………そちらの『血族』も居なくなったとか聞きましたけど』

　と省吾。

「ああ。だから何か血族全体で取り決めでもあったのかもしれんが、そっちに居るトリファスキアータに変化は無いんだな？」

『はい』

「ふむ……わざわざそっちには連絡を取って気取られるのを恐れたか」

『そうなんでしょうか』

「何にしても……これが『代行者パニツシヤー』側の動きと関係が在るのかどうか」

『……え？』

　視界の中で省吾が眼を丸くするのが見えた。

『『代行者』が――関係しているっていうんですか？　『代行者』に滅ぼされたとか？』

「うん？」

　怪け訝げんの表情を一瞬浮かべてから――レオンは眉まゆを顰しかめて言った。

「なんだ、未まだそっちには連絡が行っていないのか？」

『連絡？』

「『代行者』が起動してるぞ。じきに〈イコノクラスト〉の出撃準備にも入るかと思って慌てて連絡を入れたんだが――」

　言ってレオンは窓の外を見み遣やる。

　事前の示し合わせも無い、殆ほとんど無意識の動作ではあったが――アンジェリットが気を利かせて一瞬だけ視覚を切り替えたらしい。レオンの意識に、自分本来の眼で見た光景が飛び込んでくる。

　延々と続く樹海。

　その彼方にぽつんと直立する黒い影。

　多くの者ならばそれは眼の錯覚か――何かの見間違えだと思った事だろう。

　人の輪郭を持ちながらまるで厚みを持たない黒い存在。

　本体無く直立する影。

　それは勿もち論ろん――

『……！』

　再び視界が切り替わり、驚きの表情を浮かべている省吾が見えた。

「『聖せい廟びよう』からもそう離れてない。すぐに出撃要請が来るぞ」

　そう言ってから――ふと表情を引き締めてレオンは言った。

「俺おれの台詞せりふじゃないかも知れんがな」

『……なんです？』

「気を抜くなよ」

『勿もち論ろん――そんな積もりは在りませんよ。いつも気をつけて戦いには臨んでます。負ければそこまでですから』

　少々むっとした様子でそう言ってくる省吾。

　だが……

「いや。お前が緩ゆるんでるとか弛たるんでるとかそういう意味じゃない。そろそろなりふり構わなくなってきてる様だからな――『代行者パニツシヤー』も」

　レオンは再び窓の外を振り返る。

　そこに見える『影』は――何故か常にも増して大きく見えた。



　　　



『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階フェイズ１開始！』

　姫ひめ巫み女こ筆頭としての自信に満ちたエシェンの声が伝声管を通じて響き渡った。

　メリニよりも強く鋭い声は――むしろこうした場合には緊張感をより高めてくれる。起動手順も淀よどみなく小気味よい位だ。

『『聖遺物』励起！　奇き蹟せき術式展開！』

「励起――ッ！」

　掛け声と共に作業員達が大型擬ぎ神しん杖じようを『聖棺』に接続。引き金が引かれると鋭い爆音を伴って、強制的に大型排気用シリンダーが作動。『聖遺物』の玄室の気圧が急激低下。極限まで虚無に近い真空状態を創り出す。

　被ひ曝ばくした『聖遺物』は即座に励起状態へ移行。聖光放出。

　その聖光を奇蹟術師から成る作業員達が聖句によって制御する。

　発動した奇蹟術が生む絶対的な『真空』。

　それは『虚無』である。

　かつて神が世界を作った時、神を取り巻く全てであった『虚無』。全てが存在しない絶対的なる真実の空の領域。その領域を神は怖れ、世界を作った。

　故に『聖遺物』は神の恐怖がその力の全てを解放する。

　思えば業の深い技術だ。

　希望でも喜悦でも感謝でもなく。

　神の恐怖を利用して起こす奇跡。

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

　五氏族が各々管理する塔から報告が飛ぶ。

『聖光発生率毎秒七十奇き蹟せき単位――尚も上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

　そして――

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第二段階フェイズ２開始！』

　アフィニエの伝令で奇蹟師達は第二段階へと移行。

『『聖棺』固定解除！　移動開始！』

　扉の開かれた塔から『聖棺』が軌条レールに乗って滑り出てくる。蒸気と聖光を放ちながら、五つの『聖棺』は惹ひかれ合う様に聖せい廟びよう中央へと移動した。

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生！』

　聖光が明滅する。

　混じり合った聖域が一つの聖域として産声を上げ始めたのである。

　励起状態に置かれた『聖遺物』が相互干渉。

　仮初めの死からの復活を目前にした、鋼鉄の擬神の身震いか……巨大な鋼鉄の人体部品がそれぞれ棺ごと振動し、周囲の空気が轟ごう々ごうと怯おびえる様に唸うなり上げた。

『『聖棺』結合！』

　ほとんど巨大建造物めいた五つの棺が聖廟の中心で連結を完了した。

「整備班、撤収！　ソリッドレインに備え！」

　機械整備班の全員が塔や通路の中へと非難するのを待ち構えていたかの様に、五つの『聖棺』は轟ごう音おんを発した。棺の横側に設けられた排莢口から、『聖棺』内部で連続作動する大型擬ぎ神しん杖じようの大量の空薬やつ莢きようが文字通り雨レインとなって降ってくる。

　やがて――エシェンの声が『聖廟』内部に木こ霊だました。

『〈イコノクラスト〉――結合！』

（堂々としてるな……）

〈イコノクラスト〉の頭部に設けられた主制御室――御者室とも呼ぶが――の闇やみの中で、省吾は一人御者席に座ったままそんな風に思った。

　少なくとも〈イコノクラスト〉の制御支援という意味に限って言えばメリニの時と比べても何ら遜そん色しよくは無い。

　やはり優れた才覚を持った少女なのだろう。

〈レネゲイド〉の一人として生まれなければ、もっと他にその才を活かしてそれに見合った人生を送れたかもしれないのに……そんな風にも省吾は考えてしまう。他の姫ひめ巫み女こ達に言わせればそんな省吾は『甘い』のだそうだが。

　何にしても性格や立場に多少の問題は在るが〈イコノクラスト〉の運用に関してエシェンに不安は無い。脚を引っ張るようならば何らかの方法で彼女の交代を五氏族会議に掛け合う事も考えた省吾だったが――その必要は無いらしい。

（さて――外はどうなってるか……）

　詳しい状況の告知はまだ為されていない。

　レオンがやや意味深な事を言っていたが――問い質ただす前に緊急の出動要請が来た為、彼から聞き出す事も出来なかったのだ。

　勿もち論ろん――〈イコノクラスト〉起動準備と平行して詳細情報の収集と整理は行われている。射出後、それが速やかに報告される手て筈はずとなっている、とは出撃準備に入る前のエシェンからの報告だ。どうも〈レネゲイド〉自身がかなり混乱している様だった。

　とはいえ、やはり状況が分からないままの出撃は不安を覚えざるを得ない。

（いよいよ『代行者パニツシヤー』もなりふり構わなくなった――って一体……）

　レオンの言葉が気になる。

『代行者』は既に〈イコノクラスト〉を敵として認定し――一時的に『人類を苦しめる』という目的を差し置いて、〈イコノクラスト〉を斃たおす事を活動の最優先事項としている様だ。

　ならば今回の出現に関しても『代行者』側には何らかの策が――罠わなが存在すると見て良いだろう。

（心構えだけはしておかないと――）

　そう思って省吾は深呼吸する。

　そして次の瞬間――

「――ッ……！」

　思わず省吾は声を漏らしていた。

　頭ず蓋がいに直接刃物を差し込まれる様な苦痛が省吾の意識の上を這はい回る。様々な作業段階で――特に感覚同調の際に味わう車酔いの様な嘔おう吐と感かんには慣れてはきた。だが――この脳のう味み噌そを直接に掻かき回される様な不快感だけは何度味わっても慣れる事は無い。

　歯を食いしばって絶える省吾。

　そんな彼を知ってか知らずにか――出撃準備を行う姫巫女達の声が飛び交う。

『安全弁解放』

『主制御室聖光流入』

　御者室に聖光が流れ込み、闇やみを一転させる。

　次の瞬間――省吾は白い輝きの中に居た。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇き蹟せき杖じよう起動』

『感覚同調開始』

　意識がぼやけ、大量の情報が省吾に直接雪な崩だれ込んできた。

〈イコノクラスト〉との感覚同調が進んでいる証拠である。

　朧おぼろな意識は神と人間の狭間の領域とも言える。省吾の人格を構成する『殻』が、差し込まれた感覚の楔くさびによってひび割れ、剥はがれ落ちていく。自我の境界すらもが曖あい昧まいになり自分と他者の区別が明確でなくなる。

　奴が――『神』が何ど処こかの闇やみの底からそろりと顔を出してくるのはいつもそんな状態の時だった。



　――くくく……



　今回もまた聞こえてきた。

　あの――とても『神』とは思えない野卑な含み笑い。

　此こ処こまでは以前と変わらない。

　ひどく一方的に『神』が苦闘する省吾を嘲あざ笑わらうだけだ。

　だが……



（――見たぜ、『神』）

　省吾から話し掛けた。

　実際に声を発したのではない。

　声なき声で話し掛けたのである。

　そう。省吾は前回の出撃の際に――意識を今まで以上に深く〈イコノクラスト〉に同調させて『代行者パニツシヤー』達のネットワークに侵入し、その端々に繋つながれていた端末を全て破壊してのけた。

　そしてその際に――実際の映像として『神』の殺害現場を見たのだ。

　人間達に惨めに裏切られ。

　五体を無惨に切り裂かれ。

　憤怒に悶もだえて呪のろいを放った。

　あの――現場。



　――くくく……



（俺おれは見たぜ。あの現場を。あの現場に居たお前自身を）

　それは怨おん念ねんに濡ぬれた『神』の記憶だ。

　あの時――省吾は半ば『神』と同化していた。

『神』が何を想い何を感じたのかを――元々は他人の感覚であるから完全にとはいかないまでも――我が事の様にはっきりと感じ取り認識した。

　だから知っている。

　この世界がどれだけくだらないのかを。

　誰だれも望んでいなかった。

　神ですらも――こんな世界は。

　ただ……



　――くひひひひひひ……



『神』の姿は見えない。

　ひたすら笑い続ける『神』の声だけが聞こえる。

　だが、やがて――



（虚勢を張るのはよせ）

　省吾は告げる。

（俺はお前を知っている。俺はお前が何を考えて何を感じていたのかを知っている。わざわざ何度も出てきて俺を助けてくれた理由についても――想像がつく）

『神』の側からの返事は無い。

　ただ――



　――ひひ……



　笑い声は次第に消え去った。

　取って代わるように〈イコノクラスト〉の感覚を掌握する省吾。

（『神』……か）

　味覚以外の四感が脳に突き刺さる。

　高性能の感覚器官がもたらす激流の様な情報量が、省吾の脳を灼やくかんばかりに殺到して彼の意識をヤスリの如ごとく無理矢理に研ぎ澄ましていく――

「があああああああああああああああああああああああああッ！」

　省吾は獣の様な咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた。



　　　



『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

　再度、新筆頭姫ひめ巫み女こエシェン・コードランの号令が飛ぶ。

『平衡制御奇蹟術式問題なし！』

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中！』

『緊急停止用原罪物質注入！』

　各部状況が矢継ぎ早に報告されてゆく。

『最終安全装置解除！』

　最後の擬ぎ神しん杖じよう十六本が大量の空薬やつ莢きようをばら撒まきながら解除され、押さえ付けられていた〈イコノクラスト〉の身体がいよいよ解放された。

　鋼鉄の擬神は項うな垂だれるかの様な前屈みで一瞬――静止。

　そして次の瞬間……



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　傲ごう然ぜんと反り返りながら咆ほう哮こうした。

『〈イコノクラスト〉起動！』

『起動確認！　続いて緊急射出設備起動！』

　遙はるか頭上で射出口の巨大な蓋ふたが轟ごう音おんを伴って開いた。

〈イコノクラスト〉が頭上を睨ねめる。

　既に時間的には夜を通り越し、早朝と呼ばれる刻限となっている。本来ならば〈イコノクラスト〉が振り仰いだそこには黎れい明めいの青黒い空が広がっている筈はずだった。

　そう。本来ならば。

　そこに光は無かった。

　終わらぬ夜の如ごとき闇やみが『聖せい廟びよう』を覆っているのだった。



　　　



　絶望という言葉が在る。

　それはソロンにおいても比較的――普遍的に使われる言葉ではある。

　いや……死した神の呪のろいが覆うこの世界であるからこそ、それは日常的ですら在った。

　望みは叶かなわない。願いは実らない。幸せは訪れない。

　不幸の只ただ中なかに生き、ただ這はい蹲つくばって更なる不幸が通り過ぎるのを待つ事しか出来ない様な……この希望の枯れた世界であるからこそ。

　だがそれでも。

「…………」

　本当の絶望というものを知っている人間は少ない。

　希望に乏しい事と――それが絶無である事は違う。

　同じ様に見えても全く違う。

　思考が凍り付き、全身が腐り落ちていく様な虚脱感を前にすれば……誰だれもが昨日までの自分達は、未まだ希望を抱いていたのだと思い知るだろう。

「未だ増えるか――」

　レオンは主人の逃げた宿屋の片隅で、アンジェリットの示す情報を眺めて呻うめいた。

　アンジェリットが奇き蹟せき術で彼の目の前に映し出しているのは――『聖せい廟びよう』の光景だ。光を強引に集めてねじ曲げ、レオンの前に結像させているのである。

　巨大な縦穴が開き、いましも〈イコノクラスト〉が発進して来るであろう状況である。

　だが――レオンの眼の焦点はそこに合っていない。

　彼が見ているのはその縦穴の周囲に在る人影だった。

　人影――に似た何か。

　自律型巨大複合呪じゅ詛そ。

「代行者パニツシヤー』である。

　しかも――

「『油断するな』どころの話じゃなかったな……」

「――何か我々に出来ることは？」

　アンジェリットの声にも珍しく不安が色づいている。

　誰の眼にもそれは明らかな絶望的状況だったからだ。

「無い」

　切って捨てる様にレオンは言う。

「歯は痒がゆいが――無い」

「…………」

「祈る事さえ出来ないこの世界では……本当に何も無い」

　静かに『聖せい廟びよう』を取り囲む『代行者パニツシヤー』。

　そう――起動した『代行者』は一体ではなかった。



　　　



　弾丸の速さで射出口を飛び出し――〈イコノクラスト〉は遙はるかな上空へと達していた。

　蒼そう穹きゆうとは名ばかりの曇天が〈イコノクラスト〉の周りに広がっている。雲は分厚く、その上に降り注いでいる筈はずの光の殆ほとんどを遮断してしまっていた。『聖廟』から見上げた空が闇やみに閉ざされていたのはこの為だろう。

　これが『代行者』の思惑の結果なのか、それとも偶然なのかは未まだ分からない。

　偶然ならば出来過ぎな位の舞台状況ではあった。

「…………」

　内臓が持ち上がる様な違和感。

　身体全体に掛かっていた加速の圧迫が消えたのだ。出撃時に展開された射出術式の力を使い切った〈イコノクラスト〉は次の瞬間、自由落下状態に入っていた。

　省吾は着陸に備えて視線を眼下に向ける。

「――!!」

　急速に迫り来る眼下の光景に省吾は愕がく然ぜんとした呻うめきを漏らした。

〈イコノクラスト〉は垂直上昇し、そして下降に移っただけで、水平移動は殆どしていない。つまり眼下に見えるのは見慣れた『聖廟』とその周辺の森の風景だ。

　そこに異物が在った。

　直立する巨大な人型の黒壁――『代行者』。

　それも――

（複数……！）

　一体ではなかった。

　複数の影が確認出来るのは降下の震動のせいばかりでもあるまい。

　一体。二体。三体――

「ハーチェッタ、詳細状況！」

　悲鳴じみた声で省吾が催促する。

『は……はいっ』

　ハーチェッタがやはり悲鳴じみた声で応じてきた。

『『代行者』は正確に等角度、等間隔にて、『聖廟』を包囲中！　その数――』

　しかし彼女の声が告げる前に省吾は数え終わっていた。

　まるで五角形を描くかの様に――正確に等間隔、等距離で黒い影の巨人達は並んでいた。

「五体か」

　敢あえて口に出して呟つぶやいたのはハーチェッタに対する確認の意味もあった。

　だが――

『否――』

　ハーチェッタはそれを否定した。

『計六体です！　ショウゴ様――上空を！』

「――!?」

　愕がく然ぜんとする省吾。

　頭上を見上げると同時に――〈イコノクラスト〉は『聖せい廟びよう』の縦穴からやや北側にずれた位置に着地した。衝撃で視界が揺れるがそれでも彼は暗い空に一際黒く刻まれた人型を確かに視認する事が出来た。

　確かに〈イコノクラスト〉の真上だ。

　そこに六体目が悠然と浮かんでいる。

「六体――六体だって？」

『ショウゴ様。計六体の『代行者パニツシヤー』という事は――』



    

  
    
      



    

  
    
      　ハーチェッタの声は震えていたが――彼女の言わんとする所は省吾にも分かった。

　計六体の代行者パニツシヤー。

　つまりそれは――

「――なるほど」

　省吾は唇を舐なめてそう呟つぶやく。

「確かになりふり構っていられなくなったって事か」



　　　



「――なんだと？」

　五氏族会議――会議室。

　そこでパルマスが震えながら部下の報告を確認した。

「――六体!?」

　それは出現が確認された『代行者』の数であった。

　それは本来――在り得ない数だ。

　一体ですら絶対的な力を持つ『代行者』は複数が同時起動する事は〈イコノクラスト〉が実戦に出るまで無かった事だ。そして〈イコノクラスト〉が『代行者』と戦う様になっても精々が同時に攻撃を仕掛けてくるのは四体だった。

　それが六体。

〈イコノクラスト〉の能力は『聖遺物』に依存する故、未まだその限界は〈レネゲイド〉の技術者達にとっても未知数だが――それでも同時に戦うとなると四体までが限界と見る声が多かった。

　六体の同時襲撃。

　それは即ち――これ以上ない程の明確な絶望的状況という事だ。

「『代行者』は聖数と同じく十六体」

　親指の先を噛かみながら呟く様にタイロイドが言う。

「既に〈イコノクラスト〉によって斃たおされた『代行者』は十体」

「つまり――」

　ゼブロンがタイロイドの台詞せりふを引き取って続ける。

　武人の声も心なしか戦せん慄りつを含んで――硬い。

「――総力戦か」

　六体の『代行者』による同時攻撃。

『聖せい廟びよう』の包囲戦。

　勿もち論ろん――逃げ場など何ど処こにも無い。

『代行者パニツシヤー』は強大な攻撃性奇き蹟せき術の場を帯びており、この『場』は人間の存在子に干渉してその肉体を破壊する。六体の『代行者』が創り出すその絶対殺傷圏がどれだけの大きさを持っているのか――〈レネゲイド〉も具体的に把握はしていないが、それが分かった時は即ち、分かった人間が死んでいる時でもある。

「奇蹟術による空間転移を――」

「無理だ」

　パルマスが口から唾つばを飛ばして喚わめくが、タイロイドが青白い顔でそれを遮った。

「『代行者』がこれだけ近くに、それも複数居るとなると、どんな影響が出るか分からない。最悪――通常の空間に出られない可能性もありますぞ」

「…………！」

　パルマスは絶句して喘あえぐ様な声を漏らすだけだ。

　タイロイドやゼブロンの表情もひどく暗く――厳しい。

　だが……

「なんと――」

　重々しい声が会議室に響いた。

「めでたき日か」

「――コードラン卿きよう!?」

　愕がく然ぜんと発言者を振り返ってパルマスが叫ぶ。

　バルドが恐怖の余り気が違ったのかと思ったのだろう。タイロイドとゼブロンも眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで議長席のバルドを振り返っている。

　だがコードラン家の長は、発狂とも動揺とも無縁の――誰だれの眼にも明らかな理性の色のその瞳ひとみに湛たたえ、至極冷静な表情と口調で言葉を続けた。

「〈レネゲイド〉五百年の悲願成就。『神殺しの末まつ裔えい』の烙らく印いんからの解放。それに手の届く『時』が訪れたと見て良いだろう」

　一同が息を呑のむ。

　議事室に重苦しい沈黙が満ちる。

　それは確かにレネゲイドにとっては悲願成就の時であったろう。『代行者』を全て殲せん滅めつ出来ればこのソロンは神の呪のろいから解放される。それは〈レネゲイド〉が歴史の表舞台に返り咲く時でもあった。

　だが――それもこれも勝てればの話だ。

「何にせよ」

　岩を擦り合わせるかの様な重く無骨な声が響く。

　ゼブロンである。

　剣舞師を――武術家を祖とするインペラスの長は訥とつ々とつとした口調で続けた。

「今は戦いに集中する他在りますまい」

「インペラス卿きようのおっしゃる通りです」

　そう言って珍しくゼブロンの肩を持つのはネロである。

　オトルチ家の長はむしろこの場で唯一――明るい表情を保持したまま言った。

「嘆いていても始まりますまい。此こ処こは我等の救世主殿と、〈イコノクラスト〉の力を信じようではありませんか」

「……それは……」

　勿もち論ろんそれ以外に五氏族族長達に出来る事は無い。

　だが――

（……オトルチの小僧め。この期に及んでもこの落ち着きよう――）

　ネロの様子を眺めながらバルドは考える。

（予想以上に胆力が在るのか）

　これ以上無いという位に絶望的な状況なのだ。むしろパルマスやタイロイドの反応の方が自然なのである。ゼブロンですら落ち着いた言動の端々に焦燥感が垣かい間ま見みえる。

　これは単にネロという青年の精神力の強さなのか。

　それとも――

（――我等の知らぬ所で何か手を打ってあるのか？）

　バルドは自らの不安をも並外れた精神力で抑え込みながら、ネロを静かに見つめていた。



　　　



「――〈破神の弓〉！」

　省吾の命令を受けて、突き出された〈イコノクラスト〉の右腕の一部が展開。

　肩部の大型擬神装置を覆う装甲が開き、突出していた擬ぎ神しん杖じようが一斉に後方へと向く。同時に手首に備わる巨大な歯車状のものが高速回転。

　奇き蹟せき術による力場が発生。

　それは瞬時に変形し、半透明の長大な砲身が右腕に形成された。

「まずは――」

　各個撃破――それが省吾の選択した戦い方であった。

　トロパンカを取り囲んだ四体の『代行者パニツシヤー』を相手にしようとした時と同様の考え方である。ただしあの時とは状況が違ってもいる。

　今現在――既に省吾や〈レネゲイド〉は包囲の真ん中に居るという事だ。

　もし『代行者』が一斉に包囲の輪を狭めてくれば、ただそれだけで彼等の絶対殺傷圏が〈レネゲイド〉の者達を皆殺しにしてしまうだろう。勿論――そうなれば姫ひめ巫み女こ達も死ぬだろうし、彼女等が居なければ〈イコノクラスト〉が本来の力を発揮する事は出来ない。

　何にしてもその包囲を崩すこと。

　それが最優先だった。

　では何ど処こから斃たおすべきか……？

「――上！」

　神なる力を搭載した巨大擬神機といえど、その基本形態は人型である。

　また操る省吾もまた人間である以上――その動きは基本的に人間のそれだ。

　当然ながら人間として肉体構造上持つ弱点や死角は同様に〈イコノクラスト〉にも備わってしまう。勿もち論ろん――全身に装備された感覚器を切り替えて普通の人間なら見る事が出来ない範囲を感知する事は出来るが、それにしたところで、いざ一瞬を争う戦闘となれば省吾の『人間としての感覚と動作の癖』が出てしまう。

　ならば――背後頭上は最も警戒すべき死角だ。

　最初に斃してしまうのが得策だろう。

　だが……

（何かを待ってるのか……？）

『代行者パニツシヤー』側に反応は無い。

〈イコノクラスト〉の出現と同時に攻撃を加えてきてもおかしくはない筈はずだ。いや――それ以前にこうして『聖せい廟びよう』を包囲しているのだから、その輪を縮めるだけで〈レネゲイド〉は全滅してしまうだろう。

（相変わらず不気味だけど――）

　省吾は天を覆う巨大な影に向けて、照準を絞った。

　勿論、照準の微調整は姫ひめ巫み女こ達や〈イコノクラスト〉自身に搭載された奇き蹟せき術式が担当してくれる。難しい事は何も無い。

　省吾に必要なのは巨大擬神機を操り敵を倒すというその意志だ。

　奇蹟術機関の中でどうしても自動化出来なかったのは、その奇蹟を起こそうとする精神そのものなのだから。

（そっちから仕掛けて来ないんなら）

〈イコノクラスト〉の眼を通して上空の巨大な影を睨にらみ据える。

「――先手必勝だ！」

　吠ほえるかの如ごとき叫びを上げる省吾。

〈イコノクラスト〉は大地に踏ん張って両脚を広げて腰を落とし、過剰な程に充じゆう填てんされた聖光に輝く右腕――〈破神の弓〉を傲ごう然ぜんと天に向けた。

『照準調整術式展開！』

『反動制御術式展開！』

　姫ひめ巫み女こ達の声が続けざまに飛び込んでくる。

『代行者パニツシヤー』の側にはやはり動きは無い。

　人型の影とはいっても、それはひどく朧おぼろな輪郭だ。目測だが、雲と同じくらいの高度に留まってたゆたうその姿は――見据えていると遠近感が狂ってくる。

（巨大化――している？）

　元々は〈イコノクラスト〉と同じ程度の大きさである筈はずだが、省吾の視界の端に刻まれた照準・計測用の目盛で比較すれば、それは明らかに以前に見た『代行者』よりも巨大だった。全体的な面積で言えば小さな村一つ分には相当するだろうか。それほどの面積を保つが故かも知れないが、『代行者』はむしろ存在自体が薄くなっている印象すらあった。

（それとも――）

　拡散しているのか。

〈イコノクラスト〉の攻撃態勢が――右腕の仮想砲身バレルに光が膨れあがっていくのを感知できていない筈は無いのだが、それでも尚『代行者』に動きは無い。

　幾つもの安全装置が解除される。

　あとは省吾の気持ち一つで、山を抉えぐり湖を干上がらす強大な破壊力が放たれる。

　省吾は焦点を『代行者』に向けて――

（――いけっ！）

　と意識の中で引き金を引こうとしたその瞬間。
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「――がッ!?」

　最初に感じたのは衝撃だった。

　頭ず蓋がいを割らんばかりの強烈な痛みが省吾の脳を揺さぶった。

「ぎっ……がっ……があああっ……!?」

　意識に亀裂が走り集中が途切れる。

「ぎがっ……あああああああああ!?」

　省吾の叫びと共に右腕の砲身は明滅し始め――やがて〈破神の弓〉は自身を維持できなくなって消滅した。結局の所、〈破神の弓〉は奇き蹟せき術で仮想的に作られた大砲である。省吾の意識を核とする以上、彼が〈破神の弓〉の存在を認識できないならば――認識する余裕も無い程の苦痛に苛さいなまれれば、それは消えてしまうのも道理だった。

（これは……！）

　この苦痛には覚えが在った。

〈イコノクラスト〉の感覚同調を行う際の痛みと同種のものだ。

　ただし――それよりも何倍も激しい。

『ショウゴ様！　どうされました！　ショウ……』

　ペルテアの声は辛かろうじて聞こえた。

　だが――

「あああああああああ………っ！」

　省吾に応答する余裕など無かった。

　姫ひめ巫み女こ達が省吾の身を案じる声を投げてくるが――それらすら苦痛に阻まれ次第に遠ざかっていく。五感そのものが麻ま痺ひして省吾という意識が苦痛の海の中に投げ出される。現実の世界が遠ざかり――そして。

（…………!?）

　代わりに聞こえてくる声があった。

　低く――単調な音の羅列。

　それは奇き蹟せき術の聖句にも似ているが……何か違う。

　もっと何か――呪じゆ文もんじみているというか。

　長く流れる様な抑揚に載せて語られる――長い長い言葉の連なり。

（………………うた……？）

　頭が破裂しそうな激痛の中でふと省吾は思い至った。

　そう。

　それは確かに歌声であった。

　ただし尋常な代物ではありえない。鼓膜の代わりに脳髄を直接揺さぶる異様な歌だ。

　高音と低音が入り交じり聞き覚えの無い単語が禍まが々まがしく繋つなげられる。

　この『歌』は何ど処こから!?

（…………!!）

　疑問を感じる意識が奇蹟術機関に働きかけ――辛うじて再び感覚を〈イコノクラスト〉のそれと繋いだのだろう。見開かれた省吾の眼に束の間の光が戻った。

　次々と切り替わる光景。

　それは――

「ぎッ……がッ……お……落とし……子……!?」

　それらは異形の生物だった。

　俗に『落とし子』と呼ばれる存在。『代行者パニツシヤー』が奇蹟術によって創り出した怪物。ただ人間を嘖さいなむ為の――その為だけの生理機能を与えられ、その為だけに活動する、最悪にして最凶の生物。それは『代行者パニツシヤー』程に強大でも不死身でもないが、代わりに無数の個体がこのソロンに生息していた。

　その怪物共が――人を恐れさせる為だけに創られた歪いびつで奇怪な生物の群れが『聖せい廟びよう』を囲んでいるのだ。何時の間に近付いてきたのかは分からない。だが〈イコノクラスト〉の足下、省吾の眼下に広がる広大な森のあちこちから、異形の生物がうじゃうじゃと湧わいて出てきていた。

　肌色の四肢を持ちながらも蠍さそりを思わせる形態をし、吐き気を催したくなる様な無様な手足と姿勢でありながら、顔面だけは平凡な人間のそれをした化け物。

　それらが群れを成して歌っている。

　まるで狼おおかみが遠とう吠ぼえをするかの様に――のっぺりした顔を天に向けて怪物達が歌声をひしりあげている。
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　いや――

（ち、違う……奴等だけじゃないっ……！）

　省吾――〈イコノクラスト〉は天を仰いでいた。

　歌声は四方八方から省吾を押し包む。

　そう。頭上からもだ。

　空を覆い尽くしていた影は――輪郭が朧おぼろながらも巨大な人型を保ってはいた。少なくとも省吾の意識が途切れ、感覚が分断される直前まで、それは人の形をしていた筈はずだ。

　だが今や朧だった輪郭はますますぼやけ、雲に同化している様にも見える。

　しかもそれは不定形生物アメーバの様に蠢うごめきながらも、何か明確な動きを見せていた。人の形から別の形へ――変形しようとするかの様に。

　何に……？

　それは――

（……顔？）

　さして時間を要さずそれは変形を終えていた。

　眼がん窩かを示す窪くぼみ。鼻び梁りようを示す隆起。唇を示す裂け目。

『代行者』は空中に浮かぶ巨大な顔面と化していた。

　勿もち論ろん――輪郭や目鼻立ち等は尚も曖あい昧まいである。『代行者』が変形したものだと知らずに見れば、空を覆う黒い雨雲が、偶然人間の顔を連想させているだけだと思ったかも知れない。

　だが『代行者』の行動に意味が無い筈が無い。

　それが偶然である筈はずが無いのだ。それは何らかの明確な目的を以もつて形成されたものである筈だった。

（なにを……）

　陰影が描き出す水墨画の様な顔。

　それは酷ひどく原初的な顔の造作だった。

　誰だれにも似ていないが同時に誰にも似ている。

　時には省吾の顔に。

　時にはメリニの顔に。

　時にはバルドの顔に。

　時にはモーリィの顔に。

（くっ……）

　恐怖と苦痛と不安が省吾の気迫をそぎ落とす。

　頭上の『代行者パニツシヤー』を凝視できなくなって――省吾は目を逸そらした。

　だが……逸らした先に立ちはだかっていた筈の巨大な人型の影も、今や淡く揺らめく巨大な顔面と化していた。

　右を見ても、左を見ても――顔が在るだけ。

　省吾を取り囲む六つの顔。

　それらが――歌っていた。

　奇怪な歌を、奇怪な顔が、揃そろって朗々と歌い上げていた。

（……『代行者』が……歌っている……？）

　異様な光景だった。

　だが……

（これは……）

　激痛の最中に――何ど処こか懐かしささえ感じている自分に省吾は気付いていた。

　怪物達の奏でる歌声が省吾の中の郷愁を刺激する。

　省吾の中？

　いや――違う。

　これは……

「がああああああああああああああああああっ！」

　省吾の咆ほう哮こうと共に御者室を満たす聖光が爆発的に明度を上げた。

　反応しているのは省吾ではないのだ。『落とし子』の――そして『代行者』の奏でる奇怪な歌声に反応しているのは〈イコノクラスト〉の方なのだ。

　巨大擬神機の神成る力の源。

　つまり――『聖遺物』

　鋼鉄の筐きょう体たいに封じ込められた神の遺い骸がいが〈レネゲイド〉も省吾も意図せぬ活性化をしている。それが省吾に干渉し、彼の意識を夾きよう雑ざつ物ぶつとして排除しようとしているのだ。

（そういう……事か……ッ!!）

『代行者パニツシヤー』達は〈イコノクラスト〉を斃たおす積もりなど無いのだ。

　そもそも〈イコノクラスト〉は彼等の創造者たる神の遺骸を核として成り立っている。

　そして神は死してもなおその遺体に尋常ならざる力を残している。だからこそ〈レネゲイド〉の始祖達は単に首を刎はねるのではなく、死体を五分割して保管した。そうしないと神は死をも超越して蘇よみがえってくる可能性が在ったからだ。

　現に省吾は何度も神の意識を感じている。

　そして〈レネゲイド〉も必要以上の『聖遺物』の活性を防ぐ為に『原罪物質』を注入し、循環させる事で、〈イコノクラスト〉が神そのものになってしまう事を防いでいる。

　ならば……

（……この歌で……『原罪物質』の効力を相殺……？）

　そして神の上に支配者として乗っている邪魔な人間の意識を――奇き蹟せき術機関の行使主体として搭載されている省吾の精神を排除してしまえば、神は〈イコノクラスト〉そのものを依代として復活するのではないか……!?

「……ぎいっ……が……」

　そうはさせない。

　省吾は精神力を振り絞って脳に切り込んでくる苦痛に抗する。

　だが――

「……！」

　省吾の視界に無数の顔が映った。

　ぞろぞろと押し寄せる波の様に〈イコノクラスト〉に押し寄せてくる落とし子の群れ。

　それは歌声に反応してか、あるいは元々そういった生理機能を持っているのか――ぐにゃりとその顔を変形させていった。

　基本造作は変わらない。

　眼が在って。口が在って。鼻が在って。

　だが微調整の結果としてそこに描き出されたものは――

「あ……がああああああ――！」

　無数の。

　少女の笑顔。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　それはかつて省吾を救ってくれた少女の顔だ。

　乗り越えたと思っていた。克服できたと思っていた。

　だが――『切り捨てる』事と『乗り越える』事は違う。

　この顔を見せられて何の心の揺らぎも生じさせない様にはなれない。

　モーリィ。

　哀れな殉教者の少女。

　激痛は省吾の見せた僅わずかな隙すきから、彼の精神の奥へと更に入り込んでくる。

「あ！　ああ！　ぎああ！　あ！　あがああああああああああッ!!」

　痙けい攣れんし絶叫する省吾。

　開かれたままの彼の瞳ひとみに――感覚器に接続されたままの彼の視界に〈イコノクラスト〉を這はい登ってくるモーリィの群れが映っていた。

　虚うつろな眼差しで彼女は笑っている。

　笑ったまま――やはり歌声を上げていた。



　　　



　巨大な顔と化して歌い続けながら、六体の『代行者パニツシヤー』は次第に己の領域を広げていた。しまいには互いに重なり合い、それでいてなお広がり合っている。

　元々『代行者』に『個』の意識は無い。

　それは神の影であり遺志である。同じ人間から端を発した文字通りの影法師――それらは個としての体裁を取りながらも根本的な所で繋つながった同じモノだった。

　故にそれは別に驚く様な事ではなかったろう。

　曲面状に互いを延ばし合った『代行者』達は、半球状の膜を成して『聖せい廟びよう』を包み込んだ。

　幸か不幸か――『代行者』達はその力の全てを『歌』に注ぎ込んでいるらしく、絶対殺傷圏は消滅していた。完全に囲まれはしたものの〈レネゲイド〉の者達の中には誰だれ一人塵ちりとなって消滅する者は居なかった。

　だが……

『聖廟』一帯は夜の様な暗さに包まれた。

　最も早はや、曇天どころの話ではない。

　夜よりもなお暗い――月も星も無い完全な暗夜の空が〈レネゲイド〉の本拠地を覆っている。限りなく薄く、しかし一切の光を遮断する濃密な闇やみの半球が〈イコノクラスト〉を中心として展開された。

　そして――

（聖歌による〈イコノクラスト〉への干渉率、九九．九九九九……％）

（次段階への移行について）

（単純呪じゅ詛そ形態への変質分解を提案する）

　互いの領域を共有し合うに至った今――『代行者パニツシヤー』達は常にも増して高速で濃密な情報交換を繰り返している。それは最終的な合議であり予あらかじめ設定されていた作戦に対する微調整と確認の為のものだった。

（肯定する）

（変質分解後の展開範囲について）

（ソロン全土を提案する）

（肯定する）

（単純呪詛形態による〈存在子イグジス〉を有するあらゆる対象への影響率算出を要求する）

（算出完了。影響率、一〇〇．〇〇％）

（同じく〈イコノクラスト〉への影響率算出を要求する）

（算出完了。影響率、九九．九九二％）

（単純呪詛形態への変質分解段階への移行実施を提案する）

（肯定する）

（肯定する）

（肯定する）

　…………



　　　



「あああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　既に絶叫しているという自覚すら省吾には無かった。

〈イコノクラスト〉に乗っていると自我の境界が曖あい昧まいになる事が何度か在った。これは本来自分の肉体という『限界』を越えて、〈イコノクラスト〉の筐きよう体たいを自らの肉体の延長として操る作業をする為であったろう。

　臓器移植の際に免疫抑制剤を投与して自分の中の臓器が『異物』と認識されないようにするのと同じく――〈イコノクラスト〉を自分の手足として操る為には、自我境界面を緩ゆるめる必要が在ったという事だ。

　だが……



　――讃たたえよ！　讃えよ！　我を――讃えよ！

　――ひひひひひ！　ひひ！　ひ！　ひひひ！

　――崇めよ！　我は唯一にして絶対の創造者であるぞ……！



　何ど処こかで誰だれかが吠ほえている。

　鳴り止まぬ『歌』に合わせて叫んでいる。

　恍こう惚こつと憎悪の入り交じった異様な声だ。

　誰の？

（…………ああ。そうか）

　聖光の輝度が増す御者室の中で省吾はゆっくりと悟る。

（他に誰が居る？　こいつは――）

　神だ。

　そう認識した途端に――意識に差し込まれていた苦痛が緩ゆるやかに溶けていく。

　同時に幾つか理解出来た事が在った。

（神は――神だったものは）

　確かに〈イコノクラスト〉の中に在る。

　だがそれは既に死体だ。もの言わぬ、もの思わぬ、ただの骸むくろ。神の遺い骸がいだからといって分割されてもなお生きている筈はずが無い。そもそも元はといえば神も省吾と同じ人間なのだ。この世界の特性として腐敗はせずとも、死体に自我や主体はもう残っていない。

　部品単位に分割され、電気を遮断された、コンピュータの部品の様なものだ。

　作動していない。そこに意識など無い。

　では省吾に話し掛けていたあの声は一体何か？

（俺おれ自身――か）

　奇き蹟せき術と同じだ。

　いや奇蹟術そのものと言っても良いだろう。

　あの声を支えていた自我は省吾のものだ。奇蹟術に主体が必要な様に――奇蹟術機関の集合体たる〈イコノクラスト〉にも主体が必要だ。その部品として省吾は取り付けられている訳だ。だが一つ一つの術式を省吾が意識している訳ではない。それらの複雑で膨大な術式は省吾という部品を通じて具現化・活性化しているだけで、基本的には予あらかじめ刻み込まれた術式情報に従って自動的に励起される。

　ならば……『聖遺物』の脳の中に残った記憶はどうなる？

　そう。

　省吾は遺体の脳の中に刻まれた記憶を基に、自分の脳で神の存在を演算エミュレートしていただけだ。神の記憶を覗のぞき見、神ならばこう考えこう喋しやべるだろうと、無意識の内に判断して自分の中で再構築していただけだ。

　省吾という『装置』に神の記憶メディアを接続して再生した様なものか。

　神が妙に卑しい物言いであったのは――省吾が最初に与えられた『人を恨み呪のろう神』という印象からの反射だ。『こういう奴なのだろう』という否定的な気持ちが――神に対する嫌悪感が神に個性を与えていたのだ。

　だが……

（俺おれは――見た）

『代行者パニツシヤー』の側に保存されていた神の最後の場面。

　あの最後の場面で垣かい間ま見みた神の意識。

　それは――今まで省吾が感じてきた神の存在と微妙にずれていた。

　省吾は自ら生み出した神の個性パーソナリティに疑問を持ったのだ。だからこそ今省吾の脳裏に響いてくる神の――演算された神の言動にも微妙な変化が生じていた。



　――我を讃たたえよ！　我を崇めよ！　さすれば汝なんじ等の希望に我は応こたえるであろう！

　――我は神である！　我は造物主である！　我は支配者である！

　――諸物よ！　我に従え！　我は……我は……！



「――神。答えろ神」

　省吾はそう問い掛ける。

　勿もち論ろん――それは自分の脳内に再現された神に対しての確認作業だ。実際の質疑応答ではなく省吾の意識に繋つながっている記憶槽――神の脳から情報を引き出すための手順、儀式に過ぎない。



　――我を崇めよ！　崇めよ！　崇めよ！



「答えろ、神。これは何だ!?　この歌は!?」



　――栄光の時代、我を崇め讃えたる者共の奏でし旋律。

　――其は『聖歌』なり。



「……聖歌？」



　――その通りである。我を讃え、我を崇め、我に縋すがり、我に頼り、そして――我を裏切った人間共の歌である。欺ぎ瞞まんに満ちた偽りの歌である。



「聖歌…………」

　その単語は何故か奇妙に哀かなしい響きで省吾の舌の上に残った。



　　　



　同時刻――『聖せい廟びよう』内。

　飛行船〈フルヴァイル〉を含め本来ならば〈イコノクラスト〉と同時に発進しその支援を行う五氏族の飛行船は、未まだ発着場に固定されたままである。『代行者パニツシヤー』が発着場付近に居座ったままである為に、迂う闊かつに飛び立てないのだ。

　よって姫ひめ巫み女こ達は地下の発着場にこもったまま〈イコノクラスト〉の支援操作のみを行っていた。

「ショウゴ様、ショウゴ様っ！」

　ペルテアが叫ぶ。

　インペラス家が飛行船を失った今、彼女は――コードラン家の飛行船に間借りしている状態だ。飛行船が再び建造されるまでの間、彼女専用の支援座はエシェンのそれと背中合わせの形で〈フルヴァイル〉内部に固定されている。

「ショウゴ様！」

　呼び掛けるペルテアの声は恐慌寸前だった。

　無理もない――彼女が最後に聞いた省吾の声は絶叫だった。一体どんな事をされればあんな声が出るのかと、怖気をふるう程の凄せい惨さんな声の爆発が通信用奇き蹟せき術回路を通じて聞こえてきた。

　そしてその後に彼との通信は途切れた。

　今は奇蹟術の場が重なり合う事で生じる雑音が聞こえてくるばかりだ。未だ〈イコノクラスト〉への支援用回線は生きているので、完全に省吾との繋つながりが断たれた訳ではないが、これでは彼が生きているのか死んでいるのかすら判然としない。

「ショウゴ様……！」

　十数回目の呼び掛けにも反応が無いと知り――ペルテアは考えを切り替えた。

　省吾の身の安全が気掛かりな女心とは別に、ペルテアの中の、姫巫女としての部分、そして武術家としての部分は、無む駄だと分かった行為を繰り返すのをよしとしない。この土壇場の胆力はインペラス家の直系であるが故だろう。

「ハーチェッタ！」

　眼前の計測器が書き出す数値に視線を走らせながらペルテアが叫ぶ。

「『聖遺物』の異常活性はどんな状態？」

『依然、継続中！　活性数値が尋常じゃないわ！』

『こっちも見た事の無い数値ばっかりよ！　セネカ、ショウゴ様の〈イコノクラスト〉との感覚同調率はどうなの？』

　アフィニエからも反応が返ってくる。

　彼女の声にも動揺と不安が色濃い。

『計測不可能状態。ただし『聖遺物』の活性数値の上昇と比例――いえ、それを上回る感覚同調率の上昇率だった事を考慮すれば、今なお――』

　セネカの声はそれでもなお冷静ではあった。

　非情と言えば非情だろうが――狼ろう狽ばいするばかりでは意味が無い。本当の意味で省吾の身を案じているのは姫ひめ巫み女こ達だけだ。彼女等が何とか状況を把握して打開策を打たねば、誰だれが省吾を助けてくれるというのか。

「〈イコノクラスト〉との同調は進行中――か」

　セネカの言こと葉ば尻じりを拾ってペルテアは言った。

『そう。依然として異常な程の同調率で』

　言い足すセネカ。

　焦燥感に爪つめを噛かむペルテア。

　異常な同調率を示す事は過去にも何度か在った。

　だが――ここまでの数値を示した事は無かったし、大抵の場合、それはすぐに〈イコノクラスト〉の行動に表れた。省吾の本能が直結してあの巨大擬神機を動かしているかの如ごとく、異様に素早い動きで〈イコノクラスト〉は『代行者パニツシヤー』を破壊した。

　今回は違う。

〈イコノクラスト〉はまるで動きを見せていない。

　しかもその異常活性と異常同調の原因は――前後の状況からして間違いなくあの『代行者』達が歌う『歌』にある。

　これは一体何なのか？

　攻撃なのか？

　それとも――

『みんな、見て！『代行者』が――』

　突如――切迫したハーチェッタからの声が飛んできた。

　ペルテアは素早い動作で手元の水晶版を切り替えた。奇き蹟せき術により引き込まれた光がそこに投影され、外部の状況が映し出される。

　そして――

「……なに!?」

　目を丸くした。

〈イコノクラスト〉のあらゆる関節部分から聖光が漏れ始めていたのだ。

　もはや数値では捉とらえきれない程の異常活性を今なお継続中の『聖遺物』。それによって爆発的に膨張した聖光が〈イコノクラスト〉の体内には行き場を失い始めているに違いなかった。

　一条、二条……と、まるで太陽か月でも体内に宿したかの如ごとき光を〈イコノクラスト〉は関節部分の隙すき間まの至る場所から、放射状に放っていた。放ち続け――そしてその光条の数は更に増えている。

　恐怖と感動は紙一重なのだという事をこの時ペルテアは実感として知った。

　天を仰いで幾条もの光を放つ巨人の姿は、美しくさえあった。

　そしてそんな〈イコノクラスト〉を――

「あれは……」

　半球状に相互連結した『代行者パニツシヤー』達が取り巻き、回転し、そして、半球の内面から無数の黒い触手を伸ばし始めた。

　触手というよりはたなびく煙と言った方が近いかもしれない。

　実体としての存在感は無い。

　ひどく薄っぺらく淡いそれは……拡大して見れば無数の点の群れからなっていた。詳細な形は見て取れないが――点はそれぞれ蠢うごめいている。まるで小さな羽虫の大群が列を成して〈イコノクラスト〉に向かっているかの様だった。

『あれは何!?』

　アフィニエの声に応こたえたのは――

「おそらく――『呪じゅ詛そ』よ」

「――！」

　背後から聞こえた肉声にペルテアは振り向いた。

　何ど処こか悽せい愴そうな雰囲気を湛たたえた微笑を浮かべ――其そ処こにエシェンが立っていた。

「あなた、持ち場を――」

「今はあそこに座ってても無む駄だでしょ？」

　肩越しに目で示したのは、エシェンの座だ。

　無人の椅い子すの前で、計器類だけがひっきりなしに針を振り乱している。確かにあそこに座っていても己の無力感を突き付けられるだけだ。それはペルテアにもよく分かる。

「『代行者』は高密度に圧縮された神の呪詛の集合体。あれはおそらく自らの体を紐ひも解といている様なものと推測される」

「『代行者』が自らを解体してるっていうの？」

「不思議な事じゃないでしょ？」

　察しの悪いペルテアをせせら笑うかの様にエシェンは言った。

「以前の戦闘記録にも『代行者』が自らを変質させてそれを攻撃にした例が在る」

「…………」

「もっとも……これは厳密に言えば攻撃ではないんでしょうね」

　水晶版を見下ろしながらエシェンは言った。

「『代行者パニツシヤー』は〈イコノクラスト〉を斃たおす事を放棄したのよ」

「放棄……？」

　ペルテアは眉まゆを顰しかめて言った。

「おかしいでしょ？　それは『代行者』の存在意義に矛盾――」

「何ど処こが矛盾するの？」

　エシェンは翳かげりを色濃く含んだ笑みで言った。

「むしろ当然至極ではないかしらね？　『代行者』の存在理由――それは『神』を裏切った人間に絶望感を与え続ける事。たった一度の絶望ではなくて、永遠のね」

「そうよ。だから――」

「逆に言えば」

　ペルテアの台詞せりふを遮る様にしてエシェンは続ける。

「永遠の絶望を与え続ける事が出来れば『代行者』はその形態に固執する必要は無いのよ。彼等はそもそも神の影で――自我や主体も無いのではないかと言われているでしょう？」

「それは――」

　ペルテアもそうした説は聞いた事が在る。

　だが……

「そもそも『代行者』の形態には限界が在った。死の間際に神が編んだ呪じゅ詛その量に限界が在ったからよ。本来ならば『代行者』という限定的な形を採るのではなくて、呪詛を存在子や奇き蹟せき術の様な『摂理』としてこの世界に組み込めれば良かったんでしょうけど」

「エシェン。貴女何を――」

「つまり」

　黙って聞けと言わんばかりにエシェンは語調を強めて言った。

「『代行者』はこの世界全体を呪詛で覆う事にしたのよ」

『無理よ！』

　飛び込んできたのはハーチェッタの声だ。

　通信回線を通じてペルテアとエシェンのやり取りを聞いていたのだろう。

『世界を覆うには呪詛の量が足りない！　それが可能なら――『代行者』は自己増殖出来るという事になるわ。斃しても斃しても終わらない。でも呪詛の編へん纂さん量には限界が在る。十六体という数字はそこから――』

「自己増殖の必要は無いわよ？」

　エシェンは言った。

「〈イコノクラスト〉が増やしてくれるから」

「……!!」

　愕がく然ぜんとペルテアは眼を見開いた。

『つまり――』

　ハーチェッタの声が戦せん慄りつに震える。

『イコノクラストを取り込んで――呪じゅ詛そを再生産……』

　元々『代行者パニツシヤー』は神が創り出したものだ。

　そして〈イコノクラスト〉は神の遺い骸がいを再利用して創られた擬神だ。

　ならば〈イコノクラスト〉を乗っ取って利用する事により――『代行者』達は増殖し世界を覆い尽くす事も可能ではないか……？

『代行者』の数が限られていたのはあくまで神が死の間際に創ったからだ。だが神の肉体と――消失した自我の代わりに省吾の意識を核とする事で、呪詛は――新たな『代行者』を創る事は出来る。

　そう。たった一体で世界を覆い尽くす様な『代行者』を。

　不可能とは言えまい。

　そもそもこの世界の全ては神の想像力が生み出したものなのだから――

『なるほど』

　この期に及んでもセネカの声は冷静さを失っていなかった。

『エシェンの説が当たっているみたいね』

「……！」

　振り返ったペルテアは水晶版の中の光景を見て絶句した。

　今や『代行者』を紐ひも解といて出来上がった無数の『触手』は蜘く蛛もの糸の様に〈イコノクラスト〉を四方八方から絡め取っている。しかもそれは次第に数を増やしつつあった。

　ぞわぞわと蠢うごめく『糸』が広がっていく。

　その中心で光を放つ〈イコノクラスト〉。

　まるでその様子は――〈イコノクラスト〉が、省吾が、世界を呪のろい、毒気を吐き出しているかの様にすら見える。『歌』により必要以上に活性化された――神が生きていた頃ころに極めて近い状態に励起された『聖遺物』を媒介として、呪詛は神の脳の中に還元され、増殖し、再編へん纂さんされ、そして放散される。

　これが『代行者』達の狙ねらいだったのだ。

　ぞわぞわと蠢く呪詛の糸が広がっていく。

「くっ――」

　ペルテアは唇を噛かんだ。

　駄目だ。これを防ぐ手だては無い。セネカもハーチェッタも沈黙したままで――奇き蹟せき術や呪詛に詳しい彼女等ですらただ座して見守るしかないという事なのだろう。

「エシェン――貴女は」

　振り返ったペルテアの視線の先。

　そこでエシェンは独り艶えん然ぜんと笑っていた。

　その何ど処こか暗さを含んだ眼差しは依然としてペルテアの方向に向けられてはいたが、ペルテアを見ているかどうかは分からなかった。彼女の瞳ひとみはまるで何処か遠くを眺めているかの様にも――無限の彼方に焦点を合わせているかの様にも見える。

　仄ほの暗ぐらい恍こう惚こつ感かんだけがその顔には在った。

（この子がずっと沈黙してたのは……）

　ペルテアはぞっとした。

　トリファスキアータから有効な情報を引き出し損ねた事で――あるいは彼女はバルドに見限られたのかもしれない。実際にバルドが見限ったかどうかではない。彼女が『もう駄目だ』と思いこんでしまっただけかもしれない。

　何にしても……自らの気位の高さから、それに見合う実績を残せなかった彼女は、言うなれば自暴自棄になったのかもしれない。

　硬い刃ほど折れたり欠けたりもしやすい。

　絶望した彼女は――むしろこの状況を喜んでいるのではないか？

　世界を道連れに破滅する事が出来ればむしろ望むところだと。

　だから『代行者パニツシヤー』の意図にいち早く気付きながら――黙っていたのではないか？



    

  
    
      



    

  
    
      『どうするの？　どうしたらいいのよ!?』

　悲鳴じみたアフィニエの声が問うてくる。

　だが答えられる者は居ない。

　水晶版に映る光景は益々凄せい惨さんなものになりつつあった。

　ぞわぞわと広がる呪じゅ詛その糸が周りの光景そのものを覆い尽くそうとしていた。

　まるで油でも流したかの如ごとくどろりとした動きで黒い領域が――それは全て呪詛の糸が折り重なった、いわば呪詛の布だ――広がっていく。それ自体が生きているかの様にぞわぞわと動いて何もかもを呑のみ込んでいく。

『聖せい廟びよう』周囲の森林は、そっくりそのまま呪詛に飲み込まれていた。

　その輪郭は残っている。形は森林のままだ。

　だがそれらは今や黒い。

　葉が。幹が。枝が。恐らくは根も。全てが黒々とした色に染まり――蠢うごめく呪詛によって細かく震えていた。

　この勢いなら……ソロンの全土に広がるのにも数日と掛かるまい。

『聖廟』から最も近い街としてはプロトロスが在るが――恐らく数時間後にはそこに呪詛の領域が達しているだろう。たとえ警報を発したとしても逃げるのは間に合うまいし、何より逃げる先が在るとも限らない。

　そしてそれは当然――〈レネゲイド〉の者達にとっても同じだった。

「……っ！」

　ペルテアは視界の片隅で蠢くモノに気付いて愕がく然ぜんと振り向いた。

　ムカデの様に。ミミズの様に。

　ぞわぞわと蠢きながら、扉と壁の隙すき間まから、窓と壁の隙間から、装置の隙間から、大量の呪詛が漏れ落ちてきて――更に床を、壁を、天井を、装置を、そして人間の上を這はって近付いてくる。

　飛行船の乗員達が悲鳴を上げる。

　皆が近付いてくる呪詛に恐怖し、手近なものでこれを叩たたいたり、腰から銃を抜いて撃ったりしていたが、勿もち論ろん、そんな事で実体の無い呪詛の侵攻を停とめられる筈はずが無い。中には己の身体の上に這い上がってくる呪詛に悲鳴を上げ――恐慌の末に、抜いたナイフで己の身体を刺す者さえ居た。

　怒号と。悲鳴と。銃声と。血ち飛沫（しぶき）と。

　様々なものが飛行船の船内を飛び交った。

　そんな中で――

「ふふ……」

　エシェンが笑う。

　勿もち論ろん、彼女の身体の上をも呪じゅ詛その糸が這はい回っている。

　だがむしろ彼女はそれを愛いとおしげに指先で触れた。

　ぞわぞわと増える呪詛はエシェンを覆っていき、やがては彼女も黒いだけの人型になった。その姿はまるで――人間規模の『代行者パニツシヤー』の様ですらある。

　世界が。人類が。

『代行者』そのものに汚染される。

　その結果として生まれる不幸と苦痛がどれ程のものなのか――ペルテアには想像もつかない。想像したくもない。

「あ、あ……ああ…………」

　ペルテアは己の手足を見て絶望の吐息を漏らす。

　彼女の手も今や蠢うごめく闇やみに覆われて黒く染まり果てていた。いや――勿論その手足のみならず肌の上を無数の呪詛が覆い、腰から胸へ、胸から首へ、首から頬ほおへと上がってくる。全身を無数の虫が這い回る様な悪寒にただただペルテアは震えた。

「ショウゴ様……！」

　最後にペルテアが叫んだのは愛しい救世主の名だった。

　だがそれすらも瞬く間に増殖する闇が呑のみ込み――

　…………

　程なくして『聖せい廟びよう』は暗黒と静寂に閉ざされていた。



　　　



　抗う余裕などまるで無かった。

　窓から、床板の隙すき間まから、扉と床の境目から――ありとあらゆる場所から大量に流れ込んできた呪詛の文字列は、瞬く間に部屋のあらゆる面という面を覆い尽くしていった。

　床も。扉も。壁も。窓も。天井も。家具も。

　そして勿論――人体も。

「くっ――」

　短い呻うめきを漏らしてアンジェリットが倒れ伏す。

「アンジェ！」

　短く叫んで駆け寄るレオンに大量の呪詛がまとわりつき、その体たい躯くを闇色に塗り込めていく。咄とつ嗟さにアンジェリットが展開した奇き蹟せき術の障壁も長くは保たなかったのだ。

　それが押し寄せてくるのを見た瞬間――優秀な奇蹟術師であるアンジェリットはそれが『代行者』の本体を構成していた呪詛そのものであると看破した。そして即座に手元の擬ぎ神しん杖じようを使って防御術式を展開したのである。

　だが――それは押し寄せる津波にバケツで抗する様なものだ。

　そもそも純粋な奇き蹟せき術情報の集合体である呪じゅ詛そは――いわば負の聖句だ。

　これから身を守るのに必要なのは物理的な障壁ではなく、奇蹟術情報そのもの。つまりはどれだけ高速で術式を編へん纂さんしてこれにぶつけるかという『強さ』ではなく『速さ』の方が問題になってくる。

　だが人間の身で術式を編む速度などたかが知れている。

　即座に意図を察知したレオンも加わって押し寄せる呪詛に対抗しようとしたが――瞬く間に二人の術式は流れ込む呪詛に押し潰つぶされ、共に呪詛の黒い波にまみれてしまった。

　勿もち論ろん……彼等の側そばに居たメリニも、そしてベッドの上に寝かされていた花か梨りんも例外ではない。押し寄せた呪詛は、数秒とはいえアンジェリットとレオンが展開した防御にせき止められたが故に、それが破られた時、以前にも増す勢いで部屋を埋め尽くした。

「あ……あああ……あああああ……!!」

　メリニが悲鳴をあげる。

　まるで黒い水の中に浸かるかの様に、視界を下から黒い影が覆ってゆく。

　全ては瞬く間に闇やみに閉ざされ、自分の全身の感覚すらも遠ざかる。

　一体自分はどうなったのか？

　立っているのか？　横たわっているのか？

　それ以前に――自分は生きているのか？

　それとも死んでしまって恐怖の残像だけがそこに在るのか？

　分からない。

（あああああああああああ）

　ただメリニは声にならない悲鳴だけを上げ続ける。

　そして――



　　　



　呪詛は迅速にその領域を拡大していった。

〈イコノクラスト〉を一種の高速増殖炉として利用した『代行者パニツシヤー』は、その存在を希薄化させつつもソロン全土に広がろうとしている。勿論――当初の神が十六体の『代行者』を作るのが限界だった様に、たとえ〈イコノクラスト〉を使っても瞬間的にソロン全土を覆える様な呪詛を編み上げる事が出来る訳ではない。

　だが……それでも網目状に広がった呪詛はこのソロンという世界そのものに影響を与え始めていた。

　呪詛の伝でん播ぱ速度には地域差が在った。

　一瞬で全てを覆われた者は未まだましであっただろう。彼等は恐怖を恐怖として感じる間も無く呪じゅ詛その中に取り込まれていった。

　だが『聖せい廟びよう』から遠く離れた街や村でも身体の一部を――あるいは殆ほとんど全部を呪詛に浸食されて悶もだえ狂う者達の姿が見受けられた。

「なんだ――なんだよこれ!?」

「ひいいいいいいいいいッ!?」

「助けッ……嫌ぁ、あ！　あ！」

「あああああ!?　ああああ！」

　…………

　勿もち論ろん『代行者パニツシヤー』が意図した絶望と恐怖とはこんなものではない。

　これでは単純に過ぎる。何より永続しない。

　あくまでこれは、より確実で残酷で、どこまでも忌まわしい恐怖と絶望をもたらすための下準備に過ぎない。呪詛に飲まれた者達はその存在子イグジスに干渉されてその在り方を書き換えられてしまう。より残酷な未来の演出の為に、『代行者』達は舞台やその上に登るべき役者さえもを作り替えようとしていたのだ。

　二度と〈イコノクラスト〉などという不ふ遜そんな兵器を作って対抗しようなどと、人間達が考えない様に。

　そんな中――

「があああああああああ！」

「死ねッ！　死ねええ!!」

「ふざけんなッ！　ふざけんじゃねえぞ！」

「っしゃらああ！　あああ！　るああ!!」

　呪詛に覆われきらぬ者達の間で怒号が巻き起こる。

　だがそれは奇妙な光景ではあった。

　怒り狂う者達の視線の先には誰だれもいない。

　たまたま振り回される視線の先に誰か居る事は在っても、そこに焦点が合わされる事は無い。怒る者達はただただ虚空に向かって吠ほえていた。そこに何かが居るかの様に――罵ば声せいを浴びせ、怒号を放ち、やがてそれは言葉にもならぬ吠え声になっていく。

　狂気の光景だった。

　黒い糸に絡み付かれてのたうつ者達と、その間を言葉にもならぬ吠え声を放ちながら徘はい徊かいする者達と。理性などそこには断片も残っていない。

　そんな場面がソロンの全土で同時に発生していた。

「るおあ！　ああ！　だらあ！」

「があ！　んるわ！　ろあぁあ！」

「ごるぁ！　ああ！　ぶるわぁ！」

　………………

　勿もち論ろん……彼等は知らない。自覚が無い。

　彼等の脳を支配しているその怒りの感情は彼等のものではない。

　呪じゅ詛そを介して伝でん播ぱしてきた他者の憤怒だ。

　それは一体誰だれの？

　勿論――



　　　



　ふと気付くと――省吾は白い光の中に居た。

　それは聖光とよく似ているが――何か違う気もした。

　自分が立っているのか横たわっているのかも分からない。そもそも上下の感覚が無い。まるで呼吸できる状態で水の中に居るかの様だ。白い虚無の中で彼はただ立つでも座るでも横たわるでもなく『存在』していた。

　そして……

「…………」

　ゆらりと省吾の眼前が――既に肉体としての眼が彼に在るのかどうかも疑問ではあったが――揺れる。

　次の瞬間そこには一つの人影が生まれていた。

「鏡……？」

　呟つぶやく省吾。

　反射的な言葉であったが、それはすぐ誤りなのだと分かった。

　光の中に見つけたのは――陰影だけで形作られた省吾自身の姿であった。少なくともそこに在るのは鏡ではない。色がそっくり抜け落ちている。

　香か芝しば省しよう吾ごの形けい骸がい。

　そんな印象が在った。

「俺おれは――死んだ？」

　呟いてみても答えは出ない。

　だが次の瞬間に省吾は悟っていた。

　目の前に立つ香芝省吾の似姿は――

「――神か」

「そうとも」

　モノクロの省吾は顔をあげて言った。

「ただし正確に言えばお前が知っている通り――俺おれは『神』そのものではない」

　何ど処こか皮肉げな笑みを浮かべて省吾の偽物は言った。

「神の脳構造に残された記憶野から引き上げた情報を基に、お前、香か芝しば省しよう吾ごの印象と想像力を繋つなぎとして再構築された神の模倣物だ。俺の思考を動かしているのは香芝省吾、お前自身だ。おれはお前の脳の片隅に間借りした幻影に過ぎない」

「…………」

　省吾は頷うなずく。

　それが事実であると瞬時に理解できたのは――やはりそれが省吾の脳から出た言葉であるからなのだろう。

「今――俺は、世界は、『代行者パニツシヤー』は、どうなってる？」

「どうも」

　神は肩を竦すくめた。

「今の定義にもよるがな。此こ処こは一種の情報空間だ。ネットワーク上での時間経過は必ずしも現実のそれと同じとは限らない。そうだな。クロック周波数が違う――とでも言えば分かり易いか？」

「異世界の神の癖にそんなコンピュータ用語を知ってるのか」

　ふと省吾は苦笑する。

　油断して良い状況でも無いのだろうが――この神にはあまり警戒心を覚えない。

「言ったろう？　お前が俺の脳から記憶を吸い出している様に、お前の脳に間借りした俺という人格もお前の記憶を利用できる。コンピュータの概念なんてのも理解できて当然だな――それはさておき」

　あるいは――それが自分の脳の一部で演算されているだけの存在だと理解しているからかもしれない。意志を持って省吾を傷つけようという他者は存在しない。どれだけ好き勝手に喋しやべっている様に見えても、それは省吾の中で再現された幻に過ぎないのだ。

「世界は――ソロンは今、『代行者』の――つまりは〈イコノクラスト〉の放った呪じゅ詛そによって覆われている。だがそれは未まだ下準備の段階だ。『代行者』達の意図した『書き換え』は未だ行われていない」

「…………」

「あまり気にする必要は無い。此処での時間経過は殆ほとんど現実世界では意味を成さない。精々が瞬き一度か二度程度――コンピュータ的に言えば人間には認識できない程の高速でデータをやり取りしている様なものだ」

　神は何処か気楽な口調で言った。

「さて――まあよくも此処まで来たものだ、香芝省吾」

「…………」

　省吾は答えない。

　それはまさしく彼自身も同意見だったからだ。

「単なるファンタジーオタク、ネットワークゲームマニアのお前が、異世界で救世主様か。本当に世の中というのは安っぽく出来ているのだな」

「お前が言うな」

「ああ――そうだな。全くその通りだ」

　神は笑う。

「見たのだろう？　お前は」

「…………」

「俺おれの――いや神の真実を」

「ああ。見た。見たよ」

　省吾は頷うなずいた。

　先の――〈落とし子〉による『聖せい廟びよう』襲撃の際、省吾の意識は『代行者パニツシヤー』達の構築したネットワーク網の中に入り込んだ。そこで彼は五百年前に起こった出来事の一部始終を神の視点から見た。

　それは『代行者』の中に残されていた神の怒りの記憶だ。

　裏切られた者の底知れぬ怒り。

　世界の全てを呪のろうかの様な――

「けど……」

「けど？」

「俺が見たのはそれだけじゃなかった」

　幼い頃ころの花梨との思い出。

　あんなものがどうして思い出されたのか？

　その意味は――

「分かってた。何となく」

　省吾は言った。

「だが信じられなかった。そんなくだらない理由で今の世界が在るだなんて。そんな子供の癇かん癪しやくにも似た――」

「えてして」

　神は苦笑を浮かべる。

「真実とはその程度のものだ。どれだけ壮大な物語もつまらぬ感情のもつれから始まったりもする。伝説しかり。童話しかり。香か芝しば省しよう吾ご。お前が思っているよりも世界は、そして人間は単純で残忍なだけだ」

「…………」

「確認したいか？」

「ああ。出来る事なら」

　省吾は自分と同じ顔をした神を睨にらみ据えながら努めて静かな声で言った。

「いいだろう」

　神が頷うなずいて歩み寄ってくる。

「見るがいい。世界を創りし者の希望と――そして絶望を」

　――ぶつかる。

　そう思った瞬間に神は省吾の身体と重なった。

　白い世界が瞬間的に暗転する。

　そして――

「――ッ!!」

　ありとあらゆる感覚の喪失。

　宇宙飛行士の訓練設備に感覚剥はく奪だつ室というものがある。

　音も光も無い場所に閉じこめるというただそれだけの事なのだが――普通の人間はこれに長時間耐えられない。眼にも耳にも情報が入ってこない宙ぶらりんの状態で、人間は押し寄せてくる不安に押し潰つぶされてしまうのだ。

　だが今の省吾が晒さらされているものはそれ以上だった。

　今まで省吾は虚無というものを曖あい昧まいな概念でしか理解していなかった。だからこそ本当の虚無というものに被爆した瞬間――ありとあらゆる感覚がむしり取られるかの様な欠落の悪寒に、彼は全身の血が逆流するかの様な恐怖を味わった。

　何もない。何も。

　自分以外には全く何も。

　光も。影も。

　天も。地も。

　上も。下も。

　右も。左も。

　前も。後も。

　自分が拠よって立つ場所すら存在しない。比較するものも存在しない。

　全き虚うつろ――絶対の無。

　まるで自我の器さえも無限に拡散していくかの様な。

　それは……

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　叫んだのは省吾か。

　それとも――神か。

　省吾には区別がつかなかった。





【「イコノクラスト！」第八巻　　了】



    

  
    
      



    

  
    
      次回予告



　今こそ語られる『神』の真実。原初の虚無にたゆたう漂流者が望んだものは一体何だったのか。『神』という名の裏に隠されたそれはあまりにも平凡に過ぎて――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ０９　創　CREATION　MYTH　世』



　――所しよ詮せん、全ては人の世の常。



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊一郎です。

　前の巻の後書きで言っていた『スケジュールの圧迫』ですが、まったくもって消えません。というか益ます々ます酷ひどくなってるのは気のせいでしょうか。気のせいですね。そう思って死ぬまで自分を騙だましきればきっと幸せ。幸福などというものは所しよ詮せん、相対的なものに過ぎんのだよ（ラスボス風に読む事）。

　――って誰だれに向かって言ってるんでしょうか、私。



　なんか毎年何ど処こか痛んだとか壊れたとか騒いでいる気がしますが、今年は肘ひじでございます。最も早はや榊のポンコツぶりは風物詩と化しております。

　ちなみに医者に行ったら――

「君ねー。前も言ったけど、脊せき柱ちゆうに常人の様なクッションとしての『曲がり』が無いんだよ。だからちょっとした事で炎症起こすのね」

　――などと言われてしまいました。普通の人は『Ｓ』字型の筈はずの脊柱が、真っ直ぐになっちまってるそうで。脊柱まで（だけは？）真っ直ぐな男、榊一郎。榊一郎をどうぞよろしく。　なにに？



　さて作者の壊れぶり（色々な意味で）はどうでもいいとして『イコノクラスト！』八巻にございます。おお。あと二巻でおしまいだ。最初から十巻分のプロット組んでいた筈はずなんですが、なんか随分手こずった様な記憶が。そしてあと二巻、予想以上に手こずりそうな予感／悪寒。うーん。

　とりあえず予想外だったのは花か梨りんが表紙になっていない事。＜∧それかよ

　さっさと復活させておけば良かったな……沢山女の子の出てくる『イコノ』ですが、実は私の書く定番ヒロインの造形に一番近いのが彼女なんですよね。



　予想外と言えばどうも濡れ場も多めに書いちゃうんだよなあ。ｋｙｏ師の絵って色っぽいので、嬉うれしくなって、つい。それが売りの話ではない筈なんですが――でも、いいよね、無いよりは在る方が！　ね？　ね！？　＜∧必死に同意を求めている



　当初は何やらこー『エヴァのパクリ』だの『今更異世界召喚ものかよ』とか色々言われていたよーで、何かと勢いのつかなかった『イコノ』ですが、気が付けばちょこちょこと小規模ながら重版を重ねている様子。

　ライトノベル不況（いやもーとにかく本が売れない売れない）の中、増刷（重版）出来るだけ売れない本も多く、これは望外の幸せ。これも此こ処こまでついてきてくれている皆様のお陰かと。感謝でする。願わくば残り二巻おつきあいの程を。



　ではでは。

　また次の本で。本編、何とか来年中には完結させたいと考える所存でありまする。

榊一郎



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ、『ディスパレイト！』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）、『フェイク・フェイク』シリーズ（ＨＪ文庫）ほか多数。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/



    

  
    
      イコノクラスト！⑧

ＥＰＩＳＯＤＥ08

ANTHEM【聖歌】
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発行者……三坂泰二
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